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序章 本研究の目的と方法 
 
初めて神社を訪れたとき、日本人が神社で参拝する前に手水舎で口を漱いだり、手を洗
ったりするのを見て驚いた。それは、ムスリム（イスラーム教徒）が礼拝をする前に行う
行為と似ていたからである。神社の神職に尋ねると、「身を清めるために行う」のだとい
う答えであったが、これにも驚いた。これも似ているのだ。最後の質問で、なぜ身を清め
なければいけないかのと尋ねたことで、参拝する前に身を清めるのは「ケガレ」を祓うた
めであることが分かった。 
そこで、「ケガレ」とは何だろうと素朴に知りたくなった。神職の説明を聞くと、日本
人が行う行為の形態はムスリムのそれと似てはいるが、本当はどういう意識で行っている
のだろうか。それを解き明かすために、神社で調査研究をすることにした。 
 
1、本研究の位置付け 
 
1‐1、「ケガレ」論再考 
 
「ケガレ」を考える際、基礎的な枠組みの一つには、フランス社会学のエミール・デュ
ルケームによって提出された「聖」と「俗」論がある。デュルケームは、宗教思想の顕著
な特徴である「聖」と「俗」の区分を社会学的に規定している。 
デュルケームは『宗教生活の原初形態』のなかで、あらゆる宗教に共通した観念を、「聖
なるもの」と「俗なるもの」とに区別し、「聖」と「俗」は絶対に対立する概念であり、禁
忌によって「聖なるもの」は俗性の接触から保護され、「俗なるもの」は聖性から分離され
ている。また両者は、互いに共通性を持たない、完全に断絶した異質の概念であると考え
た（Durkheim, 1912 : （訳）（上）72－4）。このうち聖の極には、さらに「浄」と「不浄」
の両義的な宗教力が包含される。しかし、これらの二項は、「浄」と「不浄」といった異な
る感情を喚起するため相反するようにみえるが、実は個別のものではなく、「変種」に過ぎ
ない。ようするに、浄なるものから不浄なるものが作り出され、また逆も成り立つ。聖な
るもの曖昧さは、このような転換が可能であることによるのである（前掲書（下）、ｐ．311）。
例えば、浄なるものから不浄なるものが作り出される例としては、トーテム動物は「聖な
るもの」であるが、それを不当に食べる者には、死をもたらすとみなされている。一方、
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その逆の例としては、月経の血は、しばしば、病気に対する救済剤とみなされるようにな
るという（前掲書（下）、ｐ．312）。図にすると以下の通りである。 
 
図 1．デュルケームによる「聖」と「俗」の理論を基に、筆者が作成したもの。 
 
こうした聖の両義性は、デュルケーム以降、聖俗二元論を展開したエリアーデも認め、
聖なるものが「聖」であると同時に、「汚れた」ものであると述べている（Mircea Eliade, 
1958 : 14-5）。すなわち、「聖なるものは人間を魅きつけると同時に、恐れさせる。神々は
慈悲溢れると同時に恐怖の姿を現す」のである（前掲書、p.381-4）。 
宗教の研究において「ケガレ」の概念が学問的に注目されるものとしては、ダグラスの
Purity and Danger（邦訳では『汚穢と禁忌』）がある。その中でダグラスは「汚穢（dirt）
の本質は無秩序（disorder）である（Douglas, 1969：（訳）p. 19）」としたうえで、「汚穢
とは場違いなもののことである。それは二つの条件を含意する。すなわち、一定の秩序あ
る諸関係と、その秩序に対する侵犯である。汚穢があるところには必ず体系が存在する。
汚穢とは事物の体系的秩序付けと分類の副産物である（前掲書、p. 79）」と論じている。 
日本における「ケガレ」研究は、常に「ハレ」と「ケ」というカテゴリーとの関係にお
いて行われてきた。「ハレ」と「ケ」の区別を学問的に対象としたのは、柳田國男が最初で
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あると言われている1。柳田は「餅と臼と擂鉢」において、「ハレ」（晴）は神を祭って米を
食す屋外の食事、「ケ」（褻）は屋内で摂る朝夕の日常的食事2とまとめた。しかし、「ハレ」
と「ケ」の区別を明確に規定していなかったため、坪井洋文は「日本人の再生観」におい
て、柳田の「ハレ」と「ケ」の理解は、現在の民俗学の通説的認識となっている常民の世
界観、日常生活のリズムを構成する枠組みではなく、あくまでも食事論を中心としたもの
であったと批判する3。 
このような柳田による「ハレ」と「ケ」理論を受けて、「ケガレ」の概念を設定して論
じたのが波平恵美子である。波平は、民間信仰を体系化する際の主要素として、「ハレ・ケ・
ケガレ」の三項をとりあげた。波平によると、「ハレ」は清浄性・神聖性、「ケ」は日常性・
世俗性、「ケガレ」は不浄性を示すといった漠然とした概念であり、その本質は不明瞭であ
る。波平は、概念の内容よりも、儀礼の上で三項がどのように絡み合っているかが問題だ
としている。「ケガレ」は「ハレ」と対立するもので、「ハレ」の部分を占める性格ではな
い。むしろ「ケガレ」を排除することによって「ハレ」が成立するという理解が成立して
いるという（『ケガレ』、1985：32 ）。「ケガレ」は「ハレ」と類似して日常性から切り離さ
れるが、「ハレ」の神事とは対立している。そして「ハレ」とは違い、不浄、穢れたもの、
邪悪、罪、死、病気など災厄、不運などを属性として備えている。聖なる「ハレ」を表す
神道儀礼の中では、「ケガレ」はその一部分に属している。その場合は、「ケガレ」は「ハ
レ」の祭りから排除される不浄部分を構成していることになる。いわば「ハレ」のサブ・
カテゴリーとしてのケガレの要素がそこに認められるのである。図にすると以下の通りで
ある。 
                                                   
1 服藤早苗他編『ケガレの文化史－物語・ジェンダー・儀礼』2008：21 
2 柳田國男『定本柳田國男全集』第 14 巻、1985 
3 坪井洋文「日本人の再生観」1983：393－7 
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図 2．波平による「ハレ・ケ・ケガレ」の関係（筆者作成）。 
 
この「ハレ」と「ケガレ」の組み合わせが、デュルケームの「聖」の両義性にあたるの
ではないかと、伊藤は指摘している。それは「聖」には「浄」と「不浄」という異なった
神秘的な力が混在しているとみられるからであり、「聖に内在するとされる『浄』を『ハレ』
に、もう一方の『不浄』を『ケガレ』に比定し、その『ハレ』と『ケガレ』をそれぞれ俗
に比定した『ケ』と対立させる、という論理」（伊藤幹治、1990：49）からすれば、「ハレ
とケガレ」対「ケ」という二項対立が枢軸にあることになる。 
一方「ケガレ」概念に注目した櫻井徳太郎は、「ケガレ」を「ハレとケ」の媒介項とし
て位置づけ、三つのカテゴリーが、「ケ」という日常性を中心に、「ケ」から「ケガレ」へ、
「ケガレ」から「ハレ」へ、「ハレ」から「ケ」へという、三極循環論を展開させているの
が特徴である。 
櫻井によると、「ケ」とは本来、稲を生長さたり、実らせたりする根源的な霊力で、そ
の「ケ」が発動するところに植物の生長・結実が期待されている。農業社会の日常性とは、
こうした「ケ」のアニミズムによって構成された農耕作業であったという。この日常性の
「ケ」こそ民衆生活の正統的基盤であって、これを維持するために、人々はたえずエネル
ギーを使うので、その結果、活力の減退が起こる。それが、「ケガレ」（ケ枯れ）である。
「ケガレ」の本来の意味は、浄としての「ハレ」に対立したものではなく、「ケ」の活力が
衰退する状態のことである。こうした状態では、日常活動を十分になしえないから、「ケ」
の機能を回復する機会が必要となる。それが「ハレ」である。「ハレ」の機会を獲得するこ
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とによって、「ケ」は従前のごとくはたらき、再び日常性の持続が可能となる。こうして「ケ」
から「ケガレ」、「ケガレ」から「ハレ」、「ハレ」から「ケ」の循環が泊まることなく続け
られる、というのである（櫻井 a、1982：216－220）。 
櫻井は、波平の三項対立論を批判しながらも、「ハレ」の両義性という視点を採用して
いる。波平がデュルケームやエリアーデの「聖」の両義性に注目して、「聖」のなかの浄を
「ハレ」に、不浄を「ケガレ」に比定して、「ハレ」と「ケガレ」の二項対立という枠組み
を設定したのに対して、櫻井は、「ハレ」という民俗概念を正（プラス）と負（マイナス）
とに分け、正の「ハレ」を祭りや結婚式などの祝儀、負の「ハレ」を葬式法要などの不祝
儀とし、祝儀も不祝儀も構造上、同じ性格をもち、また、内容の上でも著しく接近し、質
を同じくすると考えた（櫻井 b、1985：47－8）。 
この櫻井の「ハレ」論に対して伊藤は次のように指摘している。「ケガレ」＝不浄とい
う前提は成立しておらず、「ケガレ」は「ケ」の活力の衰退という理解に基づいている。こ
れは櫻井が「相互に転換する「ハレ」と「ケ」のダイナミックな構造的連関を作動させる
第三項としての「ケガレ」という概念を意識しているからにほかならない。つまり、「ケガ
レ」は「ケ」のサブ・カテゴリーであり、構造的には「ハレ」と「ケ」の媒介変数として
位置づけられるのである（伊藤、1990：55）。 
宮田登は、櫻井説を補完・修正すべく、「ケ」を中心とした「ハレ・ケガレ」の歴史的
意味付けを行った。宮田説は、「ケ」→「ケガレ」、「ケガレ」→「ハレ」、「ハレ」→「ケ」
という循環の大枠を櫻井説から継承しているが、その意味付けには微妙に相違する場面が
ある。例えば、ともに日常性維持のエネルギーと捉える「ケ」を、櫻井が農作物を生長さ
せる力としたのに対し、宮田は人間の生命力の総体と広義に考えている。「ケガレ」につい
ては、櫻井説と同様に、「ケ」が停止したり枯渇したりした危機的状態を本義とする、「ケ」
のサブ・カテゴリーであると定義している（宮田、2010：226-7）。 
近藤直也は、波平説、櫻井説、宮田説のなかで曖昧に残されていた（或は「ハレ」のサ
ブ・カテゴリーと考えられていた）「ハライ」を第四項として定立し、新しい対立・移行論
を提起した4。近藤は、「ハレ」／「ケ」、「ハライ」／「ケガレ」を、それぞれ転移する情
況、転移させる儀礼的実践・現象と捉えた。「ハレ」は新しい情況・文化・公などを、「ケ」
は古い情況・自然・私などを表し、両者は静的対立をなしつつ、「ハライ」／「ケガレ」に
                                                   
4 近藤直也 a 『祓いの構造』、同じ b『ハライとケガレの構造』、同じ c『ケガレとしての花嫁 異界交流
論序説』 
10 
 
より相互へ移行する。「ハライ」は新しい情況を創出する儀礼で、「ケ」から「ハレ」への
志向、自然的情況の文化的情況への転換などを担う。「ケガレ」は新しい情況から古い情況
への日常化を志向し、「ハレ」から「ケ」への傾斜（「ケ」の強化）を担う自動的なベクト
ルである。両者は動的対立を成しており、それぞれ「ケ」／「ハレ」を繋ぐ媒介として機
能する（近藤 b、1986：5-103）。例えば、花嫁が実家の嫁という古い情況＝「ケ」から婚
家の嫁という新しい情況＝「ハレ」に移行する際、婚姻儀礼＝「ハラエ」という一連の激
烈で厖大なエネルギーが加わることによって、「ケ」へ復帰しようとする同程度の反作用力
＝「ケガレ」が生じる、ということになる（近藤 c、1997：143－5）。 
近藤によれば、従来の研究は「ハレ」の視点にしか立っておらず、それゆえに「ケガレ」
を不浄としか捉えることができなかった。「ケ」の視点に立てば、「ケガレ」は「『ケ』への
帰着であり『ハレ』（文化・公）という目には見えない鎖で、人間ががんじがらめにされた
状態から解き放たれ、本来備わっている人間の動物的側面が解放されて、一時の事由を満
喫できる状態」であるという（近藤 c、1997：245-6）。 
新谷尚紀は、波平・櫻井・宮田三氏の論争を批判し、『ケガレからカミヘ』というテー
マを全面的に展開させた。新谷は、「ハレ」と「ケ」については柳田説を継承してそれら自
体で完結するものとみ、「ケガレ」は「カミ」の対立概念、さらに「カミ」の発生する条件
と捉えている。「ケガレ」とは、生命活動のなかで必然的に再生産される不浄なもの、危険
で感染力が強く、「放置しておくと感染蔓延してあらゆる生命体に死をもたらす」「死の力」
である（1997：86）。ダグラスを援用する学説は「ケガレ」＝不浄の発生に注目するが、列
島民俗社会に固有の「ケガレ」は、常に「ハラエ・キヨメ」による除去を要請する点でそ
の処理のあり方にこそ本質がある。「ケガレ」は必ず一定の儀礼的続きを経て「ハラエヤラ
レる」が、その強力なエネルギーは逆にコントロール不可能なものとなってしまう。そこ
で、価値を逆転させる民俗心意のメカニズムが作動し、吸引・浄化されて「カミ」（生命の
力）が誕生するという（前掲書、p.166-8）。 
以上、「ケガレ」をめぐる先行研究を概観してきた。「ケガレ」論が誕生してから、研究
が積み重ねられているが、今なお統一的な見解は示されていない。一つの原因として、こ
れまで、日本では、特に１９７０年代以降の研究は、「ケガレ」を理論分析として用いるた
め、「ケガレ」自体の概念の内容が重視されていないことが考えられる。 
 
 
11 
 
1－2、 問題の所在 
 
神社は神を祀り、詣る神の座し所である5。そこは世俗の領域から区別された神聖な空間
であり、氏子や崇敬者などの参拝者は必ず心身を清めてから神に近づかなければならない。 
 筆者はこれまで、神社における「ケガレ」の観念をその祭儀に注目することで研究して
きた。例えば、拝礼において参拝者は、まず手を洗い、口をすすいで心身を清める。祈祷
に参列する場合は、拝殿に入る前に、また身を清める。さらに、祈祷が始まる際に、神職
は大幣を使って参列者を祓い清める。 
身を清めるのは参拝者だけではない。神職も、朝神社に来て仕事を始める前に、沐浴し
て心身を清め（潔斎）る。さらに、定期的に月一回の禊を行う。祈祷に奉仕する際には、
参列者を祓い清める前に、まず自分を自分自身で祓う、つまり「自祓い」を行うのである。
神社における儀礼は、まずなによりも修祓から始まり、「それは清浄かつ神聖の状況を作
り出し、神を招来するにあたって欠かすことのできない手続き」6である。 
修祓は、神葬祭においても行われる。「死はケガレ」であるため、江戸時代までは神職
が神葬祭を行うことは許されなかったが、明治時代、さらに戦後には一般の人も行うこと
ができるようになった。その神葬祭の式次第を見てみると、各祭儀に修祓が行われる。 
これらのことから、参拝者と神職の清め、神社における儀礼や神葬祭における修祓の本質
的意味を明らかにし、それを核として先行研究の理論を位置付けし、ケガレに関する統一
的な理解を形成する必要性を感じる。以上が本論文の問題関心である。 
 
2、研究の目的・意義・方法  
 
2－1、研究の目的 
 
神道、神社は清浄を最も重要視している。それゆえ、神社は神聖な領域であるといわれ
ている。神社では神聖な領域とそうでない領域との障壁として、鳥居が建てられている。
神社では何かをする際には、必ずお祓いをするが、それは神様への捧げものや神様の前に
行く人は、不浄であることは許されないし、ケガレのない状態でなければならないという
                                                   
5 黒田龍二、1994：173 
6 波平恵美子、2009：21 
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理由からである。例えば、神職は毎朝神社に出仕すると潔斎がある。つまり、神職は、神
社に篭もり外界との接触を絶ち、食べるものを制限したり、水や塩で身を清めたりするの
である。一般の人が神社へ参拝するとき、手水舎で参拝前に手や口をすすぐのは禊ぎの簡
易化されたものである。 
これほどまでに「ケガレ」を徹底的に祓うが、そもそも「ケガレ」とは何なのであろう
か。そこで、本研究は、竹駒神社を中心にして神社神道における「ケガレ」の本質を明ら
かにすることを目的としている。 
 
2－2、研究の意義 
 
本研究の成果が、「ケガレ」を理解するために新たな視点を提供するのに役に立つもの
となれば幸いである。これまで研究者の間で食い違いが生じていたのは「ケガレ」の本質
を見ていなかったためである。「ケガレ」の本質は神社の中に存在しており、神社にある全
てのもの、神社で行われる全ての儀礼などがその手掛かりになるのである。 
本研究は主に神社内で身を清めることに焦点を当てているが、神社外で行われる神事を
観察する際にも有用である。神葬祭の各儀式の次第について具体的な事例を提供すること
によって「ケガレ」を理解するための参考となることを期待している。 
 
2－3、研究の方法 
 
 本論において用いられるデータは非参与観察とインタビューの二つの方法で収集した。
観察は、神社の中で行われる祭儀にできるだけ参列することによって行い、インタビュー
は、調査対象となる祭儀をより深く理解するために奉仕を担当する神職に直接話を訊くか
たちで行った。インタビューを行うのは、祭儀の前後である。祭儀の前に行うのは基礎知
識を得るためであり、祭儀の後のそれは観察したことをより深く理解するためである。観
察は必ず竹駒神社の祭儀部長の許可を得てから行なった。祭儀は竹駒神社が発行した「一
年の祭事表」から選ばれる。基本的には、全祭事を観察することは可能であるが、非公開
の宮司だけで行う祭事は観察することはできない。観察した祭事は表以下（表２）のとお
りである。 
竹駒神社の一年祭事表の他には、神社を訪れて来た参拝者が境内の手水舎で身を清め、
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或は祈祷に参列する前に拝殿の入り口の手水舎で参拝者が身を清める方法、さらに神職に
よる禊ぎも観察した。禊ぎは、観察だけではなく神職と一緒に参加した。最後に、竹駒神
社の神職と職員が毎朝仕事を始める前に必ず行う朝拝にも参列した。 
これまでにインタビュー調査を行ったのは竹駒神社の神職の５名である。この５名のう
ち、１名は女性の神職である。それぞれの役割は異なる。ちなみに、竹駒神社には現在職
員が 15 名いる。宮司が１名、権宮司が１名、禰宜が２名、権禰宜が 9 名、そして出仕が 2
名である。 
 
名前 職階 性別 役割 
神職 A 禰宜 男性 竹駒神社祭儀部 部長 
神職 B 権禰宜 男性 竹駒神社祭儀部 奉賽課長 
神職 C 権禰宜 男性 竹駒神社教化講務部 部長 
神職 D 権禰宜 女性 竹駒神社祭儀部 
神職 E 出仕 男性 小間使い 
表 1．インタビューで協力してもらった竹駒神社の神職 
 
他にも、竹駒神社に奉仕している竹駒神社敬神婦人講と、初午大祭の神輿渡御の先頭に
歩く竹駒奴の会長にもインタビュー調査を行った。神職へのインタビューは主に神社の社
務所で行い、竹駒神社敬神婦人講の会長と竹駒奴の会長へのインタビューは神社の境内で
行った。敬神婦人講は月一回神社の境内の掃除の奉仕をしている。竹駒奴は初午大祭の本
番に向けて月一回境内や神社の駐車場を利用して練習を行っている。最後に、夏越大祓に
参列した崇敬者や初午大祭の神輿渡御に参列した崇敬者数人にもインタビュー調査を行っ
た。 
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表 2．竹駒神社で行われる調査対象の祭事表 
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図 3．竹駒神社境内略図（平成 2 年 10 月現在）7 
 
2－4、本論文の構成 
 
 本論文は、序章の後に７章を配し、終章で総括される構成をとる。 
 序章では、デュルケームの「聖」と「俗」論からはじまり、「ハレ」・「ケ」・「ケガレ」
論が誕生してからの展開を、先行研究を通じて示す。そして、神社神道における「ケ
ガレ」を取り上げる意義を述べて、本研究の構成を示す。 
 第 1 章では、神道史を定義から成立期、古代、中世、近世、近現代、そして現在の
神社神道までの歴史的な展開を述べる。 
 第 2 章では、これまで調査研究を行った竹駒神社の由緒と沿革を概説する。 
 第 3 章では、竹駒神社の中にある施設・設備や信仰対象となるものを全て詳しく述
べる。また、竹駒神社を長年支える奉仕団体の歴史から現在の情況まで示す。 
 第 4 章と 5 章では、これまで竹駒神社で行った調査研究の結果を、事例を通じて示
す。両者では共通点もあれば相違点もある。共通点は、両者に取り上げる事例の内容
は普遍的なケガレを祓うという点である。ここでいう普遍的なケガレとは、性別や年
                                                   
7 『竹駒神社』に添付されたものである。 
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齢を問わず、誰にでも自然に身に付くものである。この種のケガレは、原因が不明、
人から人へ、或は人から物へは移らず、いつでも祓うことができるという特徴を持っ
ている。一方、相違点は、「ケガレ」を祓う形態にある。前者は、人間（参拝者）が俗
なる領域から聖なる領域を訪れて身を清めるという形態である。後者は、その逆であ
る。つまり、神が一年一回最大の祭りのとき、聖なる領域から俗なる領域を訪れて崇
敬者の身を清める形態である。この際、神が訪れることによって崇敬者は身を清める
必要がもはやなくなる。まず、第 4 章では、大きく二つに分かれている。一つは、参
拝者が参拝する前に行う身を清める、或は神事に参列する際に神職に修祓を受けるこ
とによって身を清める事例を述べ、二つは、神職が神様と崇敬者とを結びつける仕事
をする前に行う身を清める事例を述べる。次に、第 5 章では、初午大祭の神輿渡御の
事例を取り上げる。神が神輿に乗って俗なる領域を訪れて崇敬者の身を清め、神徳を
与える。 
 第 6 章では、神葬祭について全国アンケート調査の結果を示す。この調査は東北大学
大学院文学研究科教授鈴木岩弓の「現代日本における神葬祭の実態把握調査」の一環とし
て実施している。調査対象は、全国都道府県神社庁、47 か所である。期間は、平成 26 年
11 月～27 年 5 月である。方法は、調査用紙を郵送し、期間内に返送してもらうように依頼
する。調査用紙を返送する際に、全国都道府県神社庁からは『神葬祭の栞』を添付資料と
して頂く。調査結果をグラフや表などを通じて示しながら、その内容を分析して神葬祭の
実態を考察する。また、『神葬祭の栞』を基に神葬祭の式次第を分析してケガレをどのよう
に捉えているのかを考察する。 
 第 7 章では、竹駒神社の神職に神葬祭の実態について聞き取り調査を行った結果を示す。
この調査は、第 6 章で取り上げたアンケート調査の結果を参考にしながら、神葬祭につい
て現場に携わる神職に実態を知るために行うのである。その結果を分析して考察する。 
 終章では、まず、本研究を振り返り、明らかになったことを述べていく。次に、本研究
の今後の課題を提示する。 
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第一章 神道史 
 
1、神道の定義  
 
神道とは何か。日本の歴史や文化に関心を持つ多くの外国人（筆者も含めて）が回
答を求める質問の一つである。外国人向けの辞書を開くと、和英辞典8には、「Shinto」
は「Shintoism; the traditional polytheistic religion of Japan」という簡単な意
味しか書かれていない。筆者の母国語、日本語‐インドネシア語辞典9には、「Shinto」
は「Agama Shinto」（神道教）、つまり神道は、宗教の名前の一つで、神道は宗教とし
て扱われている。W. G. Aston の著「Shinto」は括弧に「The Way of the Gods」、神々
の道という意味で書かれている。「神道」はこのような簡単に意味づけてもいいのだろ
うか。 
現代一般に、神道について「日本に古来伝えられてきた民族宗教」という定義が与
えられている。ところが、神道という語それ自体は漢語である。つまり中国で造られ
た熟語であり、それが奈良時代に日本に伝えられ、日本語として使われるようになっ
たのである。 
津田左右吉は、その著『日本の神道』のなかで、中国の文献における神道という語
の初見は『易経』の観の卦の彖伝であり、そこにおき神道という語は霊妙なる道（自
然の理法）を意味するという。つまり神という字には霊妙なるという意味があり、そ
れは道を形容しているというのである。これが晋代に入ると、易と道家の思想が結び
つき、道教やそれにともなう方術・呪術などをも神道と呼ぶようになった（2014:12-13）。 
津田は、歴史用語としての「神道」の意味として、以下の六つを挙げている（2014:1-5）。 
① 古くから伝えられてきた日本の民族的風習としての宗教的（呪術も含めている）
信仰 
② 神の権威、力、はたらき、しわざ、神としての地位、神であること、もしくは神
そのもの 
③ 神に関する思想的解釈や教説 
④ 特定神社の宣伝的な教説 
                                                   
8 『New Japanese-English Dictionary』第５版 2003：1356 
9 『日本語‐インドネシア語辞典』1994：931 
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⑤ 日本に特殊な政治もしくは道徳の規範としても「神の道」 
⑥ 教派神道 
津田のいう①と②の用例は、日本の古文献に見出されるところである。つまり、『日
本書紀』の用明天皇紀と孝徳天皇紀（後述参照）とに仏法に対して神道と言っている
のがこの意味である。③は、両部神道や垂加神道などのたぐいを指す。④は、伊勢外
宮の祠官らが主張した渡会（伊勢）神道、吉田兼倶らの組織した京都の吉田神社など
を意味する。⑤は、いわゆる国家神道、⑥は、近世後期から近代に起こった教派神道、
すなわち実行教・出雲大社教・天理教・禊教などのいわゆる神道十二派であると考え
られる。 
ところで、三橋健によれば、「神道」という語が日本の文献に初めて現れるのは、720
年に成立した『日本書紀』であり、それより八年前に成立した『古事記』には、この
語を全く見出すことができないという（1996 : 100）。 
『日本書紀』の本文に、「神道」という語が現れるのは、次に掲げる二例である。 
その一例は、用明天皇即位前紀で、用明天皇は、 
仏法を信けたまひ、神道を尊びたまふ…………（A） 
とあり、もう一例は、孝徳天皇即位前紀に、孝徳天皇は、 
 仏法を尊び、神道を軽りたまふ…………（B） 
と記されている。そして「神道を軽りたまふ」に対して、 
 生國魂社の樹を斮りたまふ類、是なり 
との割注を施してある（前掲書、p.101）。 
 また本文ではないが、孝徳天皇大化三年（647）四月二十六日条の詔の「惟神」に対
する割注の中にも、「神道」という語が用いられている。すなわち「惟神も我が子治ら
さむと故寄させき」とあり、この「惟神」の下に、 
 惟神は神道に随ふを謂ふ。赤自づからに神道有るを謂ふ……（C） 
との割注を施してあり、そこに「神道」という語が用いられている。 
（A）（B）に共通するのは、「神道」という語が、いずれも即位前紀に現れていること
であるが、三橋は、「（A）（B）にみえる「神道」という語は、その天皇の時代に実用さ
れたものではない。つまり、用明天皇は 583-587 年、孝徳天皇は 645-654 年の在位で
あるが、そのいずれの時代にも、まだ「神道」という語は用いられなかったと考えら
れる」という（前掲書、p.102）。 
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そうすると、津田が指摘するように、「神道」という語は、『日本書紀』の編纂者に
よって初めて用いられたとするのが妥当となる（前掲書、p.2）。つまり、七世紀末か
ら八世紀初期にかけて、『日本書紀』の編纂者たちが初めて用いた語であるということ
になる。 
さらに、（A）（B）で共通する重要な点は、「神道」という語が仏法という語に対比な
いし対抗して用いられていることである。これについても津田は、『日本書紀』の編纂
者に、「神道」を仏法に対抗する宗教として存在させようとする意図があった、と述べ
ている（前掲書、p.1-2）。この津田の指摘について、三橋は、「『日本書紀』の編纂者
たちには、他国の代表的宗教である仏教と自国の固有の民族宗教である神道とを対
比・対抗させている。その意図は、わが国固有の民族宗教である神道を、他国に対し
強くアピールするためであったと思われる」に賛意を表明している（前掲書、p.103）。 
しかし、この（A）と（B）について異なる視点を持つ黒田俊雄は次のように述べて
いる。「神道」を「仏教に対して日本の民族的宗教を挙げ」たものと解釈することは可
能であるが、津田が指摘しているように、「神道」とはもと中国の古典に由来し、そこ
では種々の土俗的宗教や仏教あるいは道教そのものを指し、もしくは宗教一般をも意
味する語である。そのため仮に古来行われていた習俗であった祭祀や信仰のことを指
しているのだとしても、「神道」という語自体としては、日本・朝鮮・中国を問わず土
着の習俗的信仰一般を指す意味で用いられたと解すべきで、ことさらに中国を意識し
て編纂されたという書記が「神道」の語を「日本の民族的宗教」の固有の名称として
使用したとは、考えにくい。もし津田説を認めるのなら、「神道」の語義としては「土
俗的信仰一般」ということになる」という（1991:38）。 
『日本書紀』の編纂者は、どのような意識を持って、「神道」という語を用いたのだ
ろうか。伊藤聡によれば、これについて、諸家の説は分かれるという。例えば、福永
光司（1987）は、中国の「神道」すなわち道教などの影響を受けた信仰だったことを
示すと考える。また、単に神祭りあるいは神祇を意味する普通名詞として借用したと
する見解もある。そのほか、日本固有の神祇信仰を仏教と対比するために、「神道」の
語を用いたという解釈もあるという（2012:12）。 
以上のことから、日本の神信仰やそれにまつわる言説の総体を「神道」とよぶこと
は、解釈が分かれる『日本書紀』の例を除くと、古代においては存在せず、中世、あ
るいは近世になって起こってきたと考えることができる。 
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2、神道の成立期 
 
 「神道」はそもそもいつ頃、成立したのかという問題について諸説があり、答えは
一致しないのが現状である。岡田荘司は、「「神道」の成立期論は、おもに四説あげら
れる」（2010:14-17）というが、岡田が取り上げた論の中から、より早く成立期を求め
た学者がいるので、それを先に述べたいと思う。 
安蘇谷正彦は『神道とはなにか』の中で、神道は弥生文化とともに成立したとする。
「神道は「祭りの宗教」と言われるほど、伝統的に祭りの占める位置は重い。神道の
祭りは、一般に「神への奉仕」と規定される。神への奉仕の具体的な内容は、神さま
に対して饗応＝おもてなしをすることである。日本人の感覚から言っても、お客をも
てなす場合もっとも重要なことは、何をご馳走するかであろう。神にお供えするもの
をご神饌と言い、神饌の中でももっとも重要なものは洗米、お餅、酒である。すべて
お米に関わる。この点は、大は伊勢神宮のお祭りの場合も小は村々のお社の祭りでも、
全く変わらない。また米に関わる神饌を重視する点は、古代から現在まで一貫してい
る」10。とすれば、神道の祭りにあげる大事な特色の一つが神にお米を供えることと理
解してよく、神道的祭りの起源を神饌に米を用いたと推測される弥生時代という説が
成立することになる。 
続いて以下は岡田がまとめた四つの神道の成立期論である。 
 第一説は、七世紀後半・八世紀、律令祭祀制。天武・持統天皇朝成立説。太政官と
ともに神祇官が立てられ二官体制のもと律令官社制度が完成する。「神祇令」が制定さ
れ、国家の祭祀体系が確立した時期。大嘗祭・伊勢式年遷宮もこの時期に始まる。こ
れを「神道」の成立と論じる見解は多い。『日本書紀』に「神道」の用語が現れるのも、
この時期であり、国家的祭祀体制とその体系が整備されたことにより、これを「神道」
の成立とするのは、大方の了解を得られる妥当な学説と考える。しかし現在では、こ
うした理解は否定される方向にあり、律令祭祀体制は理念が先行し、制度としての実
態は十分機能していなかったとする意見が有力である。この後に展開する平安祭祀制
と比較すると、律令祭祀制の官社班弊一つをとっても未成熟、不完全であったことが
確認できる。 
 第二説は、八・九世紀、平安時代初期成立説。提唱者は高取正男である。朝廷にお
                                                   
10 安蘇谷正彦（1994:30） 
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ける禁忌意識、神仏隔離の成立から、「神道」の自覚過程を明らかにし、地域社会に根
ざした「神道」の台頭に注目する。この時代は平安祭祀制の確立期であり、律令祭祀
制の克服、転換点として平安前期を重視する視点は重要である。 
 第三説は、十一・十二世紀、院政期成立説。提唱者は井上寛司である。二十二社奉
幣と諸国一宮制が成立し、中世的天皇神話や神国意識が地域社会へ浸透していった時
期に「神道」の成立を求める。井上は、黒田俊雄の影響を強く受けるが、黒田の論じ
た顕密体制が神祇の存在を過少評価することを批判し、顕密体制下における神祇信仰
の発展期を、その成立期とした。したがって顕密体制の成立期こそが「神道」成立期
ということになる。 
 第四説は、十五世紀、吉田神道成立期説。提唱者は黒田俊雄である。顕密体制が解
体していくなか、顕密仏教の一部であった神祇の存在は、自立し、吉田神道を創出し
た。顕密体制の終焉とともに、初めて「神道」が成立したとする。 
 以上のとおり、「神道」の成立論は、縄文・弥生時代説から十五世紀・中世後期説ま
で幅広い。この諸説の違いの大きな理由は、神道に対する把握の相違による。第一説
から第四説まで、その成立論は八百年の隔たりがある。「神道」の語が頻出するように
なるのは、院政期以後、中世の神道説の流布のなかで多用されるようになる。第三説・
第四説は、「神道」の語義解釈を重視しているため、「神道」の語を限定して理解して
いる。とくに黒田俊雄は、成立期をもっとも遅らせ、「神道」の宗教化をその成立と見
ているが、これは近代的宗教概念からの理解とその固定化に他ならない。 
岡田荘司は、「狭義の「神道」語義解釈に拘泥することは避け、第一説の古代律令神
祇体系のなかに、神道的要素を抽出することは可能であるので、律令祭祀制を成立期
の基本に置くことにした。神道思想を重視する立場であれば、第三説以後が有力とな
るが、現代まで継続する祭祀の体系の大本に、大嘗祭と神宮式年遷宮とがあり、律令
祭祀制にその基点を求めることは、誤りではない。そして、第二説から第四説までの、
「神道」成立期論とされるとことは、それなりに論拠のあるものであり、むしろ、そ
れらは第一説の成立期以後に展開する神道史上の転換期であったといえる」という（前
掲書、p.17）。 
 宗教学者島薗進は、近代国家神道の前身を「神道」の成立を求め、諸説を紹介した
上で第一説を支持し、「朝廷は律令制度にのっとって神祇官という機関をもち、神祇官
を通して伊勢神宮や諸大社、あるいは地方の官社と緊密な連携をもち、班弊・奉幣な
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どの儀礼的実践を行っていた。天皇の神聖な地位を語る儀礼言語や記紀神話は宗教界
で一定の影響力を及ぼしていた。これらは宗教ではないのか」と問いかけ、「古代国家
神道ともよぶべき神祇祭祀体系（国家神道の古代的原型）」に「神道」の成立期を求め
た（2006:121-123）。 
 以上のように、神道の成立期については諸説あるが、７世紀後半及び８世紀とする
のが多くの学者の支持を得ている。筆者は岡田の言う第一説の時代よりも前から「神
道」ができたのではないかと考える。なぜなら、考古学の成果から分かるように古墳時
代の祭祀は、明らかに現代の神道祭祀と直接に繋がるからである。祭具にも共通点は多い
し、聖地も重なるケースは少なくないであろう。岡田の「体制が整っていない」主張は否
めないが、後代の神道の歴史を読んだら、何の時代でも体制外の神社は多かったようであ
る。律令期の延喜式に載る神社のほか、少なくとも相当する神社数があったと推測できる
し、式内社の倍ぐらいの式外社があった可能性もあるそうである。それ故、体制を神道の
成立の定義として捉えることには問題があると看做す。 
 
3、古代の神道  
 
 神道は、何年に始まったかを明確に決定するのが非常に難しいようである。高森明勅は
『わかりやすい神道の歴史』において、神道は、日本列島において自然発生的に形づくら
れて来た民族宗教であるため、長い日本列島の歴史の中で、次第に培われてきた信仰とみ
る必要があると述べている（2015:30）。 
 岡田荘司によれば、神道を理解するためには、古代の法制度である律令のなかの神祇令
を知ることが肝要である。古代律令国家における神祇祭祀の運用は、神祇官に属した。そ
の規定は現存する『養老令』の神祇令、これ以前の『大宝令』、さらに天武天皇から持統天
皇に継承されて完成をみた『飛鳥浄御原令』まで遡ることが可能である。現存『養老令』
の神祇令は、冒頭第一条に「凡そ天神地祇は、神祇官は皆常の典によりて祭れ」とあり、
律令官制の神祇官による神祇祭祀の斎行を本則とするとのことである（1995：53）。 
 天神地祇とは、天地の神々の総称の一つ11である。岡田は、天神と地祇という用語は、
もともと大陸で用いられたものであるが、朝廷崇敬の国家によって編成された神々をいう
という。その証拠として、当時強い影響力もっていた中国の文献との比較をして、次のよ
                                                   
11 遠藤潤、1994「天神地祇」P. 41 
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うに説明する（前掲書、p.54）。 
 
『唐六典』巻四（祠部郎中員外郎条）には、「凡そ祭祀の名は四つあり、一は
天神を祀するをいふ、二は地祇を祭するをいふ、三は人鬼を享するをいふ、
四は先聖・先師に釈奠するをいふ」との四つの祭祀の対象を掲記する。 
一と二の天神と地祇は、神祇官による祭祀対象であり、天神は「アマツカミ」
といい高天原の神、地祇は「クニツカミ」といい国魂の神などに充てられ、
ともに大陸から受容して「神道」の神として位置づけられた。 
三の人鬼とは人鬼・人霊をいい、死者・廟の祭祀をさすが、これは「神道」
の祭祀の範疇には組み入れられなかった。人霊はあくまでも人霊であり、神
霊になることは認められなかった。省略、人霊・死霊への儀式は神祇官人や
官社の神官が携わることはなく、それを専ら担当したのは陰陽師・僧侶・修
験者であった。神道界が死穢意識を超克して、死霊祭祀に積極的に関与する
ようになるのは、室町末期の吉田兼倶が大成した吉田神道によってである。 
四の先聖（孔子）・先師（顔回）を祭る釈奠は、神祇官は預かることはなく、
『養老令』の学令の規定では、大学・国学において、二月・八月に行われた。
その初見は、大宝元年（701 年）二月を確認することができる。このように
中国の祭祀儀礼のうちで、「神道」として位置づけられたのは、天神・地祇の
祭祀であった。 
 
 神道とは、神事祭祀を奉仕するに当たっての心構えを重視する。心身を清め斎戒して禊
ぎ祓いを行い、神に近づく。神祇令第十一条には、祭祀奉仕者の禁忌規定が示されている。
神事の期間の前後を散斎といい、「①弔問、②病気見舞い、③肉食、④死刑判決、罰の執行、
⑤音楽演奏、⑥穢悪の事を禁止（六色の禁忌）」12と明記される。これらの項目が神に近づ
くための環境作り、心構えを作る時間であった。こうして、神道には他宗教にみられるよ
うな厳しい修行・苦行と呼ばれるものは存在しないのである。  
 神祇令十六条には、「祭祀に供する幣帛・飲食、及び果実の類は、所司の長官が自ら検校
すること。必ず精細にさせること。穢雑にさせてはならない。」とあるのも、清浄にすべき
祭祀奉仕の立場・主旨を述べている。 
                                                   
12 森 瑞枝、1998：58-9 
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 神道が祭祀を重視することは当然であるが、祭祀の場である神域も特別の禁止条項を設
けている。孝徳天皇即位前紀にある「仏法を尊び神道を軽りたまふ」とある記事が「神道」
を軽視した理由について、『日本書紀』は生国魂神社の樹木を伐採したことをあげている13。
神霊の依り代として神域の樹木は大事にされ、伐採を禁止する規定は、のちの『延喜式』
に「凡そ神社の四室の内に、樹木を伐り、及び死人を埋蔵することを得ざれ」と明記され
る。既に「神道」としての形態を孝徳天皇の大化年間には備えており、宗像沖の島の祭祀
奉納品から類推すると、大和朝廷の祭祀体系は更に遡ることが可能である。岡田によれば、
整備体系化が進んだ天武天皇・持統朝の時代が自覚された「神道」の成立の第一期である
という。 
 古代神道が自覚された第二期は、奈良時代の後半である。聖武天皇は七四九年に東大寺
に行幸し、三宝の奴と称して大仏を礼拝された。その年、孝謙天皇は即位され、淳仁天皇
のあと再び即位して称徳天皇となる。この孝謙朝・称徳朝（七四九－七七〇）は、仏教に
よる国家の隆盛が推進された。修行僧満願が常陸の鹿島神宮・相模の箱根神社・伊勢の多
度神社などを拠点にして神の神身離脱の希望を説き、神仏習合を押し進めたのも同時代で
ある。特にその後半は道鏡政権の時代に当たる。称徳天皇は七六五十一月の大嘗祭の直会
の席に臨んで、 
 
「朕は仏の御弟子として菩薩の戒を受け賜ひて在り、此に依りて上つ方は三
宝に供へ奉り、次には天つ社・国つ社の神等をもゐやびまつり……また勅り
たまはく、神等をば、三宝より離けて、触れぬ物そとなも人の念ひて在る、
然れども経を見まつれば、仏の御法を護りまつり尊みまつるは、諸の神たち
にいましけり、故れ是を以て、出家人も白衣も相雑りて供へ奉るに、豈障は
る事は在らじと念ほしてなも、本忌みしが如くは忌まずして、此の大嘗は聞
しめすと宣りたまふ御命を諸聞しめさへと宣る」 
 
と詔された。天皇は仏弟子として仏法に帰依し、神祇は仏教を擁護する護法善神として位
置づけられ、神祇より仏法を上位とみている。特に、その後段では、神々は仏法から隔離
すべきだとの考えの人もあるが、お経には仏法を護るのは神であると説かれており、出家
人の僧侶と白衣姿の神事奉仕者とが一緒に祭祀に参加しても障害はないはずであると述べ
                                                   
13 三橋健編、2003：26 
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られた。この弁明は、仏法を忌避すべき大嘗祭の神事の場に、僧侶である道鏡が参列した
ことを意味している。一般には祭祀の場においては仏法は忌避・隔離されるべきものとい
う意識が、それ以前には存したことになる（前掲書、p.56）。 
 宝亀元年（七七〇）に称徳天皇が崩御されると、道鏡は失脚し、仏教重視から神祇尊重
へと移行する。光仁朝には、伊勢の大神宮寺は神宮の遠方に移転され、神仏隔離の構想が
再び現出することになる。平安初期以降は、朝廷祭祀の公祭、臨時の奉幣が盛んになると
ともに、地方の神社の官社加列と神階昇叙が増え、地域社会における「神道」の輪が拡大
していった。地域共同体に根ざした氏神型信仰の「神道」は、平安中期以降、地域を超越
した流行神の勧請型信仰を吸収して、新たな展開を遂げることになる（岡田、1995：56）。 
 
4、中世の神道 
 
 伊藤聡によれば、中世は、神祇信仰史から見た場合は、次の二つの点から特徴づけるこ
とができるという。第一に、律令体制が目指していた中央集権的神祇制度の体系が崩れ、
朝廷・地方行政機関・氏族・職業といった政治的集団ごとの信仰の形態に変化していった
こと。第二に、本地垂迹説の浸透により、神仏習合的信仰が一般化し、神祇を教理的に説
明する神道説などが成立したことである（前掲書、p.86）。 
中世の神道といえば、伊勢神道と吉田神道に代表される。後者の吉田神道の成立は室町
後期、応仁の乱以後のことであり、吉田兼倶を創始者とし、兼右・兼見らによって発展さ
れ、近世以降の幕藩体制下に、朝廷・幕府の保護を得て神祇道宗家の地位を築いて神社界
に君臨した（岡田、1994：13）。 
前者の伊勢神道は時期的には鎌倉時代をかけて発展してくるが、とりわけ後期から南北
朝時代にかけて大きく発展し、渡会行忠・渡会家行などの渡会氏のほか、北畠親房・慈遍
などもその周辺で重要な役割を果たす。家行・親房・慈遍らは、広い学識を誇る知識人で
あり、仏典や漢籍を渉猟したうえで、神道の立場を打ち立てようとしている（末木文美、
2003：55－56）。 
 渡会行忠らは前代の神仏習合的な点を排斥し、仏教は仏教として認めながら、神道はそ
れとは別として祖神から継承され、また子孫に伝承すべきものであることを主張している。 
 
「人は天地の霊気によってはぐくまれ、神体は五行の物質によって構成され
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ているが、人の心は神と同体で、宇宙にあっては神、人にあっては心、本来
は一つであるとし、したがって心神を障害することがないように」 
 
と記し、また、積極的に祈祷し、正直・清浄をもととして生活することを説いている（鎌
田純一、2007：53）。 
 伊勢神道は中世の開幕とともに当時の社会情勢を背景にして形成される。これに至るに
は平安末期以後の、伊勢神宮とその周辺に展開していった仏教と神道との融合過程に起因
する。 
 伊勢神宮は古くから仏法禁忌を伝統とし、僧徒の神域への立ち入りを厳しく避けてきた。
神仏習合が各神社で進むなか、殆ど唯一に公的な場において仏教を隔離しつづけてきた聖
域であり、まさに伊勢の地を「神道」第一の霊場と呼ぶことができる。僧徒らは神宮の近
くまで参宮して積極的に神祇との交流を求めるとともに、行基・最澄・空海・円仁らの高
僧が伊勢の大神のために仏教の法会を開いたという伝承を流布して、伊勢大神を重視する
態度を示した。この仏教側の神祇重視の立場が、神宮祠官の「神道」自覚を促すことにな
る（岡田荘司、1995：57）。 
 伊勢両部神道の伝書として著名なのが、神道の呪祠である中臣祓を注釈した『中臣祓訓
解』である。この書は天台園城寺を渡会郡南島町の吉津御厨に所在する仙宮神社の神宮寺
仙宮院に関係した僧侶によって、建久年間以前の平安末期に著作された伝来した。 
 伊勢の祠官達によって自覚した「神道」として形成していった伊勢神道は、伊勢両部神
道のなかにある仏教的な色彩である「両部」を排除することから成立していった。伊勢神
道の成立の第一期は、神道五部書のなかで最も早い著作される『伊勢宝基本記』の成立と
関わってくる。『伊勢宝基本記』は、建保二年（一二一二）に荒木田氏良によって書写され
ているので、それ以前の一二〇〇年頃の成立である。それには伊勢神道が主張する「神垂
は祈禱をもって先となし、冥加は正直をもって本となす」と説かれていて、初期の神道説
が芽生えている。 
 伊勢神道成立期にあたる建保年間には、『中臣祓記解』や伊勢流祓の最古の伝書である『中
臣祓注抄』などが書写されている。伊勢の下級祠官である御祈禱師は、鎌倉幕府の発展に
沿って、積極的な私祈禱の伊勢流祓を東国を拠点にして武士や農民階層に広め、庶民の間
に幅広い伊勢大神宮信仰を発展させていった。伊勢流祓の形成期は伊勢神道の成立期でも
あった。 
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 中世初期に成立した伊勢神道は、中世の神道の規範的地位を確立して、のちの慈遍・北
畠の神道、吉田神道へと継承されることになる（前掲書、p.57）。 
 
5、近世の神道 
 
 近世と近代の神道は、阪本是丸の著書である『近代の神社神道』を主に参考してまとめ
たものである。 
中世末期からの動乱の時代を経て近世を迎えた神道は、もはや中世以前の神道とは制度
的にも思想的にも大きく変わっていた（遠藤 潤、1998：140）。 
 近世神道の制度的側面は、古代律令制における神祇官・太政官二官制度によってその根
本が形成され、維持・運営されてきたのであるが、律令制の弛緩にともなう王朝国家への
変貌は、神祇官型の古代的神道制度の形骸化と新たな内廷形祭祀の展開をもたらした（阪
本、1997：58）。 
 祭祀を中核とする神道の制度的側面は中世の終焉とともに消滅したかに見えたが、豊臣
政権を継承した徳川幕府は、神領を安堵して神社の「守護使不入」の原則を導守するとと
もに、朝廷や神社で途絶えた朝儀や祭祀の再興を支援していった（岡田、2010：188－9）。 
幕府は、寛文 5 年（1665）全国の神社や神職を統制するため、「諸社禰宜神主等法度（神
社条目）五箇条を制定した。 
第一条は、神職身分の固定化を図ったものである。幕府は、神職が奉仕する神社の由緒
をよく知り、神職本来の務めに専念するよう命じた。そして怠慢の者は、神職資格の剥奪
も辞さないことを明記した。 
第二条は、伝奏を通じて朝廷から位階を授与されてきた社家は、今後も従来通りの方法
で昇進することを承認したものである。伝奏とは、神社と朝廷との仲介役であり、神社ご
とに特定の公家が伝奏をつとめた。 
第三条は、位階を有しない神職は、「白張」を着し、それ以外の装束を着ることを禁じ
たものである。しかし、無位の神職は、本来そうした装束を着る資格を有しない。そこで、
吉田家の許状を渡された神職のみ、許されたのである。 
第四条は、神領売買禁止を命じたものである。領地の売買禁止は、豊臣秀吉の時から全
国的に実施され、「諸宗寺院法度」でも寺領売買禁止を明記していた。 
第五条は、社殿や境内を常に清浄に保つことを命じたもの。但し、社殿を造営したり、
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補修したりするときは、寺社奏行の許可が必要である。（西岡、2015：164－8） 
 神社の神職が祭祀に専念し、神社の維持に努力すべきという趣旨は鎌倉幕府以来の武家
の対神社行政の基本姿勢の踏襲であるが、注目すべきは神祇官焼失後に神祇官の実権を掌
握した神祇官代である吉田家の神社・神職支配の権限を公的に認めたことである。すなわ
ち「法度」第三条では無位の社人は白張を着用すべきで、それ以外の装束は吉田家の許可
を得て着用すべきと明記されたのであるが、この条文が吉田家の勢力拡大の大きな法的根
拠となったことはいうまでもなく、またこのことが延いては神祇伯家たる白川家との軋
轢・紛争を生んだ最大の要因でもあった（阪本、前掲書、p.58）。 
 吉田家は中世末期から神社に対して支配を拡大していた。これに対して白川家も自己の
支配下のある神社・神職にまで吉田家の勢力が及ぶようになるとさすがに黙認しがたくな
り、支配神社・神職の帰属を巡って吉田家の非を幕府に訴えるなど、吉田家と対抗する姿
勢を強めるようになった。こうして全国の神社は一部の公家が執奏する大社を除いて、吉
田・白川両家の支配するところとなり、その支配は明治維新後の神社執奏家廃止まで続い
たのである。 
 近世神道の思想面では、周知のように山王神道や両部神道など本地垂迹思想を中核とす
る仏家神道があるが、これは単に思想的なものに止まらず、実際の神社制度（祭祀、組織）
にも組み込まれていた。これに対し、伊勢神道や吉田神道など神道側から仏教、儒教の教
義や思想を取り入れた神道思想が擡頭するようになり近世に至った。近世の神道思想の大
きな特徴は、この中世的な伊勢・吉田の二神道を儒教、特に朱子学の立場から再解釈した
儒教を主体とするいわば儒教神道ともいうべき神道が擡頭してきたことであろう（同書、
p.60）。 
 儒家神道は、当初、儒家による神道理解として成立した。この時代の儒学の主力は朱子
学をはじめとする床にあった。儒家が神道を語る初期の例に藤原惺窩がある。僧から還俗
して儒学へと向かった惺窩は、朱子学を中心としながらも陽明学や仏教にも寛大な折衷主
義に立っていた。神道理解もその態度に立つもので、著書『千代もと草』で示されたのは
儒学の立場からの付会的評価にとどまるものだった（遠藤、1998：165－6）。 
儒家神道の形成には藤原惺窩、林羅山などの朱子学者が説いた神儒一致的な神道が基本
となっており、林羅山は「神道即王道也」として、神道の政治性を強調し、これ以外の神
道は神事奉仕神道であるとした。こうした儒教の政治性による神道思想の再構築は伊勢神
道や吉田神道にも適用され、吉川惟足は神道を国家経世の学問として捉え、三種の神器に
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備わる徳の重視や五行説の「土金」をつつしみとして「敬」こそが天地の道であり、人倫
の根本とする理学神道を説いた。また渡会伸佳は伊勢神道にみられる儒教と神道との関係
を洗い直し「異国と我国と制度文為」の相違を自覚して神儒一致の神道を説くことの重要
性を訴えて、伊勢神道の近世化に大きな役割を果たした。 
 こうした吉川惟足や渡会延佳の神儒一致的神道思想は垂加神道の創始者である山崎闇斎
にも大きな影響を与えた。闇斎の神道思想の根本は、朱子学でいう「天人合一」の原理を
神道的に解釈し、それを「天人唯一之道」として人間には神霊が内在していること、吉川
惟足同様に「土金」を「つつしみ（敬）」として重視したこと、伊勢神道、吉田神道に見ら
れる「君臣の道」をさらに精緻に説いたこと、などである。このように、垂加神道は中世
以来の儒教による神道理解、あるいは神儒一致的神道思想を集大成したものであり、その
強烈な尊皇思想に代表される思想は、国学と共に近世における神道思想の双璧といえる。 
 垂加神道に代表される儒家神道が近世の神道思想に大きいな地位を占めた。この儒家神
道を「漢意」として批判し、純粋な神道思想を求めようとしたのが国学である。国学の神
道思想は本居宣長の古典研究、殊に『古事記』の研究によって大きく進展し、さらに平田
篤胤によって垂加神道を凌ぐほどの影響力を持つ思想となった。篤胤は宣長から日本精神
や日本の独自性の協調を学び、継承しつつも、独自の古典研究や海外文献の調査研究によ
って、宣長が重視した「むすひの霊」や死後観に修正を加えた。こうした篤胤の神道思想
は幕末維新期の神道思想の主流となり、維新後の神道教化政策や運動にも大きな影響を与
えた（阪本、1997：60－61）。 
 
6、近代神道 
 
 明治維新を契機とする近代の神道は、国家の政策・行政の影響を大きく受けて展開した。
その最も顕著な例が、神仏分離であり、この神仏分離令によって古代に始まり、明治維新
まで長く続いた神仏習合の制度や思想は完膚なきまでに払拭され、神社と寺院、神道と仏
教は明確に区別された。 
 この措置により神社は神社、寺院は寺院とはっきり区別された。従来の吉田家・白川家
の神職支配を廃止した。八幡大菩薩は八幡大神となり、日光東照宮と輪王寺は分離された。
近江・日吉神社を支配していた延暦寺の僧侶は神社から放逐され、僧形で神前に奉仕して
いた別当・社僧は神社から姿を消した。あらゆる所、あらゆる面において徹底した神仏分
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離策が実行され、各地で激しい廃仏毀釈の騒動が巻き起こった。神社からすべての仏教色
が払拭されたのである（新田、2015：203－4）。 
 阪本によると、この神仏分離政策と並んで維新政府のもう一方の重要な政策課題とされ
たものが神祇官の再興であり国家的祭祀の再編成であった。この神祇官復興運動には国学
者や神職、公家など多数の人間が尽力し、その結果、明治二年七月には神祇官が太政官外
に特立した。しかし、再興された神祇官には古代の神祇官とは異なる機能、つまりキリス
ト教対策を主眼とする宣教部門が置かれることになり、結果的にはこの部門の重視が神祇
官を廃止する要因となったのであるという（1997：61）。 
 神祇官の宣教部門（宣教使）の不振は、政府高官の神祇官不要論へと進展し、神道のみ
による国民教化から仏教をも含めた神仏合同の国民教化へと転換された。これが明治五年
の教部省設置による大教宣布運動の始まりである。他方、神祇官の伝統的な職掌であった
神祇祭祀は宮中へと移管されることになり、政府は国家的祭祀の再編成のために皇室祭祀、
神社祭祀の整備を明治四年頃から進めるようになった。現代の神社祭祀の中心となってい
る例祭や祈年祭、新嘗祭が制定されたのも、また現行の宮中祭祀の原型が作られたのも明
治四年の『四時祭典定則・地方祭典定則』によってなのである（前掲書、p.62）。 
 明治五年三月、神祇省・宣教使は廃止されてより活発な教化政策を行うための教部省が
設置され、教導職による神道・仏教合同での新しい国民教化活動へと移行した。教部省の
設置とともに、祭祀の事務は新設の太政官式部寮へと移管された。式部寮では神社の祭祀・
祭式の整備が進められ、これらをまとめた体系的な神社祭式が定められた（岡田、2010：
235－6）。 
 しかし、神仏分離、そして一部の廃仏毀釈の直後に、にわかに神仏合同布教をといって
も、それは無理な話であった。また大教院が当初仏教側が予測したものとことなり、神道
主体のものになったこともあって、とくに真宗が神仏合同布教に強い反対をして、明治八
年（1875）に、大教院は瓦解した。中教院が設置されなかった府県もある。また地方の各
小教院で人々に教則三条を説くはずの僧侶が、もっぱら自宗派の教義を説くなどというこ
とは日常茶飯事であった（井上、1998：208）。 
このように、近代における神社神道は国家による統制を強く受けた割には、その見返り
は少なかったというのが実際である。社家の廃止による伝統的な祭祀の担い手の喪失、上
地による境内地の縮小と経済的損失、こうした人的経済的打撃、あるいは環境劣化と引換
えに神社が得たものは社格という国家的名誉だけであった。そしてその「国家の祭祀」と
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いう名誉と引換えに、神社は宗教性をも喪失させられたのである。 
 
7、戦後の神道 
  
 昭和二十年（一九四五）十二月十五日、連合国軍総司令部（GHQ）は、日本政府に対
して「国家神道、神社神道に対する政府の保証、支援、保全、監督並びに弘布の禁止
に関する件」という長い標題の付せられた指令を発した。神道指令は、神社を含めた
宗教と国家の分離を命じたものだが、実質的には神社と国家の分離を図ったものであ
った。同指令では、神社に対する国家・地方公共団体、官公使などによる支援・監督
及び公的な財政的援助の禁止や、伊勢神宮をはじめ神社の宗教的式典に関する指令の
撤廃、神祇院の廃止などが定められた（岡田、2010：269）。 
 神道指令による神社と国家の分離により、昭和二十一年二月をもって神祇院という
国家の神社管轄機構や、明治以降の神社関係法令はすべて廃止され、神社は国家管理
下から離れることになった。これに先立つ昭和二十年二月には、宗教団体法が廃止さ
れて、新たに宗教法人令及び関係諸法規が制定された。宗教法人令では、主教団体法
における国家による宗教の認可主義を廃止し、法人設立の要件を満たし、成立後に所
轄庁へ届出れば宗教法人となる準則主義に改められ、宗教法人の設立、規則変更など
が自由に行えるようになった（同書、p.271-2）。 
 こうした事態に対処するために組織されたのが、神社本庁である。神社本庁は一九
四六年に神祇院が廃止された直後に、皇典講究所、大日本神祇会、神宮奉斎会の三つ
を母体にして組織された。一九九六年に七万九千余る全国の神社のうち、九九％が神
社本庁の傘下に入っており、各都道府県に神社庁を置いている（井上、1998：214－5）。 
 現在、神道の神々を祀る神社は日本全国に建っており、そのほとんどの神社には名
が伝わっている。その中には、「出雲大社」「諏訪大社」といった旧国名・郡名を冠す
る神社や「○○山神社」「○○川神社」といったように、自然地形に由来する名称が付
いていた神社も少なくないが、「天神社」「稲荷神社」など、祭神の名前やその通称を
冠する神社も多い。主な神社信仰は、（一）八幡信仰の神社（7819 社）、（二）伊勢信仰
の神社（4425 社）、（三）天神信仰の神社（3953 社）、（四）稲荷信仰の神社（2970 社）、
という順になっている。これらの多くは、信仰の中核に位置付けられる特定の神社か
ら、その神霊を還すまつり（「勧請」と呼ばれる）を経て、その信仰圏を拡大していた
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ものとみられる（岡田、2010：276－7）。 
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第二章 竹駒神社の概説 
 
以上、現在至るまでの神社神道の歴史を簡単にまとめた。本章では、まずは調査を行っ
た神社神道である竹駒神社の歴史について述べていく。 
 
1、竹駒神社の位置と由緒 
 
竹駒神社は、阿武隈川の下流北部に位置する宮城県岩沼市稲荷町一番一号に鎮座する。
岩沼市は、近世は奥州街道（仙台道）の宿場町であり、陸前浜街道が文岐する交通の要街
であった。現在でも JR 東北本線と常磐線、国道４号線、6 号線の文岐点として交通の要地
を占めている（岩沼市史編纂委員会、1984：1）。岩沼付近は、中世以来、「武隈」と称され
ていた。武隈の「隈」は曲がり角の意味で、付近を流れる阿武隈川が屈曲する地勢上の特
徴に由来するという説がある（宮城正俊他、1993：65）。平安時代から使われた地名といわ
れ、佐々木喜一郎は、「竹駒」は「武隈」からの転化であろうという（1961：9－10）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4．竹駒神社付近見取り図（ゼンリン住宅地図宮城県岩沼市、2009：34 右） 
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竹駒神社の縁起14によると、竹駒神社は次のような経緯で人皇 54 代仁明天皇15の御宇、
参議小野篁（おののたかむら）16によって創建されたという。 
承和九年（842、平安）6 月、篁が陸奥守を拝命し、国司として多賀城の陸奥国府へ赴任す
るに際し、山城国紀伊奈利山に詣でた。そこで篁は祀られている稲荷明神を国府鎮護の神
と考え、東北開発や殖産興隆17を祈ると供に、国司としての大役を無事に果たすことがで
きるよう18祈ったと言われる。その後篁は白狐の姿を借りて現れた明神を神の顕現として
畏み、分霊を小箱に納めて、鎮守府に向かうこととなった。日を経て奥州名取郡に入り、
南長谷村の橋にさしかかったとき、狐が啼き続けた。篁が箱を開けてみると、神霊が白狐
の姿となり、たちまち走り出て武隈（現岩沼市阿武隈）の茂林の中に駆け入り、姿が見え
なくなった。そこで、篁は白狐の姿が消えた辺りに神社を創建した。それがこの竹駒神社
の始まりであると言われている。また、岩沼の民話の中には、白狐が八声鳴いた土橋は、
「八声橋」といい、白狐が南へ走ったところが、南長谷の地名になり、北へ走ったところ
が、北長谷の地名になったと書かれている（岩沼市老人クラブ連合会広報部編、1980：1
－2）。 
 この他に竹駒神社にかかわる話がある。古来、狐は野ねずみを退治する稲作の益獣とし
て農民に保護されていた。しかし、開墾が進むにつれて狐は自然が残されていた森に集ま
るようになった。そして、ここに稲荷が勧請されたと考えられるという（千葉宗久、1993：
40）。 
 
2、竹駒神社と竹駒寺 
 
縁起には、永承 6 年（1046 年-1052 年）に能因法師19が陸奥を旅する途中、竹駒神社に
参詣した。そのとき、竹駒神社の神が竹馬に乗った童子の姿で示現した。能因法師は、童
子が神の化身であることをさとり、神をあがめ尊んで神社を竹駒神社と呼ぶことになった。
さらに、神の神徳を慕って神社の傍らに草庵を構えて竹駒寺と名づけたという（宮城正俊
                                                   
14 宮城正俊編、1993：59-60 
15 平安前期の第 54 代天皇。嵯峨天皇と橘嘉智子の子。学問を好み、老荘の説や『群書治要』などを通覧。
生来病弱なこともあって医学にも詳しい。 
16 小野篁は延暦 21 年（801）生まれ。仁寿 2 年 12 月 22 日（852）51 歳で死去（『日本人名大辞典』2001：
455）。刑部大輔より承和 9 年（842）42 歳で、陸奥守に敘された（岩沼市史編纂委員会、1984：1212）。 
17 中村陽、2009：157。 
18 佐々木喜一郎、1961：2－3。 
19 能因（988～1058？）は平安時代中期の歌人。『名前から引く人名事典』2002：1076 
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他、1993：60－1）。 
明治維新前は、竹駒寺は竹駒神社の別当寺であり、神道と平和的に共存していた。しか
し、千葉によれば、明治維新の時に新政府は仏教を排して神道を仏教の上に置いて新しい
国教を作ろうとした。そのために竹駒寺は末寺の西光山岩沼院高福寺に移ったが、火災に
遭って更に移転した。その移転先は末寺の鵜岩山天竜神光明院であった。寛延 4 年（1751）
の地図には、現在の竹駒神社の位置に「竹駒寺」の名称が見られる。また、末寺にあたる
「高福寺」「光明院」の名称も記されていたという（前掲書、p.102）。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 1．竹駒寺（2016、筆者撮影） 
 
竹駒神社にかかわる出来事は以下の竹駒神社年表に詳しく書かれている。竹駒神社の創
建の伝承から平成 3 年（1991）までのことは『竹駒神社』20から引用したものである。そ
れ以降は、筆者が竹駒神社の社報『すいとく』21を参考にしてまとめたものである。 
 
 
 
 
 
 
                                                   
20 『竹駒神社』1993：381-394 
21 『すいとく』第 533～749 号（平成 10 年 1 月 1 日～28 年 12 月 1 日） 
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3、竹駒神社の沿革 
 
No. 邦暦 西暦 天皇 記事 
 
1 
 
承和 9 
 
842 
 
仁明 
小野篁伏見稲荷の分霊を岩沼に勧請、竹駒神社を創建
（伝）。 
 
2 
 
泳承 6 
 
1051 
 
後冷泉 
この頃能因法師奥州を遊歴、竹駒神社の傍らに竹駒寺
を建立（伝）。 
3 天仁元 1108 鳥羽 藤原基衡瑞夢によって竹駒明神を気仙郡に分祀（伝）。 
4 保元 2 1157 後白河 千葉介常胤竹駒神社に古鏡を奉納。 
5 延元 3 
暦応元 
1338 後醍醐 
光明 
加州金沢大乗寺 3 世明峯素哲禅師、名取郡岩沼駅に宿
り竹駒明神の初午に詣でる。 
 
6 
 
天文 6 
 
1537 
 
後奈良 
伊達稙宗竹駒明神社を再興し竹駒社領の陣夫役を 
免ず。 
 
7 
 
正保元 
 
1644 
 
後光明 
伊達忠宗 名取郡堀内村・南長谷村・押分村の三ケ村
四貫 819 文を竹駒寺領に寄進。 
 
8 
 
延宝 8 
 
1680 
 
霊元 
山本三郎兵衡良廉竹駒稲荷明神に手水石と灯龍一対
を奉納。 
9 元祿 11 1698 東山 古内重興竹駒稲荷大明神に石灯龍両基を寄進。 
 
10 
 
宝氷元 
 
1704 
 
東山 
伊達吉村竹駒寺へ改めて失印寄進状と同目録を与え
る（4 貫 819 文）。 
11 宝氷 7 1710 中御門 伊達吉村竹駒稲荷神社社殿（本殿・拝殿）を改築。 
 
 
12 
 
 
享保 3 
 
 
1718 
 
 
中御門 
伊達吉村江戸より帰城の途次に詠んだ和歌 31 首を竹
駒稲荷神社に奉納。 
この年藩主吉村の命より竜宝寺住職梅国実政が 
「竹駒神社縁起記」を著述。 
 
13 
 
享保 4 
 
1719 
 
中御門 
伊達吉村、伊達網村の遺言を吉村覚書として竹駒明神
に寄進。 
 
14 
 
享保 7 
 
1722 
 
中御門 
伊達吉村新に柴田郡関場村の中 2貫文を竹駒稲荷明神
社領として寄進。 
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この頃伊達吉村竹駒神社に参詣し、和歌 13 首を奉納。 
15 享保 8 1723 中御門 古内家竹駒神社に神領として 300 文を寄付。 
16 享保 11 1726 中御門 竹駒稲荷明神社に石鳥居 1 基奉納される（命婦社前）。 
 
17 
 
享保 17 
 
1732 
 
中御門 
気仙郡矢作村の与次衡門、竹駒稲荷明神 社へ神馬・
厩舎・飼料畑を奉納。 
 
18 
 
享保 19 
 
1734 
 
中御門 
神祇管領ト部兼雄より竹駒明神正 1 位を受ける。 
伊達吉村真筆の「竹駒明神」神号額奉納。 
19 享保 
年間 
1716 －
1736 
中御門 
桜町 
伊達吉村 12 ヶ月画帖及び領内名所 3 ヶ所和歌を竹駒
明神社に奉納。 
 
20 
 
元文 3 
 
1738 
 
桜町 
伊達吉村、赤井文次郎得水筆の神号額「竹駒神社」を 
奉納。 
21 寛保 2 1742 桜町 伊達吉村竹駒明神に参詣。 
 
22 
 
延享元 
 
1744 
 
桜町 
伊達宗村竹駒明神社領並びに竹駒寺領として都合 6貫
819 文を寄進。 
 
23 
 
宝暦 2 
 
1752 
 
桃園 
竹駒神社社務所（客殿）を建立。 
増田西町より竹駒神社に献材あり。 
 
24 
 
宝暦 4 
 
1754 
 
桃園 
会津若松の仏師による竹駒明神随身像成り、翌年楼門
に納める。 
25 宝暦 5 1755 桃園 竹駒明神社本殿改築が完了（宝暦元年着工）。 
 
26 
 
宝暦 12 
 
1762 
 
桃園 
柴田郡関場村の神領 2貫文を名取郡南長谷村に取替え
の願書を藩に提出。明和元年（1748）に受理の通知あ
り。 
 
27 
 
明和 5 
 
1768 
 
後桜町 
伊達重村竹駒明神社へ神領 1 貫文（長谷村より）の増
加寄進、朱印状及び都合 3 貫文の目録を受ける。 
岩沼町中が竹駒明神社へ石灯龍 1 対を奉納。 
 
28 
 
安氷 4 
 
1775 
 
後桃園 
竹駒明神社参道拡張についての文書を藩に提出。 
佐藤屋又七郎ほか竹駒神社参道に石灯龍 1 基を奉納。 
29 安氷 5 1776 後桃園 伊達重村江戸より帰国の際竹駒明神社に参拝。 
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30 
 
安氷 6 
 
1777 
 
後桃園 
伊達重村竹駒明神社へ御旗を奉納、翌案氷 7年には「雲
龍の額」を奉納。 
31 寛政 3 1791 光格 竹駒明神社創建 950 年祭を行う。 
32 寛政 4 1792 光格 伊達斉村より朱印状及び目録を受ける。 
33 寛政 8 1798 光格 竹駒明神社本殿及び拝殿の擬宝珠を造立。 
 
34 
 
文化 4 
 
1807 
 
光格 
「竹駒明神縁起記」を竹駒寺住職運養の請により神祇
道管領ト部良連卿編作する。 
竹駒神社勅宣正 1 位の神階を受ける。 
 
35 
 
文化 5 
 
1808 
 
光格 
竹駒神社従 2 位ト部良連卿筆「勅宣正 1 位竹駒神社」
の勅額を掲げる。 
 
36 
 
文化 9 
 
1812 
 
光格 
伊達斉村より朱印状及び目録を受ける。 
竹駒神社随身門（楼門）を 2 層楼に改築、本殿屋根を
銅板葺とする。 
37 文政 3 1820 仁孝 伊達斉義より朱印状及び目録を受ける。 
 
38 
 
文政 10 
 
1827 
 
仁孝 
竹駒神社随身門（楼門）の擬宝珠を山形家中及び町人
が奉納。 
39 文政 11 1828 仁孝 伊達斉邦より朱印状及び目録を受ける。 
40 天保 3 1832 仁孝 竹駒神社初午祭に「小見世物」がでる。 
 
41 
 
天保 13 
 
1842 
 
仁孝 
伊達慶邦より朱印状及び目録を受ける。 
竹駒神社創建 1,000 年式年祭を行い、唐門を建立。 
 
42 
 
嘉氷 2 
 
1849 
 
孝明 
領内名所和歌手鑑 1冊を林子平の姉の孫が竹駒神社に 
奉納。 
43 嘉氷 4 1851 孝明 竹駒神社石の間を木造幣殿造りとする（幣殿）。 
44 文久元 1861 孝明 竹駒神社・角田天満宮両社奉額「狂歌合い」を行う。 
45 慶応元 1865 孝明 竹駒神社随身門屋根葺替える。 
46 明治 2 1869 明治 竹駒寺住職伊波野元一郎竹駒神社初代祠官となる。 
47 明治 3 1870 明治 竹駒神社に関する調査書仙台藩庁に提出。 
48 明治 5 1872 明治 竹駒神社幣殿の屋根仮葺替（明治 7 年に完成）。 
49 明治 7 1874 明治 竹駒神社県社に列せられる（氏子数 736）。 
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50 
 
明治 9 
 
1876 
 
明治 
明治天皇第一次宮城県巡幸、竹駒神社に御一泊、唐門
の屋根葺替え。 
 
51 
 
明治 10 
 
1877 
 
明治 
県社竹駒神社氏は岩沼総戸数と同じ 769 戸、 
氏子総代古内広直。 
52 明治 14 1881 明治 明治天皇第 2 次巡幸 再び竹駒神社に御一泊。 
53 明治 19 1886 明治 竹駒神社赤鳥居（木造）を建立。 
54 明治 30 1897 明治 幸田露伴竹駒神社に参拝（遊行雑記による）。 
55 明治 34 1901 明治 竹駒神社創建 1,060 年祭を行う。 
 
56 
 
明治 39 
 
1906 
 
明治 
竹駒神社由緒調で、竹駒神社氏子 1,080 戸、 
信徒数 4,020 人。 
 
57 
 
明治 41 
 
1908 
 
明治 
皇太子殿下東北巡啓の祭、竹駒神社行在所へ使を 
御派遣。 
58 明治 42 1909 明治 竹駒神社神輿新造、この年の初午祭より渡御。 
59 明治 45 1912 明治 竹駒神社幣殿屋根を葺替える。 
60 大正 2 1913 大正 竹駒奴を復元し竹駒神社は初午祭に披露。 
61 大正 5 1916 大正 室権蔵「御使者像」（白狐像）を奉納。 
62 大正 12 1923 大正 竹駒神社随身門（楼門）屋根を銅板葺きにする。 
 
63 
 
昭和 14 
 
1939 
 
昭和 
竹駒神社境内に馬事博物館を開設。 
小室達青葉城址に建立された自作の伊達政宗騎馬像
の塑像を馬事博物館に寄贈。 
 
64 
 
昭和 15 
 
1940 
 
昭和 
竹駒神社創建 1,100年祭及び記念事業本殿改築を戦争
のため中止。 
 
65 
 
昭和 17 
 
1942 
 
昭和 
竹駒神社の金属製物品、戦時資材として回収される
（手水鉢・灯龍・鐘等）。 
 
66 
 
昭和 20 
 
1945 
 
昭和 
農地改革により竹駒神社所有の田畑 4 町 3 反 9 畝余を
国が買い上げる。 
 
67 
 
昭和 21 
 
1946 
 
昭和 
この年進駐軍の許可を得、岩沼青年団の奉仕により神
輿渡御が復活。 
    竹駒敬神婦人講設立され、皇居動労奉仕団（第 1 回）
40 
 
68 昭和 24 1949 昭和 が上京。 
 
69 
 
昭和 25 
 
1950 
 
昭和 
竹駒神社創建 1,100 年祭を行う。 
竹駒神社奉賛会が発足。 
 
70 
 
昭和 27 
 
1952 
 
昭和 
刈田仁「竹駒音頭」を作詩。 
竹駒敬神青年講を結成。 
 
71 
 
昭和 28 
 
1953 
 
昭和 
竹駒神社幣殿屋根を葺替える。 
佐々木喜一郎編「竹駒社志」刊行。 
 
 
72 
 
 
昭和 29 
 
 
1954 
 
 
昭和 
「たけこま保育所」を開設。 
「竹駒穂徳講社」を創設し月刊紙「穂徳」発行。 
竹駒弓道を設置し竹駒弓道会が発足、以上東北弓道大
会等の会場となる。 
 
73 
 
昭和 30 
 
1955 
 
昭和 
第 1 回竹駒産業文化賞者決まる。 
竹駒神社「竹駒の舞」成る。 
74 昭和 31 1956 昭和 白狐像と神池、四阿等の奉納あり。 
 
75 
 
昭和 32 
 
1957 
 
昭和 
竹駒神社神田「穂徳田」を創設（30 アール）。 
竹駒神社全国銘菓奉献会が発足。 
 
76 
 
昭和 33 
 
1958 
 
昭和 
竹駒神社「勅宣正 1 位」御贈位 150 年を記念し、鷹司
信輔筆「社号標」が奉納される。 
 
 
77 
 
 
昭和 38 
 
 
1963 
 
 
昭和 
竹駒神社本殿修復成り遷座祭を行う。 
自動車修祓所を新設。 
小神輿「朱雀・玄武」の 2 基を造る。 
国旗掲揚塔（総鉄骨）の奉納あり。 
78 昭和 39 1964 昭和 境内に無料休息所設置。 
 
79 
 
昭和 41 
 
1966 
 
昭和 
竹駒神社大神輿を修復。竹駒奴奉仕講結成。 
竹駒神社大提灯の奉納あり。 
佐々木喜一郎編「竹駒神社志補遺」刊行。 
 
80 
 
昭和 42 
 
1967 
 
昭和 
竹駒神社弓道場「躬修殿」が完成。 
竹駒神社の育成によるボーイスカウト誕生。 
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81 昭和 43 1968 昭和 馬事博物館前庭に馬検場址碑を建立。 
 
 
82 
 
 
昭和 44 
 
 
1969 
 
 
昭和 
竹駒奴（無形文化財）・二木の松・渡辺庭園（名勝）
が岩沼町文化財に指定される。 
竹駒神社馬（木造）の修復成る。 
佐々木喜一郎著「初午のはなし」刊行。 
 
83 
 
昭和 45 
 
1970 
 
昭和 
東北映画製作による映画「竹駒さま」が完成。 
神礼納殿新築。 
84 昭和 46 1971 昭和 竹駒保育園舎を新築。 
 
85 
 
昭和 47 
 
1972 
 
昭和 
この年 7 月竹駒神社社務所焼失。 
竹駒神社拝殿の修復、参集殿の建設成る。 
 
86 
 
昭和 48 
 
1973 
 
昭和 
竹駒神社新社務所を建設。 
中野善薄著「竹駒神社縁起記の解説」佐藤正之著「竹
駒神社立春再考」を刊行。 
 
 
87 
 
 
昭和 49 
 
 
1974 
 
 
昭和 
この年再建された社務所内に祖霊殿を新設。 
神道行法錬成の「禊場」を設置。 
全国稲荷会総会を竹駒神社で開催。 
竹駒奴明治神宮に奴振りを奉納、全国銘菓展・日本橋
京橋まつりにも出演。 
88 昭和 51 1976 昭和 初午大祭奉賛宇野画塾展（第 1 回）を開催。 
89 昭和 52 1977 昭和 竹駒神社西参道に大鳥居の奉納あり。 
 
90 
 
昭和 53 
 
1978 
 
昭和 
この年 6 月の宮城県沖地震により境内石灯龍の 
ほとんどが倒壊。 
91 昭和 55 1980 昭和 竹駒神社に因む「八声の橋」碑を岩沼市玉崎に建立。 
 
92 
 
昭和 57 
 
1982 
 
昭和 
竹駒神社にガールスカウト（宮城県第 18 団）誕生。 
参道西側に三ツの玉（大宝珠）の奉納あり。 
竹駒神社敬神青年講が組織を替えて竹駒神社神輿奉
仕講を結成。 
 
93 
 
昭和 59 
 
1984 
 
昭和 
竹駒神社随身門（楼門）屋根の葺替え 
竹駒奴、仙台 2 代藩主伊達忠宗の霊廟感仙殿に奴振り
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を奉納。 
 
 
94 
 
 
昭和 60 
 
 
1985 
 
 
昭和 
竹駒崇敬会館建設。 
竹駒奴振り仙台青葉まつり市中パレードに参加。 
この年より岩沼文化協会絵画部作品展を初午祭に 
開催。 
 
95 
 
昭和 61 
 
1986 
 
昭和 
自動車修祓所を改修。 
代 37 回全国敬神婦人大会を竹駒崇敬会館で開催。 
 
96 
 
昭和 62 
 
1987 
 
昭和 
竹駒神社創建 1,150 年を記念し「竹駒神社」の編纂作
業を開始。 
たる神輿「青龍・白虎」の 2 基をつくる。 
 
97 
 
昭和 63 
 
1988 
 
昭和 
神符守札授与所を設置。 
芭蕉奥の細道 300 年を記念し特別展開催。 
能因法師誕生 1,000 年記念「かな書展」を開催。 
 
98 
 
平成元 
 
1989 
 
今上 
竹駒神社全国俳句大会（第 1 回）を開催。 
竹駒神社鎮座 1,150 年式年大祭奉賛会を結成。 
煎茶道三彩流たけこま会発会。 
 
99 
 
平成 2 
 
1990 
 
今上 
社殿・唐門・楼門が岩沼市有形文化財（建造物）に指
定される。 
この年 11 月 21 日、放火により社殿全焼する。 
 
100 
 
平成 3 
 
1991 
 
今上 
竹駒神社社殿復興奉賛会を結成する。 
この年、山口祭、お木曳き行事を行う。 
 
101 
 
平成 10 
 
1998 
  
今上 
7 月 1 日、竹駒神社第 12 代宮司千葉博男氏の御就任を
祝した。 
9 月 26 日、第 5 回遷座記念祭が斎行された。 
 
 
102 
 
 
平成 11 
 
 
1999 
  
 
今上 
3 月 21 日、初午大祭期間中、名物の神輿渡御が行われ、
市内巡幸して 700 人が参列した。 
7 月 17 日第 42 回宮城県神社総代連合会大会並びに宮
城県神社関係者大会。 
     3 月 13 日、第 44 回全国名菓奉献会、初午大祭中 
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103 
 
平成 12 
 
2000 
 
今上 
陣列展示。 
7 月 14 日、崇敬館で国民精神昂揚合同研修会が 
行われた。 
 
104 
 
平成 13 
 
2001 
  
今上 
4 月 29 日、竹駒神社敬神婦人講結成 50 周年記念、 
皇居勤労奉仕。 
9 月 3 日、竹駒保育園大改修工事完了式。 
 
 
105 
 
 
平成 14 
 
 
2002 
  
 
今上 
3 月、初午大祭期間中、馬事博物館で、明治天皇御料
馬金華山号肖像原図の特別展示。 
6 月 15 日、竹駒神社御鎮座 1,160 年奉祝大祭が 
斎行された。 
8 月 5 日、竹駒奴が塩竈みなと祭に出演。 
 
 
106 
 
 
平成 15 
 
 
2003 
  
 
今上 
9 月 26 日、御社殿復興 10 周年遷座記念大祭盛大に 
斎行。 
10 月 8 日、伊勢の神宮祭主池田厚子さまが宮城県御巡
行で竹駒神社に参拝。 
 
107 
 
平成 16 
 
2004 
  
今上 
 
10 月 23 日、竹駒保育園創立 50 周年を迎え、盛大に記
念式典が参集殿で執行された。 
 
108 
 
平成 17 
 
2005 
  
今上 
楼門の小屋組を応急補修。6 月 20 日～23 日かけて調
査で問題点が指摘された。 
 
 
109 
 
 
平成 18 
 
 
2006 
  
 
今上 
10 月 6 日、幽玄な仲秋観月祭、舞楽「納曽利」舞を神
前初奉納。 
12 月 12 日、竹駒神社御鎮座 1,170 年記念向唐門大修
復事業奉賛会が結成。 
 
 
 
 
110 
 
 
 
 
平成 19 
 
 
 
 
2007 
  
 
 
 
今上 
3 月 25 日、第 51 回竹駒神社全国銘菓奉献祭が執行さ
れ、全国各地より 180 台の銘菓が奉献された。 
8 月 28 日、宮城県敬神婦人連合会の総会が竹駒神社の
崇敬会館で開催された。9 月 14 日、創立 50 年の節目
に穂徳田抜穂祭が斎行された。 
     3 月 30 日、日本製紙岩沼工場への竹駒神社御分霊還霊
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111 
 
平成 20 
 
2008 
 
今上 
祭が斎行された。 
9 月 26 日、御社殿復興 15 周年遷座記念祭が 
斎行された。 
 
 
112 
 
 
平成 21 
 
 
2009 
  
 
今上 
3 月 8 日、竹駒奴を先頭に大神輿が市内を巡幸した。 
4 月 10 日、竹駒神社で天皇皇后両陛下御結婚満 50 年
奉祝祭が斎行された。 
5 月 11 日、向から門修復工事竣功奉祝祭が社殿で斎行
された。 
 
113 
 
平成 22 
 
2010 
  
今上 
4 月 1 日、竹駒神社千葉博男宮司が宮城県神社庁庁長
に就任することになった。 
 
 
 
114 
 
 
 
平成 23 
 
 
 
2011 
  
 
 
今上 
3 月 11 日、巨大地震・マグニチュード 9.0 より初午大
祭目前に、境内の石灯籠など倒産した。 
5 月 8 日、被災者の避難所 2 ヶ所で竹駒敬神婦人講、
神職等が炊き出しをした。7 月 6 日、竹駒神社御鎮座
1,770 年記念向唐門大修復事業奉賛会の解散式が行わ
れた。 
9 月 25 日、東日本大震災復興祈願秋季大祭早期復興の
記念が斎行された。 
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第三章 竹駒神社の構成 
 
 以上、竹駒神社の概説をまとめたが、本章では、竹駒神社の構成をまとめていく。 
 
1、御祭神 
 
 竹駒神社は日本三大稲荷の一つに数えられる神社である22。一般に稲荷の神は、その名
のごとく、稲の収穫豊穣を守護する農耕神として信仰を集める神といわれている。それが
中世から近世にかけて工業・商業が盛んになると、殖産興業の神、屋敷の神へとその神徳
が広がり、大名、町屋、商家・漁家にいたるまで稲荷大神が勧請され、多くの信仰を集め
るようになった23。全国にある稲荷を祀る神社数は、八幡・伊勢・天神に次いで 4 番目に
多く、4、9084 社中の 2924 社であった24。 
竹駒神社の発行する『竹駒神社』によると、竹駒神社の祭神は古くより稲荷大神とされ、
倉稲魂神・保食神・稚産霊神の三柱の神々が祭られている。稲荷大神とはこの三柱の神々
をまとめて奉斎する神号であり、五穀主宰の大神を意味している。「五穀」とは、一般に米・
麦・粟・豆・黍など五種類の穀物であり、竹駒神社の神徳の中心が、古くより五穀豊穣の
農業神であったことが明らかになる。衣食住を守護する神社として尊崇を集め、また豊漁
の神、商売繁昌の神、さらに殖産興業、除災招福、開運出世、芸能上達の神として、天下
太平はじめ交通安全、航海安全、安産祈願などに至るまで、多様な利益をもたらす神社で
あるという25。 
 
 
                                                   
22 小野和輝、1979『神社辞典』。 
竹駒神社が日本三大稲荷といわれることは『竹駒神社』の緒言にも書かれている。文献では、稲荷神社
の総本社である伏見稲荷大社以外にもう一つがどこを指しているかは書かれていないが、竹駒神社では、
「伏見稲荷大社、笠間稲荷神社、と竹駒神社」ということが窺える。Wikipedia を見ると、「日本三大稲
荷」と称される神社が複数存在する。宮城県岩沼市の竹駒神社、茨城県笠間市の笠間稲荷神社、愛知県
豊川市の豊川稲荷妙厳寺、大阪府東大阪市の瓢箪山稲荷神社、岐阜県海津市の千代保稲荷神社、広島県
福山市の草戸稲荷神社、佐賀県鹿島市の祐徳稲荷神社、岡山県岡山市北区の最上稲荷山妙教寺、奈良県
大和郡山市の源九郎稲荷神社が挙げられる。伏見稲荷大社では、「三大稲荷は地域により異なる」として、
三大稲荷の 3 社を限定することはしていないと説明する。この三大という基準が不明であるが、それぞ
れの神社は自分のところが三大の一つだという言い方をしていることが事実である。 
23 肥後和男、1999「稲荷信仰のはじめ」『稲荷信仰事典』p．63－5 
24 東京新聞、2007.12.12  
25 宮城正俊編、1993『竹駒神社』P. 59 
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2、境内社 
 
境内社は、神社の境内に鎮座して、本社殿とは別に奉られている杜のことで、摂社とも
いう。摂社とは、本社の管理の下にある小規模神社の称として用いる。祭神に関連する神
や地主神など、本社と深い縁故のある神を祀る枝社である場合が多く、本社の境内にある
ものを境内摂社あるいは境内（神）社、外に独立して敷地をもつものを境内外摂社といい
区別する（森 瑞枝、1994：183）。 
竹駒神社の境内26には本殿の西北宝窟山中腹に、命婦社、拝殿に並んで八幡神社、愛宕
神社、総社宮（奉社）、出雲神社、秋葉神社、北野神社が北面して並んで建てられている。
竹駒神社の境内図（矢印）から見ると以下の通りになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5．竹駒神社境内図（『竹駒神社』） 
 
 
                                                   
26 境内社は、『竹駒神社』を参考にしてまとめたものである。写真は全て筆者が 2001 年に撮影。 
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2－1、命婦社 
 
 
 
 
 
写真 2－3．竹駒神社の命婦社 
 
 命婦とは、昔、5 位以上の婦人に対する敬称で、自分自身が賜ったのを内命婦、夫が 5
位以上の時は外命婦と呼んだ。一方稲荷神の使いの狐の称という説もある。稲荷神の使者
としての狐は眷属と呼ばれている。 
 命婦社伏見稲荷本社にあるものを勧請したもので、石造りである。承和 9 年（842）、小
野篁が陸奥国守として赴任の途中、この地に差し掛かったとき、伏見稲荷神使白狐が、八
声上げて逃げだして駆け込んだところが宝窟山で、その地に社が建てられた。 
 竹駒神社の祭神は先述したように、倉稲魂神・保食神・稚産霊神の三柱の神であるが、
霊狐はその御使者として祀られている。由来については京都の伏見稲荷大社に伝えられる
次のような説話から生じている。 
 
  昔、洛陽城（京都）の北、船岡山の辺に老狐の夫婦が棲んでいたが、弘仁（810
－824）年間中頃 54 の子狐を連れて稲荷に参り、神前にぬかずいて「私どもは畜
類に生まれましたが、つねづね世のため人のために尽くしたいと願っています。
霊智をもっていますので、当社の御眷族にしていただければ神威を借りて願いを
果たしとうございます」と祈った。すると、たちまち神壇が鳴動して、稲荷大神
の厳かな御託宣があった。「汝の願いを許す。よって今より長く当社の仕者となっ
て、参詣の人や信仰の輩を助け憐むべし。夫は上ノ宮に仕えまつること、その名
を小芋。婦は下ノ宮にいて、その名を阿古町とし、10 種の誓約を立てて万人の願
望を満たすようにせよ……」。大神の仰せに従って老狐夫婦は御眷族の地位を得た
という（宮城正俊他、1993：105－6）。 
 
 竹駒神社では毎年節分の日から 7 日間にわたり、お七夜祭と呼ばれる「立春祭」が、鳴
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り物一切を禁じて静寂裡に執行される。この祭儀は、宮司と歳男と呼ばれる神職の二人だ
けで奉仕し、他の人は職員でも近寄ることができない。それだけではなく、その内容につ
いても古来口伝により継承され他に口外することがゆるされず「秘密神事」の名も付けら
れている。 
 この祭事は命婦社で行われる。「竹駒神社縁起記」には、この祭事について詳しく記され
ている。 
  
毎年立春の日の前の日から、7 日間の間、神事が行われる。これを「秘密の神事」
と唱える。別当の上首と、その他に 1 人に言いつけてこの祭事のことを任せる。
これに従うこの者を「若男」と呼ぶ。若男は立春の前の日数 7 日間物忌に服し、
祭りを日数 7 日行った後に、更にまた 7 日間斎戒に服し閉じ籠る。立春の前の日
から 7 日間にわたって、社の出入口を閉めて、他人の出入を差し止め、鐘や鼓や
鈴や大鈴の音を立てさせず、神社の所在の土地に居所を定めている男女全ての
人々は、生計の仕事も止めて注意を払い、やかましくすることを慎む。立春の前
日の夜、若男は新しく藁で枕 2 個を作って山の岩屋に奉る。（この山の岩屋という
のは、祭神がこの地に鎮座されたその時からこのかた、この祭りを行ってきたと
ころの尊い岩屋であって、「宝窟」と名が付けられている。社の後ろの山を「宝窟
山」と唱えるのは、このようなわけからである）（『すいとく』第 547 号）。 
  
2－2、八幡神社 
 
 
 
 
 
 
写真４－５．竹駒神社の八幡神社 
 
 応神天皇（誉田別尊）を祀る。源氏一族の信仰が厚く、多くの八幡社が建てられ武門の
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神として尊崇された。八幡神に菩薩号（「護国霊験威力神通大菩薩27」）を奉ったのを八幡
大菩薩といい、民衆に親しまれ尊崇を集めている。祭礼は 9 月 12 日である。 
 
2－3、愛宕神社 
 
 
 
 
 
写真６－７．竹駒神社の愛宕神社 
 
 加具土神を祀る。京都市右京区嵯峨愛宕山に鎮座される神社が本社で、火伏せ、すなわ
ち防火の神として尊崇される。愛宕権現として信仰されるが、権現とは仏または菩薩が人
間を利益救済するために、神となって現れるという思想から生まれた信仰である。社殿は、
享保 12 年（1727）建造と伝えられる（宮城正俊編、1993：107）。祭礼は 7 月 24 日である。 
 
2－4、総社宮 
 
 
 
 
 
写真８－９．竹駒神社の総社宮 
 
 総社宮は、国内の神社の祭神を集めて祭った神社をいう（並木和子、1994：110）。古代
においては国守に任ぜられたとき、国内の神社を巡拝することを慣列とした。一つ一つを
巡るのは非常に大がかりな仕事であったので、いつとはなしに、国守が駐在する地の諸神
を迎えて、居ながらにして祭りを斎行する風習が広まってきて、総社宮となった。 
 柳田國男の説によれば、総社宮には「国司勧請」のものと「寺院勧請」のものとがある
                                                   
27 佐藤直人、1994：327。 
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という。岩沼に国府が置かれていたという説もあるが、おそらく竹駒神社の場合は、後者
のものと考えられる。仏教が神紙を折哀的に従属させていく過程での 10 世紀初期には、密
教寺院が代表的な諸神を境内に勧請して、総社（惣社）の建造、文久 4 年（元治元年・1864）
修補の棟札がある（宮城正俊編、1993：108）。祭礼は 4 月 15 日である。 
 
2－5、出雲神社 
 
 
 
 
 
写真 10－11．竹駒神社の出雲神社 
 
 大国主神と蛭子神を祀る。大国主神は神代の出雲の主神で、須佐鳴尊の御子といわれ、
国造りと霊界の主宰神として崇められ、恵比須神は、七福神に加えられている神で、福利
をもたらす福神として崇められている。 
 夷と関係あり、外来の神と考えられる。漁村では漁の保護神、商家では商売繁盛の福の
神として恵比須講を行ってきた。 
 竹駒神社は、昭和 29 年に、東京都南千住の竹駒講が神道大教正大沢龍斎作の大国主神と
恵比須神の神像を奉納され、氏子崇敬者の協賛で完成されたもので、造営費は 50 万円、青
森ヒバを 13 石、大工手間延 11 百 70 人で、昭和 30 年起工、昭和 31 年 1 月 10 日竣工式を
挙げた。一般には、縁結びの神農耕守護の神、福徳出世開運の神として信仰を集めている
（宮城正俊編、1993：108－9）。祭礼は 11 月 15 日である。 
 
 
 
 
 
 
 
51 
 
2－6、秋葉神社 
 
 
 
 
 
 
写真 12－13．竹駒神社の秋葉神社 
 
 火産霊神を祀る。静岡県秋葉山本宮秋葉神社の祭神、火之迦具土神と同一神格神で防火
の神である。大正 13 年に営繕事業で社頭より移築した。 
 庶民の間には、秋葉講を作り秋葉山に参詣する信仰が盛んだった。東北地方の農民庶社
会にも定着していて、部落で費用を積みたてて、農閑期になると毎年のように代参をだし
て、火難よけの祈願のために秋葉神社へ派遣した。 
 秋葉山は静岡県の天龍川中流左岸にある赤石山脈南方の山で、票高 836 メートル、結晶
片岩の山で、昼なお暗い杉の古木で覆われている。山頂に神社がある。 
秋葉山には天拘が棲んでいると信じられた。3 尺坊といい、信州生まれで、観世音を信
仰する母の夢枕に 33 観音中迦楼羅神をみて生まれた男子で、後に出家して越後の蔵王堂の
3 尺坊に住み、修行して飛行自在の神通力を体得した。後、秋葉山にきて鎮火防火の法力
を駆使し、大権現として秋葉寺に祀られた。 
 明治 6 年、神仏分離令によって秋葉寺と 3 尺坊は、南の可睡斎に移られ、秋葉神社とし
て現在に至っている。 
 古来、日本の家屋は火災に逢えば１たまりもなく全焼し、類焼によって１村全滅する危
険性を持ち、防火の神の信仰は生活を守る上から必然的なものであった（宮城正俊編、
1993：109－10）。祭礼は 12 月 16 日である。 
 
 
 
 
 
52 
 
2－7、北野神社 
 
 
 
 
 
 
写真 14－15．竹駒神社の北野神社 
 
 天満宮・天神様として有名で、学問の神、書道の神として尊崇される菅原道真公を祭神
とする。 
 道真は学問に通じ、聡明で特に書道に優れていた。参議是善卿の第 3 子として生まれ、
文章博士から教官を経て、右大臣にまで出世した。時の権力者藤原時平にうとまれ無実の
ざん言で、昌奉 3 年（900）正月 25 日、九州大宰府に左遷された。京を去るに当たって「東
風吹かば匂いおこせよ梅の花主なしとして春なわすれそ」という有名な和歌を残し、梅は
遙か筑紫の配所へ飛んで庭に生えたという説話が生まれた。配所の月を眺めては、恩賜の
御衣を頂き涙する詩は有名である。 
 配所にあること 3 年、延喜 3 年（903）2 月 25 日、59 歳で死去した。没後天神廟が創建
された。公の死後、色々の天変地異が相次いで、雷火地震などで天災があり、時平に味方
した連中に厄災があり、恐れおののかれたので、公の霊を鎮めるために、時の村上天皇は
天暦元年（947）に京都北野に祀られた。これが北野天満宮である。さらに、正一位太政大
臣の称号が贈られた。年を経るにしたがって尊崇するものが多くなり、大阪天満宮・湯島
天神など、全国各地に勧請された（宮城正俊編、1993：110－1）。祭礼は 8 月 25 日である。 
 
3、分霊社 
 
分霊とは、本祀の神を他所で鎮祭するに際し、その勧請する神の御霊を分かちたのをい
う。分霊社で祀られる神霊は、その本社の祭神の分霊である28。竹駒神社は、京都伏見の
稲荷大社の分霊でもあるが、後世、竹駒神社より地方に勧請され、各地に稲荷明神の分霊
                                                   
28 西岡和彦、1994：393 
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社が建った。最も古いのは、岩手県気仙郡竹駒村（現在の陸前高田氏竹駒町）に、天仁元
年（1108）、鳥羽天皇時代に勧請されたと伝えられるものであるが、竹駒村では分霊を否定
している（東北福祉大学 岡田ゼミナール、2010：137）。分霊社は、地域に広めるための
もの、会社など企業で信仰するためのものがある。宮城県内の企業にも数多く分霊されて
おり、札幌ビールやさくらの、河北新報などがある。 
明治以降に分霊を受けたものについて、昭和 26 年 9 月の調査（表 3）では、235 社が記
録されている。北海道が比較的多いのは、開拓による移民が影響しているものと思われる29。
昭和 63 年 10 月には、総計 315 社が記録されている（表４）。そのうち、現存して社を整え、
祭事がなされるている、もしくは本社参拝を継続しているのは 116 社で、半数にも満たな
い。これは、分霊拝受者の代替わり、住居移転、宗旨替えなど、とくに近年の世相の変化
と心の推移が影響した結果ともいう（同書、p.137）。 
 
都道府県名 合計 
北海道 38 
青森 9 
岩手 12 
宮城 20 
秋田 21 
山形 43 
福島 28 
新潟 26 
東京都他 8 県 38 
計 235 
表 3．昭和 26 年 9 月都道府県別分霊社総数 
（『宮城県岩沼市調査報告書』を元に筆者作成） 
 
 
 
                                                   
29 東北福祉大学 岡田ゼミナール、2010：137。 
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都道府県名 現存 不明 奉還 合計 
北海道 8 32 4 44 
青森 4 5 3 12 
岩手 11 7 1 19 
宮城 20 23 6 49 
秋田 10 15 2 27 
山形 25 20 2 47 
福島 10 17 4 31 
新潟 16 12 3 31 
東京都 5 13 5 23 
その他 7 21 4 32 
計 116 165 34 315 
表 4．昭和 63 年 10 月の都道府県別分霊社数 
（『宮城県岩沼市調査報告書』を元に筆者作成） 
 
4、講 
 
 講とは、同一の信仰をもつ人々の集団をさすが、頼母子講や無尽講のように、経済的な
目的のための集団にも転用されている。講の起源は平安時代の仏典を講読研究する僧衆の
集団名にあるが、それが民間に浸透する過程で在来のさまざまな信仰集団に講の名称をつ
ける風習が一般化した（岩井 洋、1994：356）。 
 竹駒神社に参拝に訪れる講については、神職 A は、「昔（不明）は 1000 ぐらいあったが、
現在は 700 ぐらいあるという。県外の講は秋田県が一番多い。講の中で一番大きいのが明
神講である。明神講は、一年 3 回お参りに来る。旧暦の一月、五月と 9 月」と述べる。 
東北福祉大学の『宮城県岩沼市調査報告書』においては、竹駒神社に関する講は、現在ほ
ぼ崩壊している。一般に講は、講中と代参講中に分けられる。講中は、講員全員で参詣す
るもので、代参講中は講の代表者が参詣する。いずれの講も、祈祷台帳に記載されていな
いものについては不明で、過去 5～10 年間程度のものしか残されていないという。講の構
成人数は 10～40 人とさまざまである。就労している人、特に若い世代で講に参加している
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人は極めて僅かであり、参詣者の高齢化、講の後継者不足が講共通の課題となっている。
講自体は昭和 50～60 年頃から減少し始め、平成に入ってからは極めて少なくなっていると
いう。 
 
宮城県 講数 山形県 講数 福島県 講数
岩沼市 1 高畠町 1 会津若松市 1
塩釜市 1 南陽市 1 石川町 1
本吉町 1 山形市 2 いわき市 2
玉造郡 1 米沢市 1 都山市 1
遠田郡 1 西置賜郡 1 伊達市 1
宮城郡 1 東置賜郡 1 田村市 2
東白河郡 1
市町村不明 2
計 6 計 7 計 11  
表 5．宮城・山形・福島３県の竹駒神社講数の詳細 
（『宮城県岩沼市調査報告書』を元に筆者作成） 
 
表５は、竹駒神社に関する講をまとめたものであるが、竹駒神社の鎮座する宮城県内の
講が比較的少ないことと、県北に集中していることなどが分かる。これは、仙台や県南部
は個人で参詣することが可能な距離であり、交通も発達しているため、講をつくり参詣す
る必要性が薄いためと思われる。 
 祈祷内容としては、家内安全、身体健康が最も多く、その他、商売繁盛や五穀豊穣など
もある。身体健康は何をするにも基本となるものであり、年齢、職業、性別などを問わな
いため、祈祷する講が多い。稲荷神社の特徴である五穀豊穣は、祈祷内容としては少ない。
また、農家など農業に携わる人でつくる講はもともと少なく、現在は存在しない。もとは
五穀豊穣の神として祀られていたが、飲物を「生み」、「育てる」ということが家庭をはじ
めとして全てのことに繋がっていたのではないかと考えられる30。 
 
5、竹駒神社奉仕の団体 
 
 神社は神を祀り、詣りするための施設である。基本的には、神社は職員（神職と一般人）
によって運営されている。しかし、神社を運営する上で、職員は多くの団体から支援を受
                                                   
30 宮城正俊編、『竹駒神社』（資料編）、1993：250-251． 
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けている。これらの団体は「信仰」という絆で結ばれている。以下は、竹駒神社に奉仕し
ている団体である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６．竹駒神社の組織（神職 A の説明を元に筆者作成） 
 
 竹駒神社では、現在神職が 15 人いる。宮司と権宮司がそれぞれ一人、禰宜が二人、権禰
宜が 9 人、そして出仕が二人いる。そのほか、神職の補助的な仕事をしている巫女が七人
いる。竹駒神社には部署が四つに分かれている。 
(ア) 祭儀部、主に祭り関係の仕事を担当する。 
(イ) 強化講務部、崇敬者の方の台帳管理、祭りの発想、祭の宣伝をラジオなどで流し 
たりする仕事を担当する。 
(ウ) 総務部、外部の人との連絡などの仕事を担当する。 
(エ) 財務部、お金の関係の仕事を担当する。 
 竹駒神社には神職の資格を持っていない一般の人も務めている。彼らは、祭儀と関わっ
ていない財務部と総務部に配属している。日頃は上記の組織によって神社を運営している
が、組織に直接入っていない定期的に神社に奉仕する団体が多くある。これらは、特に祭
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りの時に活躍している。以下、各団体について詳しくまとめていく。 
 
5－1、世話人会 
 
 竹駒神社の世話人会は明治 12 年に結成されたが、昭和 21 年にその名称を「竹駒神社祭
典委員会」と改めた。そして、昭和 39 年 7 月 4 日、祭典委員会総会が開かれ、従来の会名
はその活動が祭典だけに限定されるような印象を与えるため、再び「竹駒神社世話人会」
と変わった。 
昭和 39 年 7 月 4 日から実施する会則第 3 条と第 4 条によると、世話人会の結成の目的
は、神社神道を信奉し、敬神生活にいそしみ会員相互の親睦を図り、宮司を助けて竹駒神
社の祭典及び諸施策に奉賛協力し、御祭神の御神徳の顕揚並びに竹駒神社の使命達成に貢
献する。その目的を達成するために、（１）諸祭典への奉仕、（２）神社諸施設への維持整
備への協力などの奉仕活動を行うという（宮城正俊編、1993：126－129）。 
 
5－2、竹駒神社穂徳講社 
 
 竹駒神社穂徳講が結社されたのは、昭和 28 年 12 月である。社規代 3 条と第 4 条による
と、穂徳講は竹駒神社に協賛する崇敬者をもって組織し、意成（いなり）信仰を体し敬神
崇祖斎家愛郷に努め、御神徳たる穂徳利宣揚の実を挙げ、併せて講員の修養親睦を図るの
を目的とする。その目的を達成するためには、（１）竹駒神社定例並びに臨時神事祭の参列
奉仕、（２）本講精神確立のための諸集会の開催、（３）竹駒産業文化賞の受賞、（４）月刊
誌「穂徳」の発行の事業を行うという。 
この講社発足大１号の活動として、昭和 29 年 1 月 1 日、社規第四条項に基づき、月刊
誌・竹駒神社社報『すいとく』を発行した（同書、1993：129－132）。 
 
5－3、竹駒敬神婦人講 
 
 竹駒敬神婦人講は、昭和 24 年 11 月 17 日に結成された。本講の設立趣意としては次のよ
うである。 
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  新憲法下、婦人は自由な地位を与えられた。今まで家を通じて慎ましく社会に結
びついてきた。今や直接社会に結び付き、お互いに磨き合い、協同の力を発揮し
て、世界の中のために尽くして、住みやすい道義に溢れる社会を打ち立て、祖先
や子孫に対する務めを果たすべき重大なる責任を負わされたのである。この責務
を果たすためには、信教の自由に基づいて、新たに宗教として発足いたした神社
神道の根本理念である清く明るく正しい誠の道を、自らの上に育成し、これを感
謝と奉仕の精神によって、他の人々の上に及ぼして行く（宮城正俊編、1993：137
－8）。 
 
 竹駒神社敬神婦人講規約をみると、竹駒敬神婦人講は、神社神道の信仰を中心として互
に人格を磨き各自の使命を自覚し報恩感謝の誠を捧げ清く明るい社会を作ることを目的と
するという31。その目的を達成するために以下の活動を行う。このうち、（２）夏越祓は本
論の第四章にも関っている。 
(ア) 年間行事 
（１） 総会（4 月 29 日） 
（２） 夏越祓（6 月 30 日） 
（３） 教養講座（8 月） 
（４） 長寿お祝いの会（10 月） 
（５） 新年祈願祭（１月） 
（６） 敬神の旅（春・秋） 
(イ) 神道講話の開催 
(ウ) 神社境内掃除奉仕（月一回） 
(エ) 祭典参加と奉仕 
（１） 初午大祭り茶席の奉仕 
（２） 秋祭り町内子供神興  
昭和 61 年の竹駒敬神婦人講の講員は、810 名32であったが、平成 23 年 6 月 31 日の現在
は 500 名33である。これは、当人が亡くなったり、移転したりするため講員が少なくなっ
たと思われる。 
                                                   
31 竹駒敬神婦人講平成 23 年度総会（配布資料）、2011。 
32 宮城正俊他,1993：140。 
33 竹駒敬神婦人講平成 23 年度総会（配布資料）、2011。 
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5－4、敬神青年講 
 
 敬神青年講は昭和 27 年に結成されたが、昭和 20 年に第 2 次世界大戦が終結したばかり
のころ、国の平和を取り戻す動きとして青年団が復活した。昭和 20 年 11 月に 90 余名の青
年たちが竹駒神社に集まり、神前にぬかずき、心を新たにして、郷土の再建に向け奉仕と
友愛と団結を誓った。そして、昭和 21 年 2 月 11 日、男女青年 200 名の集まりで、青年団
長が、戦争で中止されていた竹駒神社初午祭の神輿渡御の復活を提言した。それに対して、
成年者から「郷土の伝統行事だから復活してほしい」、女子成年者からは「昼食とお茶は私
たちが奉仕します」と、たちまち神輿渡御の復活が決議された。 
 昭和 25年～26年の 2年間、青年に代わって地元の消防団員が神輿を担なくことになり、
翌 27 年に、「竹駒敬神青年講」が結成された。この竹駒敬神青年講は、最大行事として初
午大祭の神輿を担いできた。 
 昭和 58 年に敬神青年講は組織を変えて、竹駒神社神輿奉仕講と称することになった。こ
の年 11 月 27 日に総会を開き、講則を作成した。その講則によると、本講は、御神幸祭伝
統の神輿奉仕を通じ、御祭神の御神徳を顕揚するとともに、講員相互の親睦を図ることを
目的とするという。 
 しかし、昭和 61 年 2 月 11 日に、担ぎ手の不足と、新たに篤志崇敬者の奉仕を仰ぐこと
ができること、また、時代の流れで今後も奉仕者の獲得が困難になったことなどの理由で、
役員会を開き竹駒神社神輿奉仕講は解散することになった。その頃、秋田県横手市旭農協
の青年部の奉仕によって神輿渡御が行われることになった（宮城正俊編、1993：144－8）。 
加えて、秋田県横手市旭農協の青年部の奉仕は現在まで続いている34。 
 
5－5、ボーイスカウト 
 
 ボーイスカウトは、イギリスにおいて発祥した健全な少年を社会運動である。昭和天皇
が皇太子のとき、イギリスでロバート・ベーデン・パウエル卿に会って見聞され、その帰
国後大正 11 年に、日本連盟が誕生した。 
 昭和 37 年 2 月、隊員 12 名、リーダーとして隊長、副長それぞれ 1 名、デンマザー補 3
名、団委員 6 名で宮城第 202 団カブスカウトとして発団した（宮城正俊編、1993：149）。 
                                                   
34 神職 A、聞き取り、2013 
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 その後、昭和 43 年、当時の竹駒神社責任役員により神社関係スカウトに衣替えし、竹駒
神社の全面的な援助を得て活動に入った。現在では、竹駒神社の宮司はボーイスカウト岩
沼第 1 団の育成会長になっており、神社では事務局を持っている。竹駒神社では、ボーイ
スカウトは、祭の準備や神社の清掃などの活動を行っている35。筆者の観察では、2011 年
9 月 24 日に秋祭りが行われたときに、ボーイスカウトはコーナーがあり、境内で餅つきの
準備を手伝ったり、バザーを行ったりした。 
 
5－6、ガールスカウト 
 
 ボーイスカウトの創始者であるイギリスのロバート・ベーデン・パウエル卿は、特に少
女のためにガールスカウト運動を始めた。1912 年に、結婚されたオレブ夫人と協力し合う
献身的努力によりたちまち世界の人々に共鳴され、1928 年には世界連盟が設置された。日
本では大正 9 年、東京で初めて団が設立され、次第に各地に組織が広がっていったが、第
2 次大戦中は一時解散し、昭和 24 年に日本連盟が結成され、昭和 54 年に宮城県支部が発
足した。当ガールスカウト団は昭和 58 年 3 月 5 日に設立年会、5 月 8 日には竹駒神社神苑
において発団が開催され、宮城県第 18 団が結成された（宮城正俊編、1993：155－8）。 
 ボーイスカウトと同様、ガールスカウト宮城県第 18 団も竹駒神社の秋祭のような大祭や
神社の清掃などの活動を行っている。2011 年 9 月 24 日に秋祭りが行われたときにも、ボ
ーイスカウトと同様にはコーナーもあり、ボーイスカウトとともにバザーを行ったりした。 
 
5－7、竹駒奴奉仕講 
 
 初午大祭の神輿渡御（御神幸）の行列の祭に、先頭に立って進む先共の 1 群を称して「竹
駒奴」という。歴史が古く、現在は岩沼市無形文化財（昭和 44 年指定）となっている。 
 
奥州の雄、仙台伊達藩に関係するもので、藩主の参勤交代の際に、大名行列の先
陣を承って道中を飾ったのが起源で、貞享 4 年（1687）古内家第 4 世重興が、岩
沼の鵜ケ崎城に移封されるに及び、足軽衆 33 名も仙台西多賀から岩沼古内家に
預けられ、同家の監督下にあって忠節を尽くし、明治維新に至った。維新後その
                                                   
35 神職 A の説明による。聞き取り、2010 年 12 月 16 日。 
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任務を解かれ、無償で農地の払い下げあがり、岩沼北の町に生活の基盤を置いた。
足軽衆はその恩の感謝し、永く主従の絆を結ぶことを願い、明治 8 年に至って初
代藩主古内主膳重広の号「仁巌」の 1 字「仁」を取って「崇仁講」を結成、毎年
11 月に総会を開いた。城主古内家は歴代竹駒神社に対して尊崇篤く、特に第 12
代古内広通は氏子総代に就任、その節、足軽衆が勤めた「奴」の復活の機運が高
まった（宮城正俊編、1993：159）。 
 
 最初は座敷で歩き方や挟箱・毛槍などの扱い方を練習し、寒中には家業の粘土瓦製造休
止中の工場内で練習を積み、最後は街路へ出て練習を積んだ。現在では夜間に岩沼北中学
校の校庭などを利用して練習本番に備えている36。 
 「竹駒奴奉仕講」として結成したのは、昭和 41 年である。従来の「竹駒奴」が運営上の
問題で再編成されることになり、同年 2 月 6 日準備会が開かれて、新しい奴奉仕の団体は
北の町を中心として、現在まで奴奉仕の経験のあるものを集めて組織、神社に直結した団
体とすることに決め、2 月 19 日に講員 28 名、神社側から 8 名参加して設立総会を開催し
た。（同書、p.161） 
 講則によると、竹駒奴奉仕講は、竹駒神社に直属する奉仕団体であって、竹駒奴の伝統
を継承奉仕し、御祭神の御神徳を顕揚するとともに、講員相互の友好を図ることを目的と
するという（同書、p.162）。 
 「竹駒奴奉仕講」は、毎年初午大祭期間中の神輿渡御の行列に奉仕している。2011 年の
初午大祭は 3 月 16 日から 23 日まで行われる予定であったが、震災のため中止になった。
当時、講員は 10 日から 13 日まで練習をする予定だった。筆者は、初日の 10 日の練習を観
察したが、翌日は震災のため、行くことができなかった。しかし、翌年から現在まで例年
の通り奉仕を続けている。これに関しては、第 5 章に詳しく述べる。 
  
5－8、全国銘菓奉献会 
 
 竹駒神社初午大祭の奉賛事業の一つに全国銘菓奉献会がある。竹駒神社の御祭神が、菓
子の主原料の五穀の神であることから、御神徳を崇敬し神明加護のもとに、菓子技術の向
                                                   
36 竹駒奴奉仕講の講長、聞き取り、2011 
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上と振興発展を図って、会員相互の親睦向上に資するために結成されたという37。 
 準備世話人会が、昭和 32 年 1 月 24 日、仙台市経済クラブにおいて開催された。業界か
らは、白松恒二（白松が最中本舗社長）・原田能男（とらや社長）・近江逸郎（九重本舗玉
澤社長）・坂本喜八郎（カステラ本舗長崎屋社長）・橋本昌二（クローバー社長）の五名、
神社より千葉宮司・鍵禰宜・武田重吉（祭典副委員長）らが出席した。翌月 2 月 3 日に神
社社務所において発起人を開催した。同年 3月 10日に竹駒神社全国銘菓奉献会が結成され、
毎年初午大祭に会員自製の銘菓氏を神前に奉献することになった（『すいとく』第 577 号、
2002）。 
 
5－9、竹駒保育園 
 
 神社の神域の清々しい環境のもとで、将来、日本の社会を担う子供たちを育て、御祭神
の御神徳によって御神恩のかたじけなさを知らせ、神を敬い、先祖を尊ぶ心を養うことが、
戦後の復興途上にあった世相にも自然の芽生えて、神社の付属保育園を設置しようという
計画が生まれた（宮城正俊編、1993：182－183）。 
 昭和 29 年 4 月 16 日に宮城県知事に申請し、4 月 30 日に宗教法人竹駒神社たけこま保育
所の認可を受け開設した。同年の 5 月 4 日に開所式が行われ、第一回入所式挙行では定員
が 70 名であった。当時は竹駒神社の宮司が所長であった。現在園長は外部の方で宮司の役
は設置者である（神職 A、聞き取り調査、2011）。 
平成 23 年 4 月に宮城県より社会福祉法人竹駒育成会竹駒保育園の設立認定を受けた。
24 年 8 月に園舎改築工事が終了し、新園舎が完成した。現在は定員が 95 名になった38。 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
37 2013 年、竹駒神社での聞き取り（神職 A） 
38 竹駒保育園のウェブサイトより 
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写真 16．たけこま保育園（2016、筆者撮影） 
 
5－10、奉賛会 
 
 昭和 25 年 9 月に、奉祝奉賛記念行事執行のために「壱千百年祭奉賛会」が結成されたが、
所期の目的を達成して解散した。その後、神社の祭典や諸施策に奉賛協力し、御神徳の顕
彰に奉仕する目的で、新たに「竹駒神社奉賛会」が結成された。 
 昭和 31 年度竹駒神社奉賛会事業は以下のようである。 
(ア) 各種祭典の奉祝奉賛事業 
(イ) 参拝者の受け入れ態勢の強化 
（１） 竹駒物産館の建設 
（２） 竹駒神社推薦の店の設置 
（３） 御神徳にふさわしい土産の考案と販売の促進 
(ア) 神苑の整備の促進 
（１） 小公園の増設 神社西南側 
（２） 御神池第 2 期工事の促進 
（３） 「あずまや」の建設  
（４） ベンチの増設 
（５） 恒久的設備の常夜燈の設置 （宮城正俊編、1993：188－9） 
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5－11、その他の奉賛団体 
 
5－11－1、竹駒弓道会 
 
 昭和 28 年 8 月、社務所裏庭に仮説道場を設けられ、岩沼弓道会が結成された。平成 4
年の会員数は 50 名である。現在も会員が 50 名加入している。練習は一週間に 3 回、火曜
日・水曜日・木曜日となっている。時間は、19.00～21.00、第 3 木曜日は月例射会が行わ
れるという（神職 A、聞き取り、2011）。 
 
5－11－2、竹駒華道敬神会 
 
竹駒神社初午大祭期間中の銘菓奉献会展示会場に、毎年見事な花を活けて光彩を添えて
いるが、この奉仕は銘菓奉献会が初めて催された昭和 32 年より続けられており、氏子の華
道家池坊・荒春光（畐美）社中の奉仕である。このほか同社中は社務所に毎週花を活けて
献花奉仕も続けている（宮城正俊編、1993：196）。 
 
5－11－3、竹駒敬神盆栽愛好会 
 
 昭和 61 年 4 月から、毎年春秋 2 回盆栽展を開く。初めて社務所前の屋外で開催してきた
が、規模が大きくなったため、第 8 回よりは崇敬会館に会場を移した（同書、p.197）。 
 
5－11－4、竹駒奉賛絵画会 
 
 初午大祭奉賛行事の一つに奉賛絵画展がある。絵画を趣味として親しんでいる氏子が、
初午大祭期間中、自作をそれぞれ社務所に展示して、参観者の目を楽しませている。第 1
回展が昭和 60 年で、その後出品点数も増えている。平成 2 年には社務所広間の会場におい
て 52 名の参加展となった（同書、p.197）。 
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5－11－5、煎茶道三彩流たけこま会 
 
煎茶道三彩流 荒英泉（畐美）社中が中心となり、平成元年 11 月 5 日設立された。氏
子荒畐美は、既に竹駒華道敬神会を作り、銘菓奉献会や社務所に活花を活けて多年にわた
り奉仕を続けているが、煎茶道についても奉仕を考慮、自ら代表となって本会の結成を見
た（同書、p.197－198）。 
 
6、建造物・金石文その他 
 
6－1、社殿・楼門（随身門）・唐門 
 
竹駒神社の社殿、楼門、唐門は、平成 2 年 5 月 11 日付で、岩沼市有形文化財に指定さ
れた。しかし、社殿については、平成 2 年 11 月 21 日未明に発生した火災で全焼した39。
火災の原因は、皇室行事（即位の札・大嘗祭）に反対を声明する過激派が、本殿の下に仕
掛けた時限発火装置によるものであった。 
 竹駒神社の社殿については、本殿、拝殿ともに寛政 8 年（1798）の竣工であるが、拝殿
がやや早く、春２月、本殿は冬 12 月で、引き続いて本殿の工事が行われたという。 
 楼門（随身門）は文化 9 年（1812）、唐門は、天保 13 年（1842）に創建された。楼門の
左右にある随身像は、いわば門衛にあたるもので、衣冠束帯に剣と弓矢をもった武官像で
ある（宮城正俊編、1993：218－219）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 17．竹駒神社の社殿（2011、筆者撮影） 
                                                   
39 河北新報 夕刊、1990 年 11 月 21 日（水曜日）。 
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写真 18．竹駒神社の楼門（随身門）（2011、筆者撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 19．竹駒神社の唐門（2011、筆者撮影） 
 
6－2、馬事博物館 
 
 
 
 
 
写真 20．竹駒神社の馬事博物館（2013、筆者撮影） 
 
昭和 12 年工事がはじまり、翌年完成、昭和 14 年 3 月 20 日に開館した。総面積 142 平
方メートルで、耐震耐火構造の建物である。 
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 「いわぬまさんぽ道」（第 43 号）によると、竹駒神社の境内は古くから馬の集散地とし
て知られ、旧 2 月初午大際に引続いて 100 日間馬市が開かれていた。江戸時代になって、
馬市は 50 日に減らされ、あとの 50 日は仙台の国分町で開かれるようになった。明治 4 年
にこの境内が軍馬購買地に指定され、軍馬購買当日は神社境内の馬検場を中心にかつての
馬市にも劣らないにぎわいであった。昭和 20 年までにこの境内から送り出された軍馬は
10 数万頭を越すという。 
 宮城県桃生郡北村（現・河南町北村）の村長で、県町村会会長の職にあった木村匡が、
馬に関する数々の貴重な収集品を 1,116 点寄贈されたのをうけて建築された。同時に、紫
田町人間田出身の彫刻家小室達より仙台青葉城に立つ伊達政宗騎馬像の原型試作品の奉納
があった。 
 竹駒馬事博物館内には、馬事関係の資料が収蔵されている。例えば、《勅額》は、平安時
代朝廷から直々に賜ったもので、『勅宣 正一位竹駒神社』の額は拝殿の中に揚げられてい
た。《伊達政宗騎馬像》は、先述の紫田町の小室達氏の製作であり、昭和 10 年に仙台藩祖
300 年祭を記念して宮城県青年団が仙台城（青葉城）の天主台に建設した騎馬像と同型の
塑像である。《鎧及び冑》は、豊臣秀吉が着用したものと伝えられている。慶長元年頃（1596）
に伊達政宗が大阪城で秀吉に謁した際に下腸されたものと思われる。それを後に古内家が
伊達家から贈り、奉納されたと思われる。 
 この他にも、千葉常胤の奉納した古鏡、徳川家康の軍扇や陣羽織、明治天皇御乗馬用の
手袋と靴下、奈良手向山八幡宮・名古屋州崎神社・熱田神宮など全国 50 社の絵馬など貴重
な資料が展示されている（宮城正俊編、1993：220－221）。 
竹駒神社馬事博物館は、普段は、開館しておらず、毎年、3 月の初馬大際、9 月の秋大
際、お正月など大祭期間中である。しかし、要望があればいつでも見学できる40。 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
40 神職 A,聞き取り、2010。 
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6－3、崇敬会館 
 
 
 
 
 
 
写真 21．竹駒神社の崇敬館（2010、筆者撮影） 
 
 神徳宣揚、氏子崇敬者及び社会の教化育成に寄与する目的で、昭和 60 年 10 月に竣工し
た。本館は２階建てで、1 階の床面積は 1,065 平方メートルで、儀式殿、控室、1、000 人
収容の大講堂、機械室などである。２階の床面積は、600 平方メートルの躬修殿（弓道場）
で、10 人立射場、師範席、的場、看場、控室、200 人収容の観覧席を供える。 
 崇敬会館は、全国銘菓奉献祭、全国俳句大会献句祭、茶道三彩流献茶式など、各種催し
物会場として使用されている。平成 2 年 11 月 21 日の社殿火災全焼の後は、臨時の祈祷殿
に当てられ、平成 3 年元朝詣から使用された（宮城正俊編、1993：221－3）。 
 
6－4、社務所 
 
 
 
 
 
 
写真 22．竹駒神社の社務所（2010、筆者撮影） 
 
 昭和 47 年 7 月 14 日未明、木造の社務所が、火災により全焼した。その復興については、
神社当局をはじめ、役員総代その他の関係者間で検討され、耐震耐火、鉄筋構造で、本殿
との調和を考慮して入母屋式 2 階建ての建物を新築することになり、昭和 48 年 7 月 31 日
に竣工した。 
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 南棟は受付、貴賓室、事務室など、北棟は参拝者控室、宮司室、権宮司室、禰宜室、調
理室など、棟続きの 2 階には 150 畳敷舞台付き広間などがある。１階の床面積は 1、389．
85 平方メートルで、2 階の床面積は 1,043．25 平方メートルである（宮城正俊編、1993：
229－230）。 
 
6－5、社号標 
 
 
 
 
 
 
写真 23．竹駒神社の社号標（2013、筆者撮影） 
 
 明治 33 年 2 月に立てられ、東京都国菓産業株式会社社長渡辺綱治が奉納した。昭和 33
年神社が勅宣正一位の神階を贈与した。 
社号標には次の表のように書かれている。 
 
位置 詳細 
表面 勅宣正一位日本三大稲荷 竹駒神社 
裏面 神社本庁統理 鷹司信輔 謹書 
右側面 奉納 昭和 33 年 8 月 28 日 岩沼市玉崎出身 東京都 渡辺綱治 
左側面 宮司 千葉胤男 石匠 内海嗣朗 
棹石 高さ 424 センチ 幅 50 センチ 厚さ 45 センチ 
台石 方 109 センチ 高さ 33 センチ 
下石 幅 145 センチ 高さ 82．5 センチ 
石材 稲田産（筑波山）御影石 
表 6．社号標の説明（出典：竹駒神社『竹駒神社』（1993：231）） 
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6－6、大赤鳥居 
 
 
 
 
 
 
写真 24．竹駒神社の大赤鳥居（2010、筆者撮影） 
 
 以前は明治 19 年 10 月に建てられた木造の鳥居であったが、昭和 28 年 9 月、鉄筋コンク
リート造りにされたものである。笠木上端まで 7．9 メートル、柱間は 6．4 メートル、笠
木の総長は 11．8 メートルである。 
 
6－7、石鳥居（二の鳥居） 
 
 
 
 
 
 
写真 25．竹駒神社の石鳥居（三の鳥居）（2010、筆者撮影） 
  
大正 12 年 6 月 1 日、亘理郡山下村高瀬（現・山元町）の菅野長重朗家内一同が奉納し
たものである。高さんは 4．1 メートル、柱間は 3．8 メートル、石製である。 
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6－8、石鳥居（三の鳥居） 
 
 
 
 
 
 
写真 26．竹駒神社の石鳥居（三の鳥居）（2010、筆者撮影） 
 
 花崗岩製の三の鳥居の建立年月日は不明である。高さは 5．5 メートル、柱間は 4．1 メ
ートルである。 
 
6－9、神馬舎 
 
 神馬舎は、参道南側随身門の左に建つ。神社所蔵「武隈神社報賽神馬記」によれば、享
保 17 年（1732）に竹駒神社に御神馬が奉納された。伊達領内気仙郡天作村（現岩手県陸前
高田市矢作町）の与次右エ門という人が、白馬１頭を奉納されたとある。同時に近くの御
崎社にも１頭を奉献された。彼の家は代々馬を飼い養育を業としていて、彼も父祖の業を
継ぎ、近隣に知られた名伯楽（馬の良否を見分ける人・馬喰）であった。当時７７歳で、
同時に新たに馬舎も設け、さらに飼馬料として田三畝（30 アール）を奉納した（宮城正俊
編、1993：238）。 
 しかし、その後はどこからも御神馬は奉納されなかった。現在は御神馬は存在せず、代
わりに御神馬像が安置されている。 
 
6－10、鳩塚 
 
 昭和 41 年春、神社の鳩が 1 度に 150 羽も斃死した。神社ではこれを哀れんで鳩魂祭を行
い昭和 41 年 6 月 11 日、関係者多数参列して鳩塚の除幕披露式を行った。約 30 センチの石
に、禰宜中野善博描く鳩の像が彫られた。彫刻は内海嗣郎である（宮城正俊編、1993：240）。 
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6－11、御使者像と宝珠 
 
 
 
 
 
 
写真 27－28．竹駒神社の御使者像（2010、筆者撮影） 
 
 稲荷神の御使者、狐像一対が参道の両側に建っている。右側は宝珠を左脚で押さえ、左
側は一匹の子狐が右脚に戯れている。大正 5 年 4 月 26 日、福島県西白河郡泉崎村の室権蔵
奉納のものである。奉納者の室権蔵は、山林の伐採や立木の売買を職とし、白河山中で道
に迷った祭に九死に一生を得て以後、熱心な稲荷信仰者となって大火龍や御使者像を奉納
したという（宮城正俊編、1993：240－241）。 
 
6－12、参拝者休憩所 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 29．竹駒神社の参拝者休息所（2013、筆者撮影） 
 
 御本殿等修復業竣工記念として建築された。昭和 39 年 6 月 3 日に地鎮祭、8 月 8 日上棟
祭、12 月 20 日に竣工祭を催し、昭和 40 年歳旦祭より開所した。休憩所の中には売店があ
り、「そばとうどん」を販売している。祭りの時はとても賑やかであるが、日頃でも訪れる
客がいる。 
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6－13、参集殿 
 
 
 
 
 
 
写真 30．竹駒神社の参集殿（2010、筆者撮影） 
 
 この参集殿は、竹駒神社の崇敬者に景福利便を与えるという目的で建てられ、昭和 46
年に建設の工事が始まった。昭和 47 年 7 月 14 日に社務所から出火、社務所が全焼したが、
事業が 9 月に完工して、9 月 14 日に竣功奉告祭が斎行された（神職 A、聞き取、り 2010）。 
 
6－14、飛躍御使者狐像 
 
 
 
 
 
 
写真 31．竹駒神社の飛躍御使者狐像（2010、筆者撮影） 
 
 飛躍御使者狐像は、随身門付近御神池のあたりにあり、口に稲穂と鍵をくわえ、後脚を
挙げて前脚で立つ。 
 先述したように、竹駒神社縁起記には、承知 9 年（842）小野篁が陸奥守として多賀の国
府に向かう途中、名取郡南長谷村までくると、山成国伊奈利山の明神の化身である霊狐が
担がれていた函の中で八声啼いた。これを怪しんだ篁が函を開けると、白狐が飛び出し、
武隈の茂林に駆け込んで、その姿は見えなくなった。篁はその地に明神を祀ったとある。
竹駒神社の創始である。 
 狐像は、茂林に駆け込む霊狐の姿を表したものである。彫刻は小倉一郎であり、当時 77
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歳の労作である。 
奉献は昭和 31 年初午大祭に、日本動物園主樽谷鹿太郎が、神社境内監視大内英男の斡
旋で奉納した（宮城正俊編、1993：242－3）。 
 
6－15、御神池  
 
 
 
 
 
 
写真 32．竹駒神社の御神池（2010、筆者撮影） 
 
 御神池は昭和 31 年 5 月から工事がはじまり、翌月に完成した。楼門側に建つ「飛躍の白
狐像」の奉献された年である。造園にはたくさんの庭石が必要になるので、氏子に呼びか
けて奉納を募った。庭石は氏子からの寄贈で、青銅製の 2 羽の鶴は、水戸鶴恵奉納、琴柱
型灯篭は、鎌先温泉の最上屋安部権四郎、灯篭 2 基を高橋政治が奉納した（宮城正俊編、
1993：243）。 
 
6－16、手水石 
 
 手水舎の後、植え込みの中に置かれている手水石には、次のようなことが書かれている。 
 
   奉寄進 稲荷大明神 延宝 8 庚申年 9 月 26 日 山本三良兵衛良兼 
 
 延宝 8 年（1680 は、60 年目に 1 度巡ってくる庚申の年で、境内社わきにある灯篭 1 基と
ともに現存する最古のものである。 
伊達仙台藩第 4 代綱村公の時代で、岩沼は古内家が移封された後領主となった田村右太
夫宗良が没して、その子建顕が領主の時代である。綱村公も、次の 5 代吉村公も参勤交代
の折に竹駒神社に立ち寄せられ参拝された記録が残されているから、殿様方もこの「手水
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石」の水で口を漱ぎ手を浄められたに違いない。奉納者の山本三良兵衛良兼という人は仙
台荒井の人で、新田開発にかかわった人らしく、岩沼領主だった古内氏と交際があり、そ
の援助を受けて新田の開発を進めたらしい（『すいとく』第 567 号、2001）。 
 
6－17、大石灯篭 
 
 大石灯篭は唐門のすぐ前の参道脇に聳えるように建つ。正面には「大正 11 年 3 月、仙台
元寺小路 吉田つぎ子奉納」と刻されている。 
「吉田つぎ子」は、聖和学園吉田女学校の創始者で、仙台鉄砲町の富豪吉田由右衛門の
妻で、女傑として知られる（『すいとく』第 537 号、1999）。 
 
6－18、石灯篭 
  
 
 
 
 
 
写真 33．竹駒神社の石灯篭（2010、筆者撮影） 
 
石灯篭は神輿殿の前にあり、「元禄灯籠」ともいう。刻文には、 
 
   奉寄進 稲荷大明神御宝前 元禄 11 年 8 月日 古内主膳重興 
 
とある。奉納者の古内重興は、岩沼館主古内家第 4 代当人で、後広慶、通称を主膳または
能登、小字を源吉という。以前には御山瑞垣の東側、社務所大広間西側のあったが、昭和
49 年 11 月現在地に移した。残念ながら昭和 53 年 6 月 12 日に発生した宮城県沖地震で倒
れ、一部破損して修覆した（「すいとく」、第 540 号、1999）。 
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6－19、馬検場址碑 
 
 
 
 
 
 
写真 34．竹駒神社の馬検場址碑（2010、筆者撮影） 
 
馬検場址碑は馬事博物館の前に建つ。馬検場址碑は、現在参集殿駐車場の地にあった。
昭和 43 年 7 月 10 日に竣工した。碑文は次の通りである。 
 古来、岩沼は馬の集散地として知られ、初午大祭に引続き 100 日間当神社にて馬市を開
く。本神社建設の国主小野篁卿神賑いに興すと伝え、世々の太守これに倣う。中世におよ
び伊達藩これを 50 日間と改めたが、お日市と呼ばれ、その殷賑は依然として四隣を圧す。 
明治 4 年軍馬購買地に指定、明治天皇東北御巡幸の両度、天覧の栄誉の浴し、大正の初期
には軍馬 3 大購買地に名を連ねるに至った。豊沃と時運に恵まれ、当地方は軈て東北随 1
の馬の育成地に進展、馬市の場も狭隘となり、岩沼馬商組合員一同渡辺豊蔵組合長と戮力、
新たに馬検場を購い外として奉献す（宮城正俊編、1993：248）。 
 
6－20、明治天皇岩沼行在所碑 
 
 
 
 
 
 
写真 35．竹駒神社の明治天皇岩沼行在所碑（2010、筆者撮影） 
 
この碑は中門のそばに建てられている。碑には次のようなことが書かれている。 
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昭和 12年 8月 22日建設 史蹟名勝天然記念物保存法二依リ昭和 11年 7月文部大
臣指定と彫られている。2001 年『すいとく』第 579 号によると、明治維新が達成
され新政府が誕生してから明治天皇が東北地方に御巡幸なされたのは、明治 9 年、
同 14 年、同 34 年の 3 度を数える。そのうちの前（明治 9 年と 14 年）2 度とも竹
駒神社社務所が行在所となり一夜をお過ごしになったという。 
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第四章 竹駒神社における普遍的なケガレを祓う儀礼（１） 
―参拝者と神職の清めを手掛かりに― 
 
第四章と第五章では、竹駒神社ではケガレをどのように祓われるかをいくつかの事例を
取り上げて考察する。本来、参拝者は神社に来て参拝する前に身を清め、或は神職は奉仕
する前に身を清めてケガレを祓う。これがいつものパターンであるが、筆者が観察した竹
駒神社では、もう一つのパターンがある。それは、初午大祭に神が神輿に乗って崇敬者の
ところへ行き、ケガレを祓って神徳を与えるときである。前者は時期を問わずいつでも行
うことができるが、後者は、一年に一回最大な祭りを行うときのみである。これについて
は、第五章に詳しく考察する。本章では、まず前者のパターを述べていく。後者は第五章
に詳しく述べる。 
 
1、参拝者の清め 
 
1‐1、手水 
 
手を洗う水を「てみず」ということから付けられた名称である。転訛して「ちょうず」
ともよみ、手水を使用することをいう（森 瑞枝、1994：184－185）。 
 手水の起源は神道に由来し、聖域を訪れる際に周辺に流れる河川の水や湧き水で身を清
めていたことに始まる。時代が変化につれ、河川の水質が汚染され、清流や湧き水の確保
が困難になったため、手水舎が設けられるようになったという41。「手水」は普通、拝殿の
手前の傍らにある「手水舎（てみずや又はちょずやとよむ）」で行われる（神社によっては
自然の流水を使うところもある）。 
 竹駒神社の神職 A によれば、手水は、俗の世界にいる人間が神様の聖域に入る前に、手
や口、肉体についた穢れや邪気を祓い、清めをする意味があるという。そのため、参拝者
は、拝殿で参拝する前に手水舎で体を清めなければならない。しかし、手水はどこで行っ
ても良いというわけではなく、必ず神社の境内に設けられる手水舎で行わなければならな
い。例えば、自宅で清めをして神社に来たしても、鳥居に一歩入れば、再度清めをしなけ
ればならない。さらに、手水は水にもこだわりがある。例えば、境内に水道があったとし
                                                   
41 神職 A、聞き取り、2016 
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ても、用途が異なるため、清めに使用することは出来ないのである。 
 手水舎で清めをするのは、拝殿の表から参拝するためであるが、祈祷を希望する参拝者
は拝殿に入る前に拝殿の中でまた清めを行う。これは、拝殿は神様がいる場所であるため、
もう一度清めをする必要があるからとのことである。 
しかし、地鎮祭や神葬祭など神社以外の場所で神事に参列する際、手水舎がないため、清
めは行わなくても良い。この場合は、神事の中で神主による修祓によって祓いを受けるこ
とになる。 
 竹駒神社には、手水舎は楼門（随身門）と唐門の間に設けられており、社殿に向かって
左側にある。筆者の観察したところでは、この手水舎の位置は左側にあることが多い。こ
のことについて、神職 A によれば神社における基本的な考え方として、社殿に向かって右
側は位が高い場所であるから、神様によって使用される。そのため、手水舎は参道の左側
に設けられるのだということである。 
写真 36．竹駒神社の境内の手水舎（2012 年 11 月撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 37．拝殿の入り口の近くの手水舎（2010、筆者撮影） 
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手水は次の手順で行われていた。 
 
写真 38．手水の方法（『自遊人』2005.3 月号 p.54） 
 
1－2、修祓 
 
修祓とは祭祀執行に当たり、一層の清浄を期するために神饌、玉串、奉仕者、参列者な
どの罪穢を祓い除く行事である。よってあらゆる祭典の直前に修祓が行われる（茂木貞純、
1994：237）。 
高原玄承によれば、現代神社祭式に定められる修祓は、祓詞の奏上次いで大麻・塩湯の
儀に依って構成されているが、この形式に至るには幾多の変遷があったという（1994：57）。 
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修祓の起源は、イザナギが黄泉の国より帰り、筑紫の日向の橘の小門の阿波岐原にて、禊
ぎ祓えを行ったことに由来する。身につけていたものを投棄することによる祓と海水に身
をひたす禊ぎとを行ったとするものである。祓の具として、大麻と塩湯が用いられるのは
この故であるという。 
竹駒神社では、場所を問わず、全ての神事は修祓から始まる。修祓はどのように行われ
るかについて次の七五三詣、夏越大祓、年越し大祓を事例にして考察する。 
 
1－2－1、七五三詣 
 
A、七五三詣について 
 
七五三は子供の健やかな成長を祝う儀式である。男の子は三歳と五歳、女の子は三歳と
七歳にお祝いする。（男の子は五歳のみで、女の子は三歳と七歳にお祝いするという地域も
あるようである）。 
100 年くらい前までは、日本でも、貧困や衛生、医療面 などの問題から、乳幼児の生存
率は今ほど高くなかった。三歳、五歳、七歳をひとつの節目として、子供が無事に育った
ことを祝い、健やかな成長を祈る儀式として神社や氏神にお参りをする行事が定着したの
が七五三の由来だと言われている42。  
七五三の起源については、竹駒神社の神職 A は次のように述べている。 
 
 七五三の起源は、平安時代、室町時代、江戸時代と諸説はあるが、11 月 15 日に
お参りするようになったのは江戸時代からのようである。さまざまな説があり、
1681年に徳川綱吉将軍の子、徳松の成長のお祝いを行なったのが 11月 15日で、
それが江戸を中心に定着したという説が定説であるが、11 月の頃になると農作
業が一段落し、収穫のお祭りを 11 月の満月の日に行なう習わしがあったという
説もある。 他にも、中国から伝えられた二十八宿という暦があり、 11 月 15 日
は「鬼宿日」という日にあたり、婚礼以外のすべての物事をする日として最良の
日とされていたから、という説もある。子供の成長を祝う日としては最良の日と
言うわけで、七五三の風習自体は明治以降に定着していったと考えられる。現在
                                                   
42 神職 A、聞き取り、2010 
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のような形式の七五三の祝いは、もともと武家の間で行われていた行事が、近世
になって江戸町人に広がり、庶民の間で行われていた習俗と次第に交わり合って
できあがったようだとのことである。 
 
七五三は伝統行事であり、子供が少ないこともあって盛大なお祝いとなっている。筆者
が見ているかぎりでは、七五三祭のとき全員が神社にお参りに行くというわけではなく、
お寺や教会に行く人もいるようである。神社で行うパターンとしては、まず神社で拝礼を
して、次に神主からお祓いをしてもらう。お祓いのあと、家族と一緒に写真館でなどで記
念写真を撮って、最後に食事をする、というような流れが多いようである。 
 
B、竹駒神社の七五三祭の実態 
 
竹駒神社祭事暦では七五三祭は 11 月 15 日になっているが、実際は 9 月から 12 月の上
旬の間に行われる。しかし、参拝者のほとんどが大体 11 月の土曜と日曜日にお参りに来る。
家族揃ってお参りをするのが普通である。女の子は主にドレスやワンピースを、男の子は
スーツを着用するのが一般的である。父親はスーツ、母親は和服（着物）やワンピースと
スーツを着用する。祖父母も、同じような服装である。参拝者の９割はお祓いを受ける。
十一月の土・日は一日 300 人ぐらい来ているそうである。お祓いは 10 時半から 5 時まで行
われ、一回の所要時間は約 40 分である。筆者は竹駒神社から許可をもらって、2010 年 11
月 13 日（土）午前 10 時半から 11 時半まで社殿で行われるご祈祷を観察した。その内容は
以下の通りである。 
 朝 9 時頃 7 歳・5 歳・3 歳になる子供がいる家族が神社にやってくる。祖父母、父と母、
子供というパターンがほとんどである。先述したように、家族全員が盛装して晴着の子供
に付き添い、神社の御神前に参拝する。 
 神社では、まず手水舎に寄って手と口を清める。作法としては、まず右手で柄杓を持っ
て水を汲み、左手に水をそそぎ清める。左手に柄杓を持ち替え、左手の時と同様に水を汲
み、右手に水を注いで清めまる。それから、右手で柄杓を持って水を汲み、左手のひらに
水を受け、その水を口に含んで口をすすぐ。最後に、もう一度左手を清め、柄杓を立てて
残った水を柄に流して清めた後、元の位置に戻す。それが終わったら、拝殿の方に向かう。
拝殿の前に至ったら、賽銭を入れて鈴を鳴らして二拝二拍手一拝を行う。  
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参拝終了後、ご祈祷を希望しない家族は写真撮影を行う。写真は、子供のみと集合写真
の 2 種類がある。境内には写真撮影用の看板があり、看板には「七五三詣おめでとうござ
います。お子さんの健やかなご成長をお祈りいたします。」と書いてある。神社での写真撮
影が終わったら、次に写真館に行き、また記念写真を撮る。その後、レストランで食事に
行く43。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 39．竹駒神社の境内での七五三の記念写真（2010、筆者撮影） 
 
一方、ご祈祷を希望する家族は社務所の受付で、申込用紙に氏名や住所、生年月日など
を記入し七五三祈願の申し込みをする。一緒に用意しておいた「初穂料」を渡す。それか
ら、巫女さんに案内されて待合室で祈祷時間まで待つことになる。待合室には、テレビや
雑誌類、社報の「すいとく」等が備えつけてあるので、テレビを見たり雑誌を読んだりし
て待つことになる。 
祈祷時間になったら巫女さんの案内により参拝者は拝殿の方に進む。待合室と拝殿の間
に手水舎がある。そこでまた手と口を清めてから拝殿に入る。週末のため拝殿は参拝者で
あっという間にいっぱいになる。この日の１回めのご祈祷時間には、100 人くらいの参拝
者がいた。拝殿では、座るところが二つに分けられる。七五三と厄除けや車祓いの参拝者
の座るところである。七五三だけではなく、赤ちゃんのお宮参りや厄除けや車の祓いをす
る参拝者もいる。七五三の参拝者は、一番下に座る。厄除けや車祓いの参拝者は一段上の
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神職と同じ段に座る。七五三の参拝者もさらに二つに分けられる。前と後ろで間に竹が置
いてある。七五三のご祈祷を受ける参拝者は、子供と家族の一人が前方に座る。残りの家
族は後方に座る。 
 
 
 
 
 
 
 
写真 40．七五三の祈祷が始まる前の様子（2010、筆者撮影） 
 
 参拝者が全員座っているのを確認し、案内係の巫女さんは、別室にいる当日その時間担
当の神職を迎えに行く。しばらくすると、5 名の神職が拝殿に入ってくる。笛を吹く神職
が３名、斎主と呼ばれる神事のとき祝詞を奏上する役の神職が１人と札を持っている神職
が１人である。神事式次第は以下のとおりである。 
 
C、七五三祭の式次第 
 
（ア）修祓（しゅばつ） 
 
 
 
 
 
 
 
写真 41．祓詞奏上の様子（2010、筆者撮影） 
 
修祓とはその身に纏った罪穢を祓い清める神事である。修祓は２段階で行う。１回目は、
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祓戸大神に祓詞を奏上することによって参拝者、玉串などの神前に供えるものを清める。
祓詞の奏上のとき参拝者はみんな２－３分ほど頭を垂れる。２回目は、大幣で参拝者、玉
串などの神前に供えるものにつく罪穢を祓い清める。まず神職たちのお祓いが行われる。
お祓いを受ける人は深く頭を垂れる。大幣は、左、右、左と三回振られる。神職のお祓い
が終わったら、玉串、そして参拝者のお祓いが行われる。祓詞は次の通りである。 
 
掛けまくも畏き伊邪那岐大神筑紫の日向の橘の小戸の阿波岐原に禊祓へ給ひし
時に生坐せる祓戸大神等諸々の禍事罪穢有らむをば祓へ給ひ清め給へと白す事
を聞食せと恐みも白す  
 
黄泉国から戻ってきた伊邪那岐命がその身に纏った穢を祓うために阿波岐原の川原で
禊を行い、様々な神様を生んだ。祓詞はこの神様等を祓戸大神等とし、この祓戸大神に災
い、罪、穢を祓清めて下さいと浄化をお願いしている祝詞である44。 
 
（イ） 祝詞奏上 
 
斎主が神殿に向かって御祈願の内容を込めた祝詞を奏上し、参拝者の一人一人の名前を
読み上げ、神さまのご守護により願い事が成就するよう祈念する。祝詞奏上の間は、参拝
者は頭を垂れる。 
祝詞を奏上したあと、斎主は神殿に向かって礼拝をしてゆっくりと神殿のほうに移動す
る。斎主は神殿にある金幣と呼ばれる神具を取る。それを参拝者に向かって鳴らす。その
間、参拝者は頭を垂れる。 
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（ウ）神楽奉納 
 
 
 
 
 
 
 
写真 42．神楽奉納（2010、筆者撮影） 
 
神楽は、神に奉納する神事芸能である。祭場に神々を勧請し、音楽歌舞を奏して神をま
つるという（高山 茂、1994：283）。巫女さんが二人登場して雅やかで美しい舞を神前に
奉納する。その間、２人の神職が太鼓を手で鳴らし、笛を吹く。 
 
（エ）玉串拝礼 
 
神さまに玉串を捧げて拝礼する。玉串とは榊の小枝に紙垂（しで）といわれる紙を付け
たもので、その玉串が神さまと人との間を取り持ち、願い事を神さまに伝えてくれるとい
う（本澤雅史、1994：202）。厄除けや車のお祓いをする人は一人一人名前を呼ばれて玉串
をもらって神前に捧げるが、そうではない参拝者は一斉に神様に願い事を捧げる。二拝二
拍手一拝。玉串の捧げ方は以下の通りである。 
① 神職から玉串を渡されたら会釈をし、右手で玉串の根元を上から持ち、左手は先のほ
うを下から支えるようにして受け取る。このとき、先の方をやや高くして胸の前に捧
げ、少しひじを張って持つ。 
② 次にご神前にある玉串案（玉串を捧げる机）の前まで進む。 
③ 会釈をしたあとに、玉串の先を時計回りに 90 度回す。 
④ 左手を玉串の根元の方まで下げ、心を込めて祈る。 
⑤ 祈り終えたら、右手を玉串の中程に持っていき、そのまま時計回りに回して根元をご
神前に向ける。 
⑥ 一歩前に進み出て、玉串を玉串案の上に置く。 
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⑦ 二拝二拍手一拝の作法で拝礼し、会釈をしてから退く。神職がお札を下げて拝殿から
離れている置く場所へ持っていく。 
 
（オ）斎主の挨拶。神事が終わる前に、斎主が特に七五三を祝う子供たちに挨拶を述べる。 
 
（カ）終了。 
 
斎主が退場する。拝殿に入るときと同じように、笛を吹く神職３名を先頭に、斎主と札
を持っている神職の 1 名が歩いて出る。神職が退場した後、参拝者は出口から出て廊下で
お札を受け取る。これで 1 回めのご祈祷が終了する。 
 
1－2－2、夏越大祓 
 
A、夏越大祓について 
 
ここでいう夏越大祓は大祓のことである。大祓は、古代・中世に行われた神事儀礼の一
つ。人が知らず知らずのうちに犯した罪や穢れを除去しそれによって災厄を避けることを
目的としたという（並木和子、1994：225）。 
神職 A によれば、大祓の「大」は「公」の意味で、つまり個人だけの祓いではなく、日
本国中の祓いのためであるとのことである。大祓は、平安時代の初期から始まったと推測
されている。 当時は、天皇家の繁栄を願うためと、あらゆる災いごと（疫病や争いごとな
ど）を沈め、或いはいろいろな物事を祓うために行われていた。もともとは災いごとが起
こるたびに行われていたが、国家の制度が完成した大宝律令45頃からは国家の行事として
毎年 6 月と 12 月とに行われるようになった。6 月に行われる大祓は「夏越大祓、12 月に行
われる大祓は年越大祓という」と説明されていた。 
筆者が、「夏越大祓は、なぜ 6 月に行われるようになったか。」と尋ねたところ、神職 A
は、「正確な理由は分からないが、日本の風土から見ると、夏は梅雨のためじめじめしてい
るので、いろいろな病気が起こりやすい時期である。当時は、満足な食べ物もなく、衛生
                                                   
45 律令〔大祓条〕には 6 月・12 月の晦日の大祓の行事の次第を規定する。大祓は、朝廷や国衙で、恒例
又は臨時に、人々の犯した罪や災気をはらう公的な行事。このうち 18 条は朝廷で、毎年 6 月・12 月の晦
日におこなうもの［1977：538］。 
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状態も悪いので、その時期に、怪我などをすればなかなか治癒しない。そこで、快癒のた
めにみんな大祓をしたのではないだろうか」答えた。 
 
B、竹駒神社の夏越大祓の実態 
 
 竹駒神社では夏越大祓は毎年 6 月 30 日、午後１５時から約 40 分程度で行われている。6
月の初め、神社が全国の各崇敬者に夏越大祓の案内を郵送する。封筒の中には、夏越大祓
の案内、夏越大祓に使用する「人形・車形」46の紙、夏越大祓の穂料のための銀行の振込
用紙、返信用封筒（送料は神社が負担）が同封されている。夏越大祓の案内の内容は、夏
越のおすすめ、日時と斎場、人形・車形とお祓い料についてである。人形・車形の使用方
法については特に詳しく書かれている。 
① 「人形」の中心部分に氏名と年齢をご記入し、この人形に息を 3 回吹きかけ「祓へ
給ひ、清め給へ」と 3 回唱えながら全身を撫でる。 
② 「車形」は車番をご記入の上「祓へ給ひ、清め給へ」と 2 回唱えながら運転免許証
とハンドルを撫でる。（写真 36－37 を参照） 
 
 
 
 
 
 
 
写真 43. 人形      写真 44．車形 
 
当日参列できる人は、「人形・車形」とお祓い料を直接持参する。しかし、当日参列で
きない人は、使用済みの「人形・車形」を返信用封筒に入れて神社に返送し、お祓い料は
銀行の振込用紙で振り込む。案内を受取っていない人は、当日神社で申し込みをする。 
竹駒神社の夏越大祓の参列者はほとんど竹駒敬神婦人講員である。第 2 章で少し触れたが、
竹駒敬神婦人講は、夏越大祓を年間主要行事の一つとしているからである。当日、神事に
                                                   
46 人と車の形に切った白紙。 
89 
 
先立ち午後 1 時半から、竹駒敬神婦人講の定例行事・記念講話が崇敬会館を会場に催され
ている。行事終了後、全員が神事に参列する。 
夏越大祓の神事は、毎年竹駒神社唐門前で行われるが、雨天の場合は、神事は崇敬会館
で行われ、神事の後の「茅の輪くぐり」は唐門前で行われる。筆者は、2010 年と 2011 年
の２回、竹駒神社の夏越大祓を観察した。2010 年は、雨のため神事は境内ではなく館内で
行われたため、観察きなかった。「すいとく」第 673 号によると、神事は降雨のため崇敬会
館に移し、婦人講員をはじめ氏子崇敬者 300 名を超す人々が参列、敬虔な祈りとともに全
国各地から納められた人形・車形がお祓いを受けたという。 
2011 年の夏越大祓に参列した竹駒敬神婦人講員数は、正確には分からないが、参加者全
体の大体 3 分の 1 だろうと神職 A は推定している。「竹駒敬神婦人講の平成 23 年度総会」
の資料には、現在の講員数は 500 名とあるので、だいたい 150 名くらいの参列数となる。 
筆者が観察しているかぎりでは、夏越大祓の参列者はほとんどが女性で、その中でも高齢
者が多い。女性が多いのは、先述したように参列者がほとんど講員だからであるが、高齢
者が多いのは、これからの生活に不安を感じて大祓に参列しているからだと考えられる47。    
筆者は、神事がはじまる前に一人の婦人講員48に、「大祓に参列してどんなことを望みま
すか。」と尋ねてみた。その答えをまとめると、「大祓は、年 2 回行われるが、夏越大祓で
はここ 6 ヶ月の間、知らないうちに付いた「ツミ・ケガレ」や災厄を取り除くように神様
にお願いする。そしてこれから 12 月までの 6 ヶ月の間、無事を祈る。」となった。 また、
「『ツミとケガレ』は、具体的にどういうものなのか」と尋ねると、「ツミ」とは、例えば、
日々の生活の中で人に悪いことをしたり、人と喧嘩をしたりすること。「ケガレ」とは、知
らないうちに身に付いたもので、例えば、何事も上手くいかない、なんだか体がだるい、
上司によく叱られる、事故を起こす、病気をするなど、そういうときに自分の身に「ケガ
レ」が付いているという。 
 
A、夏越大祓の神事次第 
 
 ここでは、まず夏越大祓の神事において神職の役目を説明しておく。  
① 典儀とは、神事において神事の流れを参列者に伝える役である。 
                                                   
47 竹駒神社での聞き取り 
48 女性（65）、岩沼市稲荷町の住まい（聞き取り、2011） 
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② 斎主：祓詞を読み上げる役である。  
③ 切幣主役：切幣をまく役である。  
④ 大幣主役：大幣で祓をする役である。  
⑤ 祭員：神事に参列する神職である。 
⑥ リュウイキ主役：夏越祓の神事に使った切り幣や裂いた絹や人型の紙が入ってい  
る箱を担いで川に流す役である。   
 先述したように夏越大祓は境内の唐門と楼門の間で行われる。その場所には神事の数日
前から茅の輪49が立てられる。神事の前に神職 2 名が茅の輪の前に台を置いておく。この
台は神事において使用する大幣と切幣を置く場所である。午後 15 時前から参列者が次々と
斎場に集まって来る。ちょうど 15 時、神職 10 名が社務所から斎場に移動する。 
 
(ア) 修祓（しゅばつ） 
 
典儀は、「これより夏越大祓を斎行いたします。まず、修祓を行います。」とアナウンス
する。切幣50主役は台に置いてある切幣の袋の箱を持って祭員の一人一人に袋を配布する。
祭員は、袋を自分の白衣のポケットに入れる。 
 
(イ) 大祓詞奏上 
 
神事においては大祓詞の奏上は祓い清める方法の一つである。斎主が前に移動して参列
者に向かって祓詞を宣読する。その間、参列者は頭を垂れる。大祓詞は以下の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
49 茅の輪とは、夏越大祓に参道に立てらる茅で作った大きな輪である。 
50半紙を一寸程度の正方形に寸断した紙片である。  
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写真 45．斎主が大祓詞を奏上する 
 
たかあまはらにかむづまります すめらがむつかむろぎかむろみのみこともちて
やほよろづのかみたちをかむつどへにつどへたまひ 
高天原に神留まり坐す 皇が親神漏岐神漏美の命以て八百万神等を神集へに集へ
給ひ  
かむはかりにはかりたまひて あがすめみまのみことは とよあしはらのみづほ
のくにを  
神議りに議り給ひて 我が皇御孫命は 豊葦原瑞穂国を  
やすくにとたひらけくしろしめせと ことよさしまつりき 
安国と平けく知食せと 事依さし奉りき  
かくよさしまつりしくぬちに あらぶるかみたちをば かむとはしにとはしたま
ひ かむはらひにはらへたまひて 
此く依さし奉りし国中に 荒振神等をば 神問はしに問はし給ひ 神掃へに掃へ
給ひて 
ことどひしいはねきねたちくさのかきはをもことやめて あまのいはぐらはなち 
あまのやへぐもを いづのちわきにちわきて 
語問ひし磐根樹根立草の片葉をも語止めて 天の磐座放ち 天の八重雲を 伊頭
の千別に千別て 
あまくだしよさしまつりき かくよさしまつりしよものくになかと おおやまと
ひだかみのくにをやすくにとさだめまつりて  
天降し依さし奉りき 此く依さし奉りし四方の国中と 大倭日高見の国を安国と
定め奉りて  
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したついはねにみやはしらふとしきたて たかあまはらにちぎたかしりて すめ
みまのみことのみづのみあらかつかへまつりて 
下津磐根に宮柱太敷き立て 高天原に千木高知りて 皇御孫命の瑞の御殿仕へ奉
りて  
あまのみかげひのみかげとかくりまして やすくにとたいらけくしろしめさぬ 
くぬちになりいでむあまのますひとらが 
天の御蔭日の御蔭と隠り坐して 安国と平けく知食さぬ 国中に成り出む天の益
人等が  
あやまちおかしけむくさぐさのつみごとは あまつつみ くにつつみ ここだく
のつみいでむ かくいでばあまつみやごともちて 
過ち犯しけむ種種の罪事は 天津罪 国津罪 許許太久の罪出む 此く出ば天津
宮事以ちて  
あまつかなぎをもとうちきりすえうちたちて ちくらのおきくらにおきたらはし
て あまつすがそをもとかりたちすえかりきりて 
天津金木を本打ち切り末打ち断ちて 千座の置座に置足はして 天津菅麻を本刈
り断ち末刈り切りて  
やはりにとりさきて あまつのりとのふとのりとごとをのれ 
八針に取裂きて 天津祝詞の太祝詞事を宣れ 
かくのらば あまつかみはあまのいはとをおしひらきて あまのやへぐもをいづ
のちわきにちわきてきこしめさむ 
此く宣らば 天津神は天の磐戸を押披きて 天の八重雲を伊頭の千別に千別て聞
食さむ  
くにつかみはたかやまのすえひきやまのすえにのぼりまして たかやまのいぼり
ひきやまのいほりをかきわけてきこしめさむ 
国津神は高山の末低山の末に登り坐て 高山の伊褒理低山の伊褒理を掻き別けて
聞食さむ  
かくきこしめしてばつみといふつみはあらじと しなとのかぜのあまのやへぐも
をふきはなつことのごとく 
此く聞食してば罪と言ふ罪は有らじと 科戸の風の天の八重雲を吹き放つ事の如
く  
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あしたのみぎりゆうべのみきりをあさかぜゆうかぜのふきはらふことのごとく 
朝の御霧夕の御霧を朝風夕風の吹き掃ふ事の如く  
おおつべにをるおおぶねをへときはなちともときはなちておおうなばらにおしは
なつことのごとく 
大津辺に居る大船を舳解き放ち艪解き放ちて大海原に押し放つ事の如く 
おちかたのしげきがもとをやきがまのとがまもちてうちはらふことのごとく  
彼方の繁木が本を焼鎌の利鎌以て打ち掃ふ事の如く  
のこるつみはあらじとはらへたまひきよめたまふことを たかやまのすえひきや
まのすえよりさくなだりにおちたきつ 
遺る罪は在らじと祓へ給ひ清め給ふ事を 高山の末低山の末より佐久那太理に落
ち多岐つ  
はやかわのせにますせおりつひめといふかみ おおうなばらにもちいでなむ か
くもちいでいなば 
早川の瀬に坐す瀬織津比売と伝ふ神 大海原に持出でなむ 此く持ち出で往なば  
あらしほのしほのやおあひのやしほじのしほのやほあひにますはやあきつひめと
いふかみ 
荒潮の潮の八百道の八潮道の潮の八百曾に坐す速開都比売と伝ふ神  
もちかがのみてむ かくかがのみてば いぶきとにますいぶきどぬしといふかみ 
ねのくにそこのくににいぶきはなちてむ 
持ち加加呑みてむ 此く加加呑みてば 気吹戸に坐す気吹戸主と伝ふ神 根国底
国に気吹放ちてむ 
かくいぶきはなちてば ねのくにそこのくににますはやさすらひめといふかみ 
もちさすらひうしなひてむ 
此く気吹放ちてば 根国底国に坐す速佐須良比売と伝ふ神 持ち佐須良比失ひて
む  
かくさすらひうしなひては けふよりはじめてつみといふつみはあらじと  
此く佐須良比失ひては 今日より始めて罪と伝ふ罪は在らじと  
きょうのゆうひのくだちのおおはらへにはらへたまひきよめたまふことを 
今日の夕日の降の大祓に祓へ給ひ清め給ふ事を  
もろもろきこしめせとのる 
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諸々聞食せと宣る51 
 
以上の大祓詞の内容について、神職 A52は次のように解釈する。 
高天原より天皇の祖神が下り、やがて天皇を中心に生活が豊かに人々も栄えてい
くが、立派な生成発展を約束されている人々もさまざまな過ちや罪を犯すことに
なる。これらを天津罪・国津罪と総称するが、神々の教えによって祓いの具を作
り、祓いの行事を行い天津祝詞の太祝詞事を宣れと教えている。 
このように太祝詞事を宣るならば、天津神は必ず天の磐門を押し開き、国津神は
高山、低山のイボリを力強い力でかきわけて開いて下さるという。そのように聞
いてくださるならば、風が雲や霧を吹き払うように、港につながれている大船も
綱を解いてやると大海原に押し出すように、するどい鎌をもって繋がった木を打
ち払うように、神様は残るくまなく祓い清めて下さるという。その神々とは、急
流にいらっしゃる瀬織津比売がまず大海原に運んでくれ、次に大海原にいらっし
ゃる速開都比売が飲み込んでくれるという。そうすると気吹戸に坐す気吹戸とい
う神が根国・底国に吹き払ってくれるという。さらに速佐須良比売という神が、
罪穢をすっかりと流して去ってくれる。そうするとあらゆる罪穢が消えてしまう
ので、たくさんの神々もお聞き願って祓い清めに力を与えてくださいと祈り申し
上げるという。 
 
大祓詞は大きく二段に分かれていて、前段は日本国の成り立ちが語られ、後段では「祓」
を行うと罪穢れがどのように消滅するかが語られている。大祓詞の原文は大和言葉で書か
れており、意味はともかく、読み方すら一般の日本人は分からない。竹駒神社の神職は、
大祓詞を毎日（朝拝の際）唱えているため、殆ど覚えているという。  
 しかし、一般の人（参列者）は意味が分からなくても、リピーターの場合は、せめて一
年は二回唱えられており、さらに他の神社祭儀にも唱えられるため、大祓詞には慣れてい
るように見える。 
 
 
                                                   
51 神社本庁教学研究所、1990：122－125 
52 神職 A、聞き取り、2011 
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(ウ) 大幣と切幣を執りて祓う 
 
斎主が大祓詞を奏上してから、元のところに戻る。その後、祭員は先ほど配布された袋
から切幣を出して全身にかけて自分自身の祓いをする。それが終わったら、大幣主役が台
に置いてある大幣を持って祓いを行う。まずは、台の隣に置いてある「人形・車形」が入
っている箱を祓う。それから、斎主、祭員の全員を祓う。同時に、切幣主役が切幣をもっ
てまず箱に撒いて、それから祭員、参列者に撒く。最後に大幣主役は参列者に向かって祓
いをする。同時に、切幣主役も参列者のみんなに切幣を撒く。 
 
(エ) 切幣を回収 
 
大幣主役は、台に置いてある箱を持って祭員に配布した切幣の袋を集めて、また台に置
く。2 名の祭員が神事の前に準備した木綿と麻を裂く。裂いたものと大幣と切幣の袋を一
つにして箱の中 に入れる。 
 
(オ) 神事が終了 
 
(カ) 茅の輪くぐり 
 
神事が終わってから茅の輪のくぐりを行う。斎主、祭員を先頭に、参列者全員が茅の輪
を 3 回くぐって祓いをする。茅の輪のくぐり方は以下のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
写真 46．茅の輪のくぐり方 
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① まず、茅の輪の前に立って軽く礼をする。左足からまたいで輪をくぐり、左周りに回
ってもとの位置に戻る。 
② 茅の輪の前で軽く礼をする。右足からまたいで輪をくぐり、右回りに回って元の位置
に戻る。 
③ 茅の輪の前で軽く礼をする。左足からまたいで輪をくぐり、左回りに回って元の位置
に 
戻る。 
④ 茅の輪の前で軽く礼をする。左足からまたいで輪をくぐり、ご神前まで進む。二拝二
拍手一拝の作法でお詣りする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 47．夏越大祓の神事の様子         
 
 
  
 
 
 
 
 
 
写真 48．参列者が茅の輪をくぐる様子 
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茅輪をくぐるときに、「みな月の夏越の祓する人は千歳の命のぶといふなり」という歌
を唱える53と伝えられているが、竹駒神社の夏越大祓において筆者が見ているかぎりでは、
神職も参列者も何も唱えていなかった。 
 
(ア) 祓ったものを川に流す  
 
茅の輪のくぐりが終わったら、斎主、祭員は社務所に戻り、参列者は解散する。これで
境内における神事が終わる、夏越大祓はまだ終了していない。リュウイキ主役が箱に入っ
ている神事で祓ったものを川に流しに行く。川とは竹駒神社の近くの阿武隈川である。神
事で祓ったものを川に流すことは夏越大祓の重要な部分である。なぜなら、川に流された
ものは海に流れつき、やがて海の底に沈む。海の底には神様がいるので、その神様が沈ん
だものを祓ってくれるというのである54。  
 
１－２－３、年越大祓 
 
A、年越大祓について 
 
年越大祓も大祓のことである。この大祓は 12 月 31 日に執り行われるの一般である。竹
駒神社の神職 A によれば、この大祓は、6 月の「夏越大祓」の後、半年間身についた罪穢
を祓い清め、また新たな年を迎えるために心身を祓い清めることを目的とするという。 
 
B、年越大祓の実態 
 
基本的には、「年越大祓」は「夏越大祓」と同じである。場所、時間、式次第、そして
紙を人の形に切ってつくった「人形」に自分の罪穢れを移して、清めてもらうのも同じで
ある。 
「年越大祓」当日は、正月の準備のため、竹駒神社の境内の様子はもはや正月の気分で
ある。参道や駐車場にはずらりと店が並んでいる。社務所の前には、おみくじや縁起物な
                                                   
53 『神道事典』、1994：202。 
54 大祓詞（中臣祓）の最後の部分に書かれている。 
98 
 
どを販売するところも設置されている。この時点で正月飾りを購入している参拝者がいる
のを観察した。拝殿の手前には、初詣の参拝者が奉納する賽銭を入れるところが特別に設
置されている。 
「年越大祓」は、境内の唐門と楼門の間で行われる。神事の前に神職 2 名が参道に台と
崇敬者の人形・車形が入っている箱を置いておく。この台は神事において使用する大幣と
切幣を置く場所である。午後 15 時前から人々が集まってくる。「夏越大祓」の場合は、竹
駒神社敬神婦人講の行事の一つであるため、女性が圧倒的多く参列するのに対して、「年越
大祓」の場合は、男性もかなりの数で参列する。これは、年末で仕事が休みのため男性が
多く参列すると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 49．竹駒神社の年越大祓の様子（2013、筆者撮影） 
 
午後 15 時、神職 11 名が社務所から斎場に移動する。竹駒神社の「年越大祓」の式次第
は、つまり「修祓、大祓詞奏上、大幣と切幣を執りて祓う、切幣を回収、神事終了」の順
で行うことは、「夏越大祓」のと全く同じであるが、終了後の茅の輪くぐりの儀式はない
のが大きな違いである。 
「年越大祓」の神事が終了後、リュウイキ主役である二人の神職が箱に入っている祓っ
たものを担いで神社の社務所に持っていく。最終的にこれを竹駒神社の近くの阿武隈川に
流していく。  
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写真 50．神職が「年越大祓」で祓ったものを担いでいく（2013、筆者撮影） 
 
１－５ 考察 
 
（１） 手水 
 
参拝者は、だれもが拝殿で参拝する前に手水舎で体を清めなければならない。竹駒神社
では手水舎が二ヶ所設置されている。一カ所目は境内に、二カ所目は拝殿の入り口の近く
にある。前者は、拝殿の前で直接参拝をする参拝者が使用し、後者は、拝殿の中で祈祷に
参列する参拝者が使用する。 
手水舎を設置する場所からは次のことが考えられる。まずは、境内に設置される手水舎
は、鳥居のすぐ近くにあるのではなく、拝殿の門の手前にある。つまり、手水舎の場所を
考えると、神社の聖域は鳥居からではなく、手水舎の設置する場所からとなる。次に、境
内と拝殿の入り口の近くに手水舎が設置されることから、神社の聖域には段階があると考
えられる。神社の場合は、本殿が神聖性が高い場所になり、そこに行けば行くほど清浄性
が高く求められると理解される。 
手水舎で身を清めるという行為から見ると、手水というのは、行為そのものだけではなく、
どこで何の水を使用するのかも重要なポイントとなる。 
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（２） 七五三 
 
七五三詣の事例では、明らかにこの神事の対象としている 3 歳の男女、5 歳の男の子と
7 歳の女の子が生き延びることはとても大変だということから、人々は神様に子供が無事
に育ったことを感謝し、またこれからも無事に育つように祈りを捧げることが分かる。こ
れだけをみると、七五三詣はケガレと直接には無関係だということにもなる。しかし、神
事次第を深く考察していくと、ケガレに関係するいくつかの手がかりがあるのではないか
と筆者が考える。 
 一つは、神事において読み上げる祓詞である。祓詞の内容には、黄泉国から戻ってきた
伊邪那岐命がその身についた穢を祓うために阿波岐原の川原で禊を行い、様々な神様を生
んだ。祓詞はこの神様等を祓戸大神等とし、この祓戸大神に災い、罪、穢を祓清めて下さ
いと浄化をお願いしている祝詞である。 
 もう一つは、神事において祓い清める道具としての大幣である。先述したように、祭主
は大幣を使って参拝者の身ついた罪と穢れを祓い清める。また『神道事典』（1994：198）
によると、大幣とは、神に祈るときに捧げられる物や罪を祓うときに差し出されるものだ
という。 
 
（３） 「夏越大祓」 
 
「夏越大祓」はその事例から、参拝者が願うことや、神事において読み上げる大祓詞、
切幣と大幣、人形・車形、茅の輪のくぐり、そして神事が終わった後、祓い清められたも
のをすべて川に流すことなどから、明らかに参拝者の半年の間に、知らず知らずのうちに
犯した罪や身についた穢れを祓い清めるためのものであることが分かる。 
それは、まず、大祓詞の最後部分に、祓い清められた総ての罪穢は神々が跡形もなく消
滅してくれるとあるからである。次は、人形と車形は形代55と呼ばれるが、人間の身代わ
りとして用いる人形・車形である。この形代は自分の罪と穢れを移して神事において祓い
清められる。大幣と切幣は、先述したように、神に祈るときに捧げられる物や罪を祓うと
きに差し出されるものだという。茅の輪のくぐりでは、茅の輪をくぐることによって罪と
穢れが祓い清められると人々は信じている。2010 年のように、雨にもかかわらず茅の輪の
                                                   
55 『神道事典』1994：198。 
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くぐりが行われたのは、それが欠かせないことだったからであろう。最後に、祓い清めら
れたものを川に流すことは、まさに一番重要なことである。川に流すことによって祓い清
められたものは海底に沈んで、そこにすんでいる神様が祓ってくれるのである。 
 
（４） 年越大祓 
 
「年越大祓」の事例では、「夏越大祓」と同様に、半年間の参拝者の罪と穢れを祓い清
めるために行われることが分かる。「夏越大祓」の茅の輪を除いては「年越大祓」にも同様
のことが言えるが、「年越大祓」の場合は、茅の輪くぐりの儀式が行われないのは疑問にな
る。確かに、竹駒神社の神職 A によると、時期的には、「夏は梅雨のためじめじめしている
ので、いろいろな病気が起こりやすい時期である」から、神事で祓いを受けた後茅の輪の
くぐり儀式も必要である。しかし、現在的に考えると、冬も、寒さや乾燥が厳しくなるに
つれ、風やインフルエンザなどさまざまな感染病が流行るため、夏と同じく病気が起こり
やすいのである。茅の輪くぐり無しの年越大祓には疑問が残っている。 
 
2、神職の清め 
 
上記では、参拝者の清めを考察してきたが、本節では神職の清めを考察する。 
 
A、「神社本庁憲章」における「神職」とその職務 
 
 神社において神事に奉仕する人の総称として、神職、神主という名称が一般的に用いら
れるが、ほかにも神官、祝部（はふりべ）、大夫（たいふ・たゆう）といった呼称も用いら
れる場合がある。神社の祭祀にかかわる人の呼称について井上は、「それらの呼称がふさわ
しい時代があり、現在では、『神職』という語を用いるのが適切であるが、一般には「神主」
という表現の方が馴染みがあるかもしれない」と述べる。（井上 2006：106）。 
 『神道事典』の「神職」の項目には、「神職は神社の祭祀や維持、経営に従事する職員の
こと」とある（阪本 1994：151）。では、祭祀・神事の執行者として、神職はどのように
定められているのだろうか。 
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 昭和 55 年に制定された「神社本庁憲章」56をみると、神職について次のように規定され
ている。 
第十一条： 
一項、 神職は、ひたすら神明に奉仕し、祭祀を厳修し、常に神威の発揚に努め、氏子・
崇敬者の強化育成に当たることを使命とする。 
二項、 神職は、古典を修め、礼式に習熟し、教養を深め、品性を陶冶して、社会の師
表たるべきことを心掛けなければならない。 
三項、 神職は、使命遂行に当って、神典及び伝統的な信仰に則り、いやしくも恣意独
斷を以てしてはならない。 
 これによると、神職にとって最も重要な使命は「ひたすら神明に奉仕する」ことであり、
具体的には「祭祀を厳修」することである。そうすることが神威の発揚となり、氏子・崇
敬者の教化育成につながるという。第二項では神職の日常つとめるべき事項が挙げられる。
神職は「社会の師表」となるためには「古典を修め」なければならないとする。また「礼
式に習熟」し、日夜「品性の陶冶」に心掛けなければならないと説明されている。では、
こうした神職への定めがある中で、実際の神社において、神職は具体的にどのようなこと
を行うのだろうか。以下では、筆者がフィールドワークを行なった竹駒神社を事例に取り
上げたい。 
 
B、竹駒神社の神職の現状 
 
（1）神職の職位と人数 
 
竹駒神社では、神社において神に奉仕し祭儀を行う者は「神職」と呼ばれている。2016
年現在、竹駒神社には、神職が 15 名おり、そのうち男性が 14 名で、女性が 1 名である。
神職の職位から言うと、宮司が 1 名、権宮司が 1 名、禰宜が 2 名、権禰宜が 9 名、そして
出仕が 2 名であるという。表にすると、以下の通りになる。 
 
 
                                                   
56 （神社本庁、1997 : 43-5） 
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職位 人数 性別 備考 
宮司 1 名 男性 定員は１名    
権宮司 1 名 男性 定員は 1 名    
禰宜 2 名 男性 定員は 2 名    
権禰宜 9 名 男性と女性 9 名のうち 1 名が女性。定員はない 
出仕 2 名 男性 定員はない    
表 7．竹駒神社の神職の職位、人数、性別 
 
竹駒神社の権宮司に関しては、神職 A は次のように説明している。竹駒神社は平成 6 年
から 26 年 3 月まで権宮司が欠員であったが、平成 27 年 4 月から新しい権宮司が就任され
た。本来は、権宮司は禰宜の中から選ばれるが、どうしても決まらないときは他の神社か
ら新たに権宮司が来る場合もある。現在の権宮司は、宮司の意向により、宮城県神社丁の
元参事が決定されたという。権宮司は、神社本庁の定めにより、本来は，大きな神社（規
模の大きい、神職の人数が多い神社）でしか認められない。宮城県で権宮司を置くことが
できる神社は 4 社あり、塩竈神社、黄金山神社、竹駒神社、そして宮城懸護國神社である。 
竹駒神社では、宮司と禰宜の職位には定員がある。宮司の定員は 1 名で、禰宜の定員は
2 名である。宮司も禰宜も、本来は下の位の者が上の位に上がっていく仕組みになってい
る。例えば、禰宜が一人抜けたら、一番上の権禰宜が禰宜になる。今の宮司も、前の宮司
が退職して、当時権宮司であった今の宮司が上がって宮司になった。これに対して、権禰
宜と出仕に関しては、竹駒神社では特に定員はない。出仕が三年間奉仕して、四年目から
は権禰宜になるという。 
 
（2）神職の職務 
 
次に、竹駒神社の神職の主な仕事について紹介しよう。まず、定期的に、特定の場所で
行われるものには、以下のような職務がある。 
（イ）祭祀と行事 
神社本庁の「神社祭祀規程」により、竹駒神社においては、毎年様々な祭祀や行事を執り
行なわれている。それらの祭祀や行事は、大祭・中祭・小祭に区分されて行われている。
（竹駒神社の祭事歴参照） 
104 
 
（ロ）潔斎 
竹駒神社では、神職が朝自宅から来て白衣と袴に着替える前に神社の中にある潔斎所で潔
斎を行う。 
（ハ）朝拝 
竹駒神社では、毎朝、参拝者に奉仕をする前に朝拝が行われる。この朝拝にはその日の社
務所の当番の人を除いて全職員が参加する。 
（二）禊 
竹駒神社では、神職は自分の心身を清らかにするために神社の裏にある禊場で禊を一ヶ月
に一回行うことになっている。 
潔斎、朝拝、禊については以下に詳しく述べる。 
他に、不定期的に、不特定な場所で行われる、以下のような職務もある。 
（ホ）祈祷 
神職 E は、参拝者と神様との仲を繋ぐ立場から、神職は厄除祈願、家内安全や商売繁盛、
交通安全など参拝者の希望に応じて社内で祈祷を行うという。その他にも、地鎮祭、清祓
や安全祈願祭など、神社外、つまり神職が氏子の間に出向いて行う祈祷もあると話す。  
（へ）勉強 
神職 A は、神職として、後世に色々なことを伝えていくために、自分自身にも多くの知識
が必要と話す。そのために、神社庁や伊勢神宮などへ研修に行ったり、本を買って読んだ
りと、勉強は欠かさないものであるという。  
竹駒神社の神職からの話を聞くと、以上のような職務57があることが分かった。発表者は、
その中でも潔斎、朝拝、禊に注目し、2010 の 6 月～2011 年の 10 月まで参与・非参与観察
を行なった。 
 
2－1、竹駒神社の神職の清め 
 
2－1‐1、潔斎  
 
潔斎とは、祭祀者が祭祀に先立って穢れに触れることを避けたり、祭祀者としての資格
を完成するため心身を清浄にすることである（津城寛文、1994：384）。  
                                                   
57 神職は祭祀のほか、神社の管理も行なっている（神職 A,聞き取り、2011）。 
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ここでいう潔斎は、神事を斎行するにあたり、奉仕する神職が一定期間心身を清浄にす
ることを意味する。神職 B によれば、身にケガレのある状態で神様をお迎えしても、神様
は不浄を嫌われるので祭りは成立し得ない。そこで神事を行うにあたって、ケガレを避け
心身の清浄を保ち、神様をお迎えるのであると述べる。 
神職 C58によれば、神職は神様に奉仕をするうえで心身ともに清浄な状態を以て一日の奉仕
をするということが前提である。さらに、神職はいろいろな人たちとの接触する機会が多
いため、その人たちの対応・応対する中でケガレが知らず知らず身に付いてくるので、一
日の仕事が無事に終わるように毎朝潔斎をしていると説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 51．竹駒神社の潔斎所 (2012、筆者撮影) 
 
竹駒神社では、潔斎の場所、時間、作法が決められている。場所は二か所あり、二か所
とも神社の中の台所と参拝者控室の間にある。遠くからみるとお手洗いのように見えるが、
ドアに「潔斎所」と書かれている。中は風呂場とほぼ同じである。部屋が二つに分かれて、
前の部屋は脱衣場で、奥の部屋は風呂である。脱衣場には荷物を置くところがあり、手を
洗うところもある。壁には潔斎の作法が貼ってある。奥の部屋には湯船という水をためる
場所があり、水道を流すパイプが付いている。壁に桶が掛かっている。潔斎について神職
A は、本来は潔斎所で行われるべきであるが、竹駒神社には潔斎の専用施設がないため、
風呂場で行われるという。また、風呂場も二つしかないため、一人の婦人神職 D は神社で
の潔斎を遠慮している。潔斎所に関して、神職 D は本当は男性神職と同様、神社の中の風
呂場で潔斎をしなければならないのだが、婦人神職専用の施設がないため、家で行ってか
ら来るという。竹駒神社では、性別を問わず職務は同じである。潔斎に関しても、神職 C
                                                   
58 男性、禰宜。 
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はものごとに関わらず神職である以上はしなければならないという。 
潔斎は、朝 7:30～7:45 の間、神職が白衣と袴に着替える前に行われる。婦人神職だけ
は、家で潔斎を行うため、朝神社に着いて着替えた状態で大幣で自祓いをする。しかし、
その日に奉仕の担当をする場合は、神社に着いてから手水をする。潔斎は一日一回、朝の
みだが、神職 B は、長時間にわたって祭りを行う間、トイレへ行ったときは潔斎を必ずし
直すと説明する。トイレに関して、神職 D は、自分の専用のトイレではないので、いろん
な人が入ったり出たりして使用するわけだから、やはり誰が使ったか分からないところに
行って、同じ行為をするということは、そこから自分にいろいろなことが関わってくる部
分があるので、それを清めなければいけない。しかし、潔斎をし直すのではなく、手を洗
って口を注ぐだけだと述べる。 
潔斎所の壁に貼っている作法には次のように書かれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、神職 A は、潔斎の作法は実際に次のように行われると述べる。 
① 水の溜まっている方に二拍をする。 
② お湯を肩から浴びる。 
③ 顔を洗う。 
④ 右足、左足を洗う。 
⑤ 右足、左足の上のももの方を洗う。 
⑥ 手を流す。 
⑦ 肩を流す。 
⑧ 顔洗って口を注ぐ。 
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⑨ 頭を洗う。 
⑩ 水の溜まっている方に二拍をする。 
潔斎を行うときは、石鹸やボディーシャンプーは使わないという。 
以上、竹駒神社では、神職が毎朝潔斎を行うことになっている。潔斎は朝拝の前という
時間から考えると、潔斎はケガレのある状態から心身を清めるほかに、神事に神事に参列
する最低要件を満たすために行われるといえるだろう。 
 
2－1－2、朝拝 
 
竹駒神社では毎朝 8 時から朝拝が行われる。神職 B は、朝早くから参拝者の対応に追わ
れる年末年始の忙しい時期などを除き、原則として毎朝朝拝を行なっている。神職は参拝
者と神様の仲を繋ぐという仕事をする前に、まずその日の自らの心身を清浄にしなければ
ならない。それが本来朝拝の目的であると述べる。 
筆者の観察では、この朝拝は社務所の当番の人を除き職員全員で行われている。朝拝は
以下のように行われる。 
 
08:00 
職員が拝殿に来て座る。先に来た職員が適当なところに座るように見えるが、神職 C に
よれば、職員の座るところは決まっているという。筆者が観察したところでは、大きく言
えばふたグループに分かれている。神殿に向かって左側には一般職員が、右側には神職と
巫女が座る。神職は前方に巫女が後方に座る。神職は、職位によって座っており、前方に
宮司、その次に禰宜、権禰宜、出仕が、後方に巫女が座る（図９参照）。 
 
08:05 
宮司が拝殿に来てから、朝拝が始まる。朝拝は修祓から始まる。典儀と呼ばれる朝拝の
奉仕を担当する神職が大幣を以て参列者を祓う。神職 C は、典儀の役をする神職は拝殿に
来る前に別の部屋で自祓を行うと述べる。 
 
08:08 
大祓詞が奏上される。宮司が拝殿から祝詞を読み上げるところに移動する。宮司と参列
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者全員が手を合わせて大祓詞を読み上げる。 
 
08:15 
大祓詞の読み上げが終わったら、続いて全員が祭神を唱える詞を読み上げる。C さんは、
神社によって読み上げる詞が異なるという。 
 
08:22 
朝拝が終了する。職員全員が解散する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7．竹駒神社の朝拝における職員の位置 
 
朝拝では、儀式が始まる時点で、典儀と呼ばれる朝拝の奉仕を担当する神職が大幣を以
て参列者を祓う、いわゆる修祓が行われる場面がある。となると、清めが二回行われるこ
とになる。しかし、よく考えてみると、潔斎の場合は、朝拝に参列するか否かを問わず行
われるのに対し、修祓は神事に参列する条件として行われるのである。 
朝拝の中で最も注目すべきこととして、大祓詞がある。これまで筆者が観察した一年の
祭事の中で、大祓詞は 6 月末の夏越大祓と 12 月末の年越大祓の儀式の時にしか奏上されて
いない。この二つの儀式は一般の人々の罪穢れ、災厄を取り除くために行われる。しかし、
◎ 典儀 
 
 ● 
◎◎◎         ○○    
◎◎◎         ◎◎◎◎     
◎◎◎         ◎◎ 
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             ▲  
         ▲ 
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一般職員 
神 殿    
殿 
              ◇ 祝詞を読み上げるところ 
● 宮司 
○ 禰宜 
◎ 権禰宜 
◆ 出仕 
▲ 巫女 
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大祓儀式では、祓い主と呼ばれる役が大祓詞を宣読するのに対して、朝拝の儀式では、参
加者全員が両手を合わせて読み上げる。これに関して A さんは、大祓詞は神道の祭祀に用
いられる最上の祝詞である。読み上げることだけで罪汚れが祓われると述べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 52．竹駒神社の朝拝の様子 (2011、筆者撮影) 
 
このように、竹駒神社では朝拝の中で大祓詞を読み上げるという事は、神職は自らの罪
穢れを認め、新たな清らかな心身を以て神様に奉仕し、今日も仕事が無事に終わるようと
いう願いを込めることを意味すると言えるであろう。 
 
2－1－3、禊  
 
禊とは「身体を洗い漱ぐことで、身についた凶事や罪穢を除去して清めること」とある
（西岡、1994：394）。 
ここでいう禊は神職による禊である。禊の神話的起源は伊弉諾尊（いざなぎのみこと）
が亡くなった妻、伊弉冉尊（いざなみのみこと）を黄泉の国（死後の世界）まで追い求め
て、再びこの世に戻ってきたときに、黄泉の国で穢れてしまった我が身を川で禊いで祓い
清め、祓戸大神が誕生したことにある。 
神職 B は、禊は、汚いもの（罪穢れ）を流して、或いはなくしてきれいなものに転化さ
せる、言い換えれば悪いものを捨てて、いいものを生み出すために行われると述べる。竹
駒神社では禊は神社の裏にある「禊場」で行われる。この禊場は昭和 49 年（1974）に設置
された。本来、神職として仕事をする前に自分の心身を清らかに（禊を）しなければいけ
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ないが、竹駒神社では義務ではなく、個人に任せるようである。神職 B は「昔は、禊には
神職が全員参加したが、ここ 10 年は、少なくなっている。現在は月一回することになって
いる」という。しかし、冬の寒さとお正月に向けた準備のために場所が使えないため、実
際に禊を行うのは 4 月～10 月の間のみである。筆者は竹駒神社の禊の担当者から許可をも
らって 2011 年 7 月～10 月の禊に参加した。 
 
（ア） 禊の準備 
 
基本的には、禊の準備は前の日の午後からはじまる。準備は全て若い神職（出仕）が担
当することになっている。準備の流れは以下の通りである。 
(１) 禊場の掃除 
(２) 水槽への水流し 
(３) 桶と雑巾の準備 
(４) 金幣の準備 
 
（イ） 禊の当日 
 
神職は朝、自宅から普段着を着て出勤する。神社に来たら、個室に入って褌を締めて、
鉢巻をして、白衣に着替える。B さんは、禊の時間までは他の人と言葉を交わさず、静か
にして気持ちを落ち着かせると述べる。７時になったら参加者全員が禊場に集合する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 53．竹駒神社禊場（2011、筆者撮影） 
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（ウ） 禊の行事次第 
 
神職 B は、禊の作法や次第にもいくつかの形があるようだが、現在神社本庁が採用して
いる禊の行法（神社本庁研修禊祓行事次第）は、明治から昭和初期にかけて活躍した神道
家・川面凡児59によって復興・整備されたものが元になっていると述べる。発表者の参与
観察から、禊は次のように行われる。 
7:00  振魂 
参加者は禊場の水槽を囲んで立つ。道彦と呼ばれる先導者の合図に依り、「祓戸大神(ハ
ラヘドノオホカミ)」と連唱しつつ振魂（振魂は両手を臍下前方に左手を上にして掌を軽く
組合わせ、連続して上下に振り動かす。組み合わせる掌中には空間を開けて、掌中にある
自分の魂(ミタマ)を振り動かす要領で行う）を行う。振魂の間は「祓戸大神」を連唱する。
B さんは、手の中に祓いの神の魂を挟み、「祓戸の大神」を唱え、振ることによって魂が
活性化すると述べる。 
 
                               ○：参加者 
 
 
 
図 8．禊場における参加者の位置 
 
7:02  祓詞奏上 
道彦は金幣を置く場所に移動する。参加全員が金幣の置かれた場所に向かう。道彦の先
導により、二礼して、祓詞を全員で読み上げる。そのあと、二礼・二拍手・一礼。 
 
掛(か)介(け)麻(ま)久(く)母(も)畏(かしこ)伎(き)伊邪那(いざな)岐(ぎの)大神
(おおかみ)筑(つく)紫(し)乃(の)日(ひ)向(むか)乃(の)橘(たちばな)小(のを)戸
(ど)乃(の)阿波(あは)岐(ぎ)原(はら)爾(に)御(み)禊(そぎ)祓(はら)閉(へ)給
                                                   
59川面凡児（1862－1929）は、明治末期から昭和初期にかけての神道者。文久 2 年（1862）4 月 1 日大分
県宇佐郷に生まれた。15 歳の時から宇佐神宮の新体山（大元山）に 3 年こもり修行、神仙か啓道された
という。24 歳の時上京。新聞記者をしつつ法律・経済などを学び、仏教を会得した（『神道史大辞典』 安
津素彦 2004：253）。 
            金幣を置く場所 
○          ◎ 道彦 
 
○   ○   ○  
水槽 
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(たま)比(ひ)志(し)時(とき)爾(に)生(な)里(り)坐(ま)世(せ)留(る)祓(はらえ)
戸(ど)乃(の)大神(おおかみ)等(たち)諸(もろもろ)乃(の)禍(まが)事(ごと)罪
(つみ)穢(けがれ)有(あ)良(ら)牟(む)乎(を)婆(ば)祓(はら)閉(へ)給(たま)比
(ひ)清(きよ)米(め)給(たま)閉(へ)登(と)白(まを)須(す)事(こと)乎(を)聞(き
こし)食(め)世(せ)登(と)恐(かしこ)美(み)恐恐(かしこ)母(も)白(まを)須(す)  
（祓詞の原文（神社本庁研修所より） 
 
伊弉諾尊は、妻の伊弉冉尊とともに、この国土（日本）を生み、神々を生んだ。
ところが、最後に火神を生むことによって妻の伊弉冉尊は死んでしまう。伊弉諾
尊は、妻の死を悲しんで黄泉の国まで追いかけて行くが、妻を呼び戻すことがで
きなかった。そして、死者の国へ行って大変穢れて帰ってくる。そこで、筑紫日
向の橘の小門の阿波岐原というところで、海水を浴びて禊を行ったと伝える。そ
のときにたくさんの祓戸の神々が誕生しているが、その神々の力によって様々の
罪や穢れを祓い清めてくださいと恐れ謹んで申し上げる、という意味のことを唱
えるわけである。つまり祓詞を唱えるということは、伊弉諾尊が禊を行ったとき
に生まれた祓戸の神々に力が発動されて、罪や穢れを祓い清めていただくわけで
ある。 
祓詞の解説（神社本庁教学研究所より） 
 
ここに登場する祓戸の神々の名前は書かれていないが、祓詞の元である大祓詞には
書かれている。この神々は祓所の四柱とも呼ばれ60、瀬織津姫は川の神、速開都姫は
海の神、気吹戸主は風の神、速佐須良姫は地底の神と位置づけられるであろう。 
 
7:03  振魂 
前と同じ動作。 
 
7:04  鳥船行事（第一段） 
鳥船行事は神社本庁研究所が発行した「禊並びに神拝行事の栞」を参考にしている。 
① まず左足を一歩前に踏み出す。 
                                                   
60 神社新報社（1995） 
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② 次に上体を前に倒しながら前両手を下方へ突出す。 
③ 次に突き出した両手を握り胸の辺りに引寄せながら上体を起こし後方に引く。突
出す時に「エイッ」、引寄せる時に「エーツッ」と唱え、これを繰返す。 
途中に和歌が入る。 
 
「朝夕に 神の御前にみそぎして すめらが御代（ミヨ）に仕へまつらむ」 
「朝と夕方に神の前にみそぎをして、この世の天皇陛下が修めている国に従う。」
という意味61。 
 
この和歌は二回歌う。道彦の合図に依り元の姿勢に復す。 
 
7:05 振魂 
前と同じ動作 
 
7:06 鳥船行事（第二段） 
道彦の合図で足の位置を交代する。 
動作は前段と同じだが、両手を突出す時「エイッ」、両手を引寄せる時に「ホ」、と唱
え、これを繰り返す。途中に和歌が入る。 
 
「遠つ神 固め修めし大八洲(オオヤシマ) 天地共に永遠(トハ)に栄えむ」 
「遠つという神があって、修めている日本という国が永久に栄えるように祈る。」
という意味62。 
 
道彦の合図に依り元の姿勢に復す。 
 
7:08 振魂 
前と同じ動作 
 
                                                   
61 神職 B の説明による。 
62 同上。 
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7:09  鳥船行事（第三段） 
動作は前段と同じ  
左足を斜左前に踏み出し、両手を突出す時に「エーイッ」、突出す時に両手を開いて「サ」
と唱え、これを繰返す。途中に和歌が入る。 
 
「天津神 国津神たちみそなはせ おもひたけびて我が為す業（ワザ）を」 
「天津の神と国津の神たちに従え、その神々のわざを君たちもやってくれ。」 
という意味63。 
 
道彦の合図に依り元の姿勢に復す。 
 
7:11  振魂 
前と同じ動作 
 
7:12  雄健（おたけび）行事 
両手を腰に当て、足を開き、道彦の発声に従い 
「生魂(イクタマ)・足魂(タルタマ)・玉留魂(タマタマルタマ)と唱える。 
「長生きする魂」、「健康な魂」、「自分の御魂が留まったいる魂」という意味64 
 
7:13  雄詰（おころび）行事 
左足を斜前に踏み出し、左手は腰に当て、右手は第一・第四・第五指を折り、第二・第
三指を立てて眉間の辺に構へ、「国常立命」（くにの とこたちの みこと）と叫ぶ。次
に「イーエッ」の気合と供に右手にて空間を斜左方に切り下ろすと同時に右足を左足にそ
ろえる。 
次いで、「エーイッ」の気合と供に右手、右足を元に戻す。（三度反復） 
 
7:14  気吹（いぶき）行事 
両手を拡げて差上げると同時に大気を静かに腹中に収め、次に両手を頭上にて組み、 
                                                   
63 神職 B の説明による。 
64 同上。 
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徐々に下げながら上体を屈するに従ひ、静かに息を吐く。 
（体内に潜む穢れを吐き出し、新しい息吹を丹田に入れ込む要領で行う） 
之を三度反復す。 
 
7:15  禊行事 
「エーイッ」の気合と供に水槽に向いて、桶を用い水槽から御神水を汲みて自らの体に
注ぎ禊を行う。 
水を浴びる回数は決められていない。各々が心に決めた回数を無心で行うものとされてい
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 54．竹駒神社の神職の禊の様子（2011、筆者撮影） 
 
7:16 振魂 
前と同じ動作 
 
7:17  鳥船行事 （第一段） 
前と同じ動作 
 
7:19  振魂 
前と同じ動作 
 
7:20  鳥船行事 （第二段） 
前と同じ動作 
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7:22  雄健行事 
前と同じ動作 
 
7:23  雄詰行事 
前と同じ動作 
 
7:24  気吹行事 
前と同じ動作 
 
7:25  二礼・二拍手・一礼 
先導者の合図により、全員「ありがとうございました」をいう。 
 
（エ） 後片付け 
 
禊が終わったら、出士以外は全員個室に行って白衣に着替える。後片付けは全部出仕が
する。後片付けをするのは以下の通りである。 
１．金幣は保管する部屋に安置する。 
２．桶は乾かしてから保管する。 
３．水槽を空っぽにして、カバーをかける。 
４．雑巾を洗濯する。 
以上にみてきたように、竹駒神社では 1 ヶ月に 1 回禊が行われる。ここで注目すべきこ
ととしては、祓詞が奏上することと身体に水をかけることである。言い換えれば禊は潔斎
と朝拝、或いは外面的なものと内面的なものを一体化した儀式である。禊場に祓戸乃神を
呼び、神様の前で、禊を行うことによって参加者の罪穢が祓われるのである。 
 
2－2、考察 
 
以上のことから、神様に奉仕をする仕事を行うためには、竹駒神社の神職は様々な方法
で心身を清めることがわかった。神職によるお清めは、最終的に次のようにまとめること
ができるだろう。 
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（１） 内面と外面的な意味 
 
潔斎、朝拝、禊は、一言で言えばどれも神職の心身を清浄にするために行われるものだ
が、それぞれに付される意味や位置づけは、必ずしも同じではないことがわかる。 
潔斎は、上で説明したような潔斎所で、足、手、目、口、顔、肩、頭といった身体の部
位を水で洗う行為が中心であり、特に決められた祓詞はない。このように、我々が入浴に
よって身体を清潔にするのと同じようなかたちで行われる。次に、朝拝では大祓詞を読み
上げることで「罪穢れ」が祓われる。このように、神職は、潔斎で身体を洗浄し、朝拝で
大祓詞を読み上げることで「ケガレを避け心身の清浄を保ち、神様をお迎えする」ことが
できるのである。また、朝拝は潔斎を済ませていないと参列できないことから、潔斎は朝
拝を行うための最低要件であり、この２つの清めの儀式は独立しているのではなく、連続
したものとして考えなければならない。そういう意味で、神職にとって、「ケガレを避ける」
ためには、身体の清潔さは、初歩的（初期的）な条件となっている。B さんが述べるよう
に、「身にケガレのある状態で神様をお迎えしても、神様は不浄を嫌われるので祭りは成立
し得ない」からである。 
そうした意味では、禊は潔斎と朝拝の双方の要素を含んでいると言うことができるだろ
う。禊では祓詞を読み上げるし、身に水をかける行為も行う。しかし、禊は、いつ行うの
か、という点について他の２つとは異なる。そのことに関して、以下に詳しく述べたい。 
 
（２） 日常と非日常的な清め 
 
先述したように、潔斎及び朝拝は毎朝、一日の神事の始まりの前に必ず行う。神職 C が
述べるように、「神職は参拝者と神様の仲を繋ぐという仕事をする前に、まずその日の自ら
の心身を清浄にしなければならない」からである。一方で、禊は月に１回と、一定の間隔
をあけて行う。そういう意味で、潔斎・朝拝は日常的な清めであり、禊は非日常的な清め
として位置づけることができるだろう。こうした違いは神職の言葉からもうかがうことが
できる。 
例えば、神職は「ケガレ」が一日の神事での人々との接触を通して付いてくるものとし
て説明する。そして、潔斎や朝拝では、水を使って洗い流す、あるいは大祓詞の読み上げ
によって「祓う」など、「ケガレ」や「罪穢れ」を自身から落とす、祓うことが大きな目的
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となっている。すなわち、潔斎や朝拝では一日をとおして日常的に身についてくる「ケガ
レ」をその都度祓い、元の清浄な状態に戻ることが主たる目的となっており、これについ
ては神職によっては共用のトイレを使用した際にも潔斎を行うことからもうかがえるだろ
う。 
 一方禊の目的は単に「ケガレ」を取り除くだけに留まらない。そこでは、「汚いもの（罪
穢れ）を流して、或いはなくしてきれいなものに転化させる」こともその目的となってい
る。元の状態に戻るのではなく、新たな状態へと自身を移行させていくということがここ
では重要である。そのため、潔斎・朝拝のような日常的に「ケガレ」を祓う目的とは異な
る、非日常的に自身を清浄な状態へと導く儀式として捉えることができるのではないだろ
うか。 
 
     期間 場所 
ケガレを 
祓うもの 
祓われる 
もの 
参加者 
個人・ 
集団 
日常・ 
非日常 
朝拝 毎日 社殿 大祓詞 内面 全職員 団体 日常 
潔斎 毎日 
潔 斎
所 
水 外面 全神職 個人 日常 
禊 
1 ヶ月 
1 回 
禊場 祓詞と水 内面と外面 神職 団体 非日常 
表 8．朝拝と潔斎と禊の相違 
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第五章 竹駒神社における普遍的なケガレを祓う儀礼（２） 
―初午大祭の神輿渡御を手掛かりに― 
 
1、初午祭の概要 
 
 初午祭は、一般には２月最初の午の日に行われる祭事である（岩井 洋、1994：302）。
神職 B によると、稲荷神が五穀豊饒の守り神であるとの信仰は、古くから深く農民の心に
伝わるものであり、春の農事に先駆けて豊饒を祈るための祭事がこの初午祭であるという。 
 初午祭は、2 月の初午の日に執り行われるが、この日は年によって違う。それは、明治
に入ってから新暦が用いられるようにったためである。旧暦の 2 月の午の日は、早い年は
新暦 2 月中に、遅い年は新暦 4 月の初めになることも稀ではない。また午の日は、2 月中
に２度は必ずあり、年によっては３度あることもある。 
初午祭は、京都の伏見稲荷大社に伝わる「口授十五箇條の解、二、鎮座の事」にその起
源が記されている65。それによると、和銅 3 年は四季の連鎖と循環が全く不順であり、そ
のうえ農作物の生育に欠かせない降雨が少なく、干天続きとなった。そのために五穀が実
らず凶作となり日本国中が飢饉に見舞われた。さらにこの時は養蚕も思うようにまかせず、
機織もできない有り様で農民は困苦欠乏との闘いを余儀なくされたのである。そのときの
第 43 代元明天皇（女帝）は、そうした有様を非常に心配した。そこで天皇は詔を下して使
いを名山、大川に遣わし、天つ神国つ神を祭って祈願を命じたという。天皇は神の教示に
よって伊呂具秦公に命令して、翌年の和銅 4 年 2 月初午の日に、京都の稲荷山の三ケ峰に
稲荷大神を祭ったのであった。そうするとその年の神の霊験があって五穀は大豊穣となり、
養蚕での収繭量もあがり機織物もよくできて国中の農民は富み栄えた。それ以来 2 月初午
の日に天災飢饉の大難を救った稲荷大神に礼参りをするように全国に布令を出した。これ
が 2 月初午の日に参詣する習わしの始まりであるという。 
 
2、竹駒神社の初午大祭 
 
竹駒神社もまたこの 2 月初午の日を初午大祭の祭日としている。とはいえ、竹駒神社の
初午大祭は、日本三大稲荷神社に数えられる伏見稲荷大社や笠間稲荷神社が新暦の初午に
                                                   
65 佐々木喜一郎『初午のはなし』1969：6－7。 
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一日で執り行われるのに対し、竹駒神社は、旧暦の初午の日に七日間執り行う点が異なる。
竹駒神社では第 1 日目を「初日」、4 日目を「中日」、7 日目を「仕舞日」と呼び、期間中の
日曜日66には神輿渡御、第 5 日目には例祭が執り行われる。 
竹駒神社の保有する資料67（著者不明）によると、竹駒神社が旧暦の初午の日を初午祭
とする理由は、次のように書かれている。 
 
2 月の初午の日は、古来先人は長い厳冬からようやく解放され、万物が躍動する
春の息吹きと人々の喜びを強く感じさせる東北独特の気候であること、しかも農
事に先駆けて農業の守護神である稲荷大神に、その年の豊作を祈る祭儀であるこ
と。東北の農業には、まだ旧暦の暦が無視できない伝承行事や祭りなどが温存さ
れていること、また竹駒神社の祭事の旧正月、明神講祭等は、農事暦であること
等、東北の風土に密着した祭りであること。東北の農閑期である冬期間の出稼ぎ
者が、出稼ぎから帰り、多忙な農事に備えるという社会生活上の特殊性があるこ
と。以上よりこの祭が東北特有の自然と長年月にわたる生活慣習から織り上げら
れた郷土色豊かな祭であること、更には竹駒神社の由緒と縁日を尊重するという
こと等から、旧暦の 2 月の初めの午の日が初午祭として最適であると信じられて
いる。さらに初午祭が 7 日間に亘って執り行われることについてはこの地域特有
の事情があることが、竹駒神社の縁起記68から推察される。竹駒神社では初午祭の
時期に、他国の人や近隣の地方の人々が集まり混み合い、芸人やからくり人形の
                                                   
66 竹駒神社に提供して頂いた資料によると、神輿渡御が日曜日に行われる理由は次のようにあげられる
（著者不明）。 
（一） 氏神的性格。世話人会、奉賛会、奴奉仕講、神輿奉仕講、神馬奉仕団、供奉員、稚児神子等々竹
駒神社は地域社会の強力な協同意識と連帯意識によって支えられていること、また神社の歴史や
伝統に対して清らかで麗わしい誇りをもっているというのが実態である。その反面祭に関わる奉
仕の面になると日曜日をという声が大半を占めているのが現状である。 
（二） 崇敬神的性格。竹駒神社は小野篁によって創建されて以来、東奥開拓の大神として歴史的に広い
崇敬圏を持つ神社として発展してきた。特に稲荷信仰を基盤とした祭神の神徳を宣揚するにつけ
てもこれからの若い世代を積極的に信仰指導し灯明料世話人、講中、崇敬会等組織の拡大強化が
必要とされる。このようなことに対処するにしても日曜日がもっとも望ましいところと思われる。 
（三） 観光的性格。世はまさにレジャーブームの時代に入ったといっても過言ではない。現代の観光旅
行的風潮は、企業等での週休二日制の実施を初めとして余暇時間の増加からくるものであるが、
それを如何にして神社と結びつけるかが現代的な課題だと考えるものである。現在管区ブームに
よる社頭収入は、増加の傾向にあり、当社の大事な財源の一つとなっている。これらの参観や参
拝も時代相を反映し、土曜日、日曜日に集中するという現況なのであるという。 
67 この資料の書写を神職 A に頂いた。 
68 竹駒神社の縁起記は、仙台藩五代伊達吉村の命により、仙台市青葉区八幡町の名刹竜宝寺の住職実政
法印の記述になるもので、巻末に奥書きと吉村公の署名、書判（花押）が付され、享保三年（一七一八）
六月中旬の年記が見られ、社宝として遺されている（石垣、1991：38）。 
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たぐいなど、もろもろの種々雑多な芝居の興行が神社の庭に並び列なって賑わう。
また慣例上、この間には神社境内で養蚕に関する物や農具類を売る市が開かれて
いたという。 
 
更にかつてはこの初午の日から 100 日間、岩沼の宿場で馬市が開かれていたともいわれ
ている。これは、創健者小野篁が国守であった時に命ぜられて起り、現代に至るもので、
その間千数百年の長きに及んで、ますます盛大に活況を見せているとされる。代々の国守
は、この馬市で優れた良い馬を数多い中から選抜し、神に奉り、また自分の乗馬を選び出
して手に入れることを通例としている。馬市は、初午祭の初日（初午の日）が百日間の長
い期間開かれた。その後 50 日間になり、残り 50 日間は仙台の国分町が会場となったと記
されている（石垣、1991：38）。 
このようにして、当時は、初午祭には単に農業の神としてのみ祀られていたのではなく、
馬市を含むこのような縁日の模様によって豊かになり大勢の人々が訪れて来ていたことが
読み取れる。 
 
2－1、前夜祭・霊移し 
 
ここでいう前夜祭は、初午大祭の前の晩に行われる神事のことであるが、平成 25 年の
初午大祭は初日が日曜日であったため、前夜祭は翌日に行われる神輿渡御の「霊移し」の
行事と一緒に行われた。霊移しとは、神霊を本殿から神輿堂に安置している神輿に移すこ
とである。その日の午後六時半頃、竹駒神社の職員が本殿から神輿堂までの道に絨毯を敷
く。拝殿の中には神事の準備をしている巫女や神職の姿が見える。境内や社務所にはぞく
ぞくと参詣者が集まって来る。 
写真 55．竹駒神社の社殿、前夜祭直前の様子（2013、筆者撮影） 
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午後 8 時から社殿で前夜祭の神事が始まる。神事に参列する人は、総代、世話人会、竹
駒奴、横手市旭奉賛会や神輿を担ぐ会の神輿渡御の関係者と、夜籠をかねて、初午大祭の
一番祈祷に並ぶ一般参列者である。夜籠をする人たちは 30 名程度で各県から集まってくる。
全員一番祈祷を待ちながら神社の社務所の 2 階にある広間に泊まる。 
前夜祭・霊移しは厳粛に行われる。式次第は下記の通りである。 
① 修祓：神霊を招く前に、まず参拝者全員の心身の罪穢れを祓う。 
② 斎主一拝：祭を主宰する神職が神前に進み一拝する。参列者は斎主に合わせて一拝   
する。 
③ 本殿の扉を開く：本殿の扉を開閉するのは神社の神職の中でも最も上位である宮司の
役目である。次席の禰宜が周囲を戒める先払い「警蹕」69を唱える。 
④ 神饌を供す：斎主は一拝してから神の召しあがりものである神饌を神前に供える。 
⑤ 祝詞奏上：斎主が祝詞を奏上している間は、次席の禰宜は全員手を床につき、60 度の
礼の姿勢を取る。椅子席の参列者も立ち上がり、60 度の礼の姿勢を取る。 
⑥ 神楽舞を奉る：2 人の巫女が登場して雅やかで美しい舞を神前に奉納。 
⑦ 玉串を奉り拝礼：斎主に続き、各団体の代表者が神職から玉串を受け取って神様に捧
げる。 
⑧ 神饌を徹す：斎主が一拝してから神前に供えられたものを取り下げる。 
⑨ 本殿の扉を閉ず：扉を閉じる前に霊を移す儀式が行われる。本殿から神霊を移す時に
は、明かりが消され、周りは真っ暗になる。そして神霊が人の目に触れないようにす
るため、神霊を持つ宮司は他の神職たちの持つ白い布で周囲を囲まれる。懐中電灯の
光の下で先頭を歩く神職が警饆を行い、宮司、そして参列者全員がゆっくりと本殿か
ら神輿堂まで移動する。宮司は白い布に囲まれたまま神輿堂に上がって神霊を神輿の
中に移す。参列者は全員神輿堂の前で見守る。やがて霊移しが終わると明かりが付け
られ周りは再び明るくなる。こうして神様は一晩中神輿に鎮座するが、神職と参列者
は拝殿に戻って、宮司一拝 一同合わせて拝礼し儀式を終える。 
真っ暗な中で御霊を移すことについて、神職Ａは次のように説明する。『古事記』によ
れば、天照大神が天岩戸に隠れると世の中は真っ暗になった。そこで、他の神たちは知恵
を絞り神楽を舞ったりした。外が賑やかなことを不思議に思った天照大神が少しだけ天岩
                                                   
69 「警蹕」とは、祭祀・祭礼において、降神・昇神、開扉・閉扉、或は渡御の祭に、神職などと祭りに
かかわる者が、「おー」と発する声（井上順孝、1994：235－236）。 
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戸を開けて覗いたところ天岩戸をこじ開けられ、世の中が明るくなった。神様というのは
神聖なもので、目に触れてはいけない。つまり、天照大神がお隠れになったことによって
神の存在が顕在化したのである。それ故、移動するときは夜の真っ暗な中で行うのが一番
いい」という。 
 
2－2、発輿祭 
 
平成 25 年の初午が日曜日（3 月 17 日）であったため、神輿渡御は初午大祭の初日に行
われた。午前 7 時から神輿渡御に関係する団体と一般参拝者が次々と集まり境内が賑わう。
それらの団体のメンバーは普段とは異なる特徴のある衣装を着ている。例えば、神子は巫
女、稚児は神主に似せた衣装を着ている。 
 
写真 56－57．竹駒神社の境内において発輿祭の前の様子（2013、筆者撮影） 
 
神輿が出発する前に発輿祭が斎行される。これは神輿渡御の期間中怪我や禍事が起きな
いよう、関係する人々がお祓いを受けるためである。斎行場には全員が入りきれないため、
この発輿祭に参列したのは、稚児と神子を除いて、総代、世話人会、消防団、竹駒奴、奉
賛会、神輿を担ぐ会の神輿渡御の関係者のみである（表２を参照）。 
 稚児と神子は、神事において直接祓いを受けていないが、各自に紙垂が付いている榊の
枝を持たせている。神職 A は、榊は神霊の宿る木として知られ、小さい子供に、ケガレな
どが付かないように持たせるという。 
発輿祭はその目的の通り、神輿渡御に参加する人々の祓いが主となる。そのために、式
次第もより簡素である。つまり、修祓で清めを行うことから始まり、祝詞奏上、各団体が
玉串を奉って拝礼し、終了する。 
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2－3、神輿渡御 
 
 神職 A によれば、参拝者が神社に行って自分の思いを神様に伝えるというのが、本来の
神と人間との関わりである。しかし、祭りの時は、神様が神輿に乗って町に降りて行き、
人々の生活の様子を見る。神様が自ら歩くことによって、祭りの日に直接神社に参拝でき
ない参拝者に神徳を分け与えるという。そのためか、神輿の行列が近くを通った際に手を
合わせて拝む参拝者の姿が数多く散見される。 
発輿祭が終わると神輿は出発する。まず先頭を歩くのが竹駒奴である。「お先」が六名、
小鳥毛が八名、大鳥毛が四名、箱が 4 名、計 20 名で境内を出る前に「奴振り」という独自
の動きとかけ声で毛やりとハサミ箱の投げ受けを披露する。そのあとも引き続き、市内を
練り歩く最中、決まった時間と場所（図 9 参照）で立ち止まって披露する。そのダイナミ
ックな技に見ている人たちは思わず息をのむほどである。 
境内を出た後、御神輿渡御の行列の先頭と後尾を歩くのが騎馬である。先頭にいる騎馬
は、神輿の行列の道を作り、後尾にいる騎馬は、後ろから行列を守る役目をする。 
 
 
 
 
 
 
 
写真 58．神輿渡御の先頭を歩く竹駒奴の奴振り 
 
奴の次は稚児と神子の行列である。神子は巫女、稚児は神主に似せた衣装を着ている。
稚児と神子は小学 1－2 年で、市内の各町内にいる世話人会から紹介してもらう。子供が参
列する目的に関して、神職 A は、「子供が参加したほうが華やかになるからである。昔は子
供は出られなかったが、昭和 30 年ごろから参加するようになり、それによって大勢の人が
見に来るようになった」と説明する。 
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写真 59．稚児          写真 60．神子 
 
稚児と神子の後ろには竹駒神社の行列が続く。竹駒神社の行列は、太鼓、社名旗、社紋
旗、神様のお供え物を収めるための唐櫃、椿、獅子頭、花籠など神社の飾り物を担ぐ人た
ちである。 
先頭を歩くのが塩撒である。御神輿渡御においては塩撒の人は重大な役目を果たしてい
る。『古事記』に伊弉諾命が黄泉の国で腐敗した妻の姿を見て逃げ帰った後、海水で清める
「禊祓」をしたという逸話もあるように、塩は古代より「不浄のものを清めるもの」とし
て捉えられてきた70。神社の観点から考えると、神社の内を清浄であると考えると、外は
相対的に不浄の地であるから、神輿が出るときは必ず塩を撒いて沿道を清めるのである。 
竹駒神社の行列の中では、獅子と花籠が観客に人気がある。沿道、特に子供や年寄りの
方が獅子を呼んで頭を噛んでもらう。神職Ａは、獅子に子供の頭を噛んでもらうと頭がよ
くなり、病気をしない、その後にご利益もあると、日本では広く信じられているという。
また、花籠も、その中から舞い散る「花びら」と呼ばれる 13 種類の祈願成就の紙札を一生
懸命に拾う氏子や崇敬者達が各所で多く見られた。 
 
 
 
 
 
                                                   
70 福永武彦、2003『現代語訳古事記』Ｐ．49－50 
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写真 61－62.花籠と落ちた花びら（2013、筆者撮影） 
 
竹駒神社の行列のすぐ後ろに、続いて御神輿が来る。その先頭を歩くのは大幣 71を持っ
ている神職である。本来は、大幣は、お祓いをする人や物に向かって左・右・左と振り、
これによってケガレが落ちると考えられている。 
神輿の重さは一トンもあるため、担ぎ手は紫・赤・青・黄色のたすきで四班に分けられ、
交替で担ぐ。一班は 30 名で身長によって分けられる。「生息を御神体にかけないように」72
と、全員白マスクを着用する。神輿を担ぐのは岩沼市の神輿を担ぐ会と秋田県横手市旭地
区の奉賛会の人たちである。旭地区の奉賛会について、神職 A によれば、昔は、横手市の
旭地区の人たちは農家が多いため竹駒神社によく参拝に来ていた。当時神輿の担ぎ手が足
りなかったため、旭地区の人たちに頼んで来てもらうようになった。昭和 63 年の初午大祭
から毎年手伝いに来ている、とのことである。 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
71 大麻は榊の枝に麻と紙垂を付けた祓の具である。 
72 男性、神輿を担ぐ会 
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写真 63．岩沼駅前を通る神輿 
 
神輿渡御のコースは毎年同じである（図 9 を参照）。このコースは旧岩沼町を廻る。神
職 A は、昭和 30 年の市町村合併で、玉浦村と千貫村が合併して岩沼市になったが、初午大
祭は元々旧岩沼町のお祭りだったため、御神輿が練り歩く順路は旧岩沼町内に限られる。
行列の人数が 600－700 人いるため、細い道を避けて、道幅がある道路を通らざるを得ない
と説明する。 
御神輿渡御は大別すると、前半と後半に分かれ、前半は北方、後半は南方を練り歩く。
前半は午前 10 時から 12 時まで、後半は午後 1 時から 2 時半までである。12 時から 1 時ま
で休憩が入るが、休憩場所は岩沼小学校である。神輿の中にいる神様も休憩する。休憩の
とき神様に供物を供え、小学校の門前で神事が行われる。神職 A によれば、神輿が休む御
旅所では、必ず神事を行う。神饌が入っている唐櫃を担ぐのは、そのための準備であると
のことである。1 時になると再び御神輿渡御が始まる。岩沼小学校を出ると、竹駒神社を
通り越して南方に向かう。 
南方を回り終えると、2 時半に行列が竹駒神社に帰ってくる。馬の行列（先駆騎馬、金
幣騎馬、御神馬、陣笠騎馬）以外は全員境内に入って社殿の前に集合する。神輿は神輿堂
に安置する前に神輿の中に鎮座している御神霊を再び本殿に移す。特別な儀式はなく、御
神輿渡御の行列に参加した人たちが見守る中、宮司は神職によって白い布に覆われて神輿
の中に鎮座している御神霊を取り、本殿に移す。その方法は先述した前夜祭のときと同じ
であるが、このとき拝殿に入るのは神職のみである。それが終わると御神輿渡御が終了し、
解散する。 
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3、考察 
 
3－1、初午大祭の意義 
 
初午大祭で、竹駒神社にとって一年の祭事の中で最も大きな祭りである。これは、実施
期間や、行事、祭りに関わる人々から見ると分かるのである。その中で一番大きい行事は
神輿渡御である。神輿渡御には、直接的及び間接的に多くの人々が関わっている。 
神輿渡御に直接的に関わる団体は、彼らは肉体的及び精神的な準備を行っている。例え
ば、奴の場合は、肉体的な準備として毎月稽古を行っている。さらに、初午大祭の日が近
づいてくるとき、稽古の回数を増やしている。一方、精神的な準備としては、境内内で稽
古を行ったり、団体のために神社の神職に祈祷を依頼したりする。このようにして神及び
神社との係わりをできるだけ保っている。基本的には、1 年に一回程度パフォーマンスを
披露するが、全て氏神に捧げるのである。これらの裏には単なる世俗的に奴という無形文
化が絶滅しないように行うのみならず、初午大祭は稲荷信仰では特別な日であり、この日
に祭りに関わることによって氏神から神徳が得るという宗教的な要素も働いているといえ
る。 
 
3－2、祭の日＝「ハレ」 
 
例年と同様、平成 25 年度の神輿渡御は前夜祭に行われる御霊移しの儀式からはじまっ
た。御霊移しの儀式は厳粛に行われた。普段神殿に安置している神霊を、この時にのみ、
一夜神輿堂に安置する。御霊移しは初午大祭のような神輿渡御の時しか行われないため、
神社にとって見たならば、非日常的な行事であるといえる。 
神輿渡御の当日は、朝 7 時から神輿渡御に関係する団体と参拝者が次々と集まり境内が
賑わった。特に神輿渡御に参加する関係者は、それぞれ普段と異なる特別な服装に身を包
み、それぞれの役柄を誇りをもって信じているように見える。例えば、神子は巫女、稚児
は神主に似せた衣装を着ている。 
神輿渡御が出発する前に、境内で神輿渡御の参加者の全員と神社に来ている参拝者が参
列して発輿祭が行われた。この儀式の目的は、神輿渡御の期間中怪我や禍事が起きないよ
うに、関係する人々がお祓いを受けるためにある。しかし、特に神輿を担ぐ人たちにとっ
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ては、祓いをすることによって初めて神様に接することができるという目的でもある。 
神輿渡御が出発する際には、道沿いに並んでいる人々が多くいた。彼らは神社に直接参
拝に行けない人たちと、行列を待っている人たちである。そのなかで、神輿が通るとき、
熱心に手を合わせて何か願い事を唱える人もいた。このような行動は、普段神社での神様
の参拝し方とは異なる。つまり、神社では参拝する前に参拝者は必ず心身を清めなければ
ならないのである。さらに、神主に祈祷を依頼する場合、その神事で修祓も受けなければ
ならない。なぜなら、祓うことによって参拝者の身に付いていると思われるケガレが祓わ
れ神様の神徳を得ることができるようになるのである。 
これについて筆者は次のように分析する。初午大祭は竹駒神社にとって一番大きな祭り
である。一方、氏子や崇敬者にとっても初午大祭の日は特別な日、いわゆるハレの日であ
る。この特別な日にだけ、神様は氏子や崇敬者の住んでいるところに行き、彼らに神徳を
与える。これを神様の恩返しとして捉えることができる。つまり、普段の場合は、氏子や
崇敬者は神社に行き、神様に願い事を唱えるが、初午大祭の時は、神様が氏子のところに
行き、神徳を与える。前者は日常的、後者は非日常的なことといえる。そのため、このよ
うなハレの日に身を清めるということは、もはや必要とされないのである。というのも、
初午大祭が行われる日がハレの日のため、時間的にも空間的にもハレになるからであると
解釈できる。 
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番号 所役名 着装 人数
1 太鼓 白衣 3
2 先駆騎馬 1
3 奴 奴着 36
4 裃 裃着 20
5 稚児・神子 神職・巫女着
6 消防団 20
7 塩撒 塩撒着 2
8 枠付太鼓 白衣 4
9 猿田彦 天狗着 1
10 獅子 白衣 4
11 先導神職 狩衣 1
12 社号旗 白衣 4
13 御楯 狩衣
14 御鉾 狩衣
15 御弓矢 狩衣 4
16 御太刀 狩衣 2
17 四神旗 白衣 4
18 唐櫃 白衣 4
19 大真榊 白衣 12
20 楽人 直垂 3
21 荷鉦鼓 白衣 4
22 荷太鼓 白衣 6
23 錦旗 白衣 8
24 五色旗 白衣 ⒑
25 金幣騎馬 3頭
26 随身 2
27 賽銭箱 白衣 6
28 責任役員総代 裃 15
29 御神輿 担ぎ手着 130
30 宮司 衣冠
31 立傘 白衣 1
32 御神馬
33 陣笠騎馬 3
34 花籠 白衣 2  
表 9． 御神輿と一緒に練り歩く御列 
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 図 9． 神輿と列のルートと奴振り場所の地図 
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第六章 神葬祭にみるケガレ －全国アンケート調査による－ 
 
1、神葬祭の成立 
 
神葬祭とは、仏式葬儀に対する神道式の葬儀のことである。僧侶の手を借りずに神職が
いっさいの葬儀を行うことをいい、一般には日本人元来の葬送儀礼とされている73。神葬
祭がいつ頃形成された儀式形態であるかという点については、近世に入ってからであると
みるのが一般的である。岡田荘司によれば74、中世社会においても、「神祇の家」と称され
てきた、白川伯家、吉田卜部、平野卜部、大中臣氏などの家筋でも仏葬が行われており、
中には来世往生を願う出家者が見られるなど公家社会の様相と変わるところなく、平安時
代以降のケガレ意識75の高まりとともに「神職の身にあっては清浄が最優先され、死穢と
のかかわりから、神祇の家では、没後の儀礼はすべて仏家に預けることを好んでいた筋も
窺える」76という状況であった。 
 しかし、近世に入ると仏葬の他に、神葬・儒葬が成立してくる。このうち神葬について
は、十七世紀になると神祇道の意識において独自の葬儀形態への関心が現れるようになる
が、当初はどのように葬祭を営むかについて儀式次第をまとめる著述活動が中心であった。
そこでは「神道色の強い古風の葬法を探る試みもみられるが」、古風の葬法を伝えるとされ
た伊勢の神宮や賀茂神社（京都）の社家におけるそれらも、必ずしも「純粋の神道葬祭」77
といえるものではとされる。 
一方、近世に神職の全国組織化に大きな役割を果たした吉田家においては、十六世紀後
半の葬祭では、遺言に基づき死者を家の守護神としてまつる形態が探られ、葬送における
僧侶の不参加と自家流祭式による儀礼執行、遺骸の上への霊社創建、没後の神道式慰霊及
び仏教法会が営まれるところであったが、霊社創建も遷宮儀式に準じて行われており、「葬
祭としての性格は二次的なもの」78ということであった。 
                                                   
73 茂木貞純、1994、P.296『神道事典』弘文堂 
74 岡田荘司、1982：2－12「近世神道の序幕―吉田家の葬礼を通路として」『神道宗教』109 号（a）、1986：
2－9「神道葬祭成立考」『神道宗教』128 号（b） 
75 公家社会は非常に死のケガレを恐れ過敏症に陥っている。宮廷・公家社会と神社というのは常に清浄
の場所ということになっていた。特に死人は神社の境内に埋めてはならないということは厳しく守られ
てきた（岡田荘司、共同討議「神道と現代―神葬祭をめぐって―」、P.58） 
76 （岡田ｂ、P.3） 
77 （岡田ｂ、P.3-5） 
78 （岡田ｂ、P.6） 
133 
 
ところが、十七世紀になると、霊社創建は姿を消し、仏教を排除した「神道葬礼とうし
ての性格に重点」が移るようになる。ただし、これも没後の葬送形式に限られ、その後の
法要は僧侶参加のもとで行われ、神仏二教による慰霊が続けられていた。十七世紀後半か
ら卜部流の葬祭が「大社の社家や地方神職の間に流布・伝播していった」79とはあるが、
幕藩体制における檀那寺への所属化や寺請制度による統制支配の貫徹は、神葬祭及びそれ
と影響しあうかたちで登場した儒葬が「特定の大名や神職及び特別の儒者のみに限られて
行われた形式であり、「自身葬祭」「自分葬祭」ともいわれるように、家内・親族によって
執行される自葬であった。したがって神葬・儒葬の範囲は限定され、一般の人々が自由に
選択できる余地はまったくなかった」80と指摘されている。 
 このような背景には、幕府の統制が「神道葬祭の大きな発展を阻害」81したことがある
が、他にも神葬祭としての旧儀を明らかにする証がなく、「固有の本義という正当性を持た
ないことが、弱点」82であったという側面もある。 
 ちなみに、神葬祭が盛んになるのは、寛政～享和・文化・文政・天保・弘化年間にかけ
てとされ、地域的には、伊勢神宮、加賀領、会津領・備前領、紀州領、勢州桑名、同亀山・
但州村岡領・同豊岡領・作州勝北郡・同英田郡・同大庭郡・越後溝口氏領・武州秩父郡・
同棒沢郡・同多摩郡・江戸亀戸・甲斐郡都留・摂州西成郡・伊予今治領・信州松本領・常
陸水戸領・防長両国があげられている83。また、国学者岡熊臣が中心となって神葬祭化へ
の運動がなされた石見国津和野藩の動きは、明治維新期の神祇行政で重要な役割を果たし
たこともあり注目されている84。 
 
2、近代における神葬祭の流れ 
 
 神葬祭の一般化は明治になって以降のことであるが、櫻井治男によれば、「これには新政
府の様々な宗教政策が関わっている。またその政策方針も実行主体の組織変更とともに紆
余曲折しており、さらに地域ごとの歴史的文化的背景や神葬祭受容のありかたにより簡単
に総括することはしがたいが、神葬祭化とその展開について制度面からの流れを概括する
                                                   
79 （岡田ｂ、P.8） 
80 （岡田ｂ、P.2） 
81 （岡田ｂ、P.18） 
82 （岡田ｂ、P.18） 
83 『明治維新神仏分離史料』第五巻、名著出版収 
84 加藤隆久、1998：175-204)を参照 
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と、次の通りである」85という。 
① 神仏分離の令を発令（慶応四年〔明治元年〕三月二十八日・太政官第一九八号） 
② 神職の家は神葬祭へ転換すること（同年閏四月十九日・諸国神職宛神祇事務局第三二
○号） 
③ 自葬の禁止、葬儀は神官・僧侶へ依頼のこと（明治五年六月二十八日太政官布告第十
九二号） 
④ 神官は氏子などより神葬祭執行依頼があれば喪主を助けて行うこと（同五年六月二十
八日） 
⑤ 神官は総て教導職に補すこと（同五年八月八日・太政官布告第二二〇号 
⑥ 神官の教導職兼補を廃止、葬儀に関係しないこととなる。ただし府県社以下の神職は
当分の間、従前の通り関与してよい（明治十五年一月二十四日・内務省達乙七十号） 
⑦ 神仏教導職を廃止（同十七年八月十一日・太政官布達第十七号）、自葬の禁の解除（同
十七年十月・府県長官宛内務兄卿口達） 
このうち、②～⑥が神葬祭の執行に直接かかわる内容である。これらを踏まえて、現在に
至る状況を区分して示すと、次の（ア）～（エ）の時期的特徴としてまとめられる。 
（一） 近世以来の神葬祭化への意識の高まりや動きを受けて、神職の家（神社奉仕の家
職） 
を中心に神葬祭化へと歩みだした時期（明治元年～五年）。 
（二） 新政府の方針として、「自葬」が廃止され、葬儀を僧侶や神職が行うこととされた
時 
期から、神職が「教導職」として神葬祭を行うようになった時期（同五年～十五
年）。 
（三） 「教導職」が廃止され、まもなく「自葬」の禁が解除となり、神社の神職のなか
で 
も府県社以下の神社の神職は、当分の間、葬儀の執行を継続して行うようになっ
て 
いた時期。ちなみに官国弊社の神職は葬儀に預からないということになっていた
（同 
十五年～昭和二十一年）。 
                                                   
85 櫻井治男、2008：130-132 
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（四） 太平洋戦争終了後、ＧＨＱによる神道指令が発令され、神社に対する国家制度の
解 
消後から現在（昭和二十一年～）。戦後多くの神社は宗教法人となり、また全国神
社 
の連合組織である神社本庁が設立され（昭和二十一年）、神葬祭の執行をはじめそ
の 
儀式内容のあり方などが検討されるようになり、現在に至る時期。 
 上記に挙げた時期のうち、（ア）が従前の葬儀式の制度的変更が可能となり神葬祭化が進
められ、一般に普及し始める時期である。しかしながら、（イ）の時期になると、神葬祭が
行われる一方で、神社は（国家ノ宗祀）であり「宗教」とは異なる存在として位置づけら
れるようになり、「普及」という点でみると神葬祭は明治初期のような積極的な転換の動き
は見られなくなり、（ウ）（エ）はそれまでの時期の神葬祭執行を継受するとともに、個別
のニーズや時代的な葬儀式の影響のなかで「神葬祭」の独自なあり方が知られているにす
ぎないという状況になる。 
 
3、現在の神葬祭の大要 
 
 神葬祭が独自な形式をとるようになるのは、十七世紀後半以降とされるが、明治維新後
の近代国家における宗教政策のなかで、この葬儀式は制度的にあいまいな状態におかれた
感も否定できない86。第二次世界大戦後、神社の国家制度的位置付けが変革され、現在多
数の神社および神職は、昭和二十一年（1948）設立の宗教法人「神社本庁」の組織に包括
されている。神社本庁では、組織的な宗教活動の新たな出発点として神葬祭への取り組み
が行われ、その研究調査（『神葬祭の実態調査』・昭和四十年）をはじめ、神葬祭を望むニ
ーズの増大などを踏まえ、課題解決のため、神職による神葬祭の実施の準拠として『神葬
祭の栞』（昭和四十五年）を刊行している。 
 神葬祭は、各地の実情や慣習、また神職の個々の考え方により多少の相違があり、現状
ではそれらを尊重しつつ行われているが、『神葬祭の栞』で示されているおおよその基準か
ら、儀式次第や内容については知ることができる。 
 櫻井治男は、葬儀式が大きな要素をしめる「神葬祭」とその後の儀式である「祖霊祭」
                                                   
86 阪本是丸、2000「近代の神葬祭の歴史と墓地の問題」『神葬祭総合大事典』P.119 
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とに区分している87。それらの個別儀式は次のようである。 
（Ａ）神葬祭 
一 神葬祭前儀 
納棺以前に執り行うべき事項 ② 納棺の儀 ③ 柩前日供の儀 
 二 神葬祭後儀 
産土神社に帰幽奉告の儀 ② 墓地地鎮祭並に祓除の儀 ③ 通夜祭並に遷霊祭の儀 ④ 
発柩祭の儀 ⑤ 発柩後祓除の儀 ⑥ 葬場祭の儀 
埋葬祭並に火葬祭の儀 ⑧ 帰家祭の儀 ⑨ 霊前祭の儀    
⑩ 清祓の儀 ⑪ 祖霊祭に合祀の儀 
（Ｂ）祖霊祭 
 一 祖霊祭の期日 
恒例祭の期日 ② 臨時祭の期日 
 二 祖霊祭式次第 
日供 ② 日供以外 
「神葬祭」は広義において、（Ａ）と（Ｂ）を含むもの、狭義においては（Ａ）を専ら
指すということになる。死者が葬儀のうち「祖霊」として祭祀の対象となるという（Ａ）
＝（Ｂ）が連続している点では、仏教式の葬儀とその後の故人への供養という場合と比し
ても大きな差異はみられない。 
 また、これらは、諸儀式、そして死者の「御霊」を対象とした期間、やがてその御霊が
「祖霊」として祭られだす期間、というように三構成をとっている。すなわち、主だった
儀式を列挙すると次のようになる。 
（１） 葬儀（前儀と本義） 
（２） 霊前祭（後儀） 
（３） 祖霊祭 
（１）（２）は個人が対象となるが、（３）については、個人を対象とする場合と家の祖
霊全体が祭りの対象となる場合とがあり、これらは、神社における祭典儀式のように、循
環的な恒例の祭と、通過的な臨時のそれとに区別されている。（１）～（３）は連続性があ
るが、「霊」については、個人の「御霊」が家の「祖霊」として霊舎で祭祀が営まれる理由
については「（御霊）が我が家、我が郷土、我が国に留って、祖神と共に、子孫の繁栄を見
                                                   
87 櫻井治男、2008：120-123 
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守り、子孫からの祭を受ける」88との説明がされている。 
しかし、『神葬祭の栞』が示された当時は、儀式の場は、自宅・葬祭場・墓地が主であ
り、現在のように葬祭専門施設で通夜や葬場祭が連続して行われることが多くなっている
状況や諸準備が業者により整えられる場合とは異なるが、おおよそ次の通りである。 
 
前儀 
 
本義 
 
後儀 
     
帰幽奉告 
 
通夜祭 
 
霊前祭 
↓ 
 
↓ 
 
↓ 
枕直しの儀 
 
遷霊祭 
 
清祓の儀 
↓ 
 
↓ 
 
↓ 
納棺の儀 
 
発柩祭 
 
合祀祭 
↓ 
 
↓ 
 
↓ 
柩前日供の儀 
 
発柩後祓除の儀 
 
百祭 
↓ 
 
↓ 
  
墓所地鎮祭 
 
葬場祭 
 
一年祭 
  
↓ 
  
  
火葬祭 
  
  
↓ 
  
  
埋葬祭 
  
  
↓ 
  
  
帰家祭 
  
図 10．神葬祭の流れのフローチャート 
 
 これらの諸儀式のなかで、通夜祭と葬場祭とは日程が連続しており、貴族はあいつぐ儀
式の渦中に置かれることになるが、通夜祭は「死」のリミナルな状況をどのように受け止
めるかということについて、「往古の殯斂の遺風であって、終焉後、葬儀を行うに至るまで
の間、遺体の在る所に於いて生前同様の礼を尽くし、手厚く奉仕すべき重儀」89とされて
                                                   
88 『神葬祭の栞』1970：16 
89 神社本庁調査部、1970、『神葬祭の栞』P. 35 
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おり、「誄歌」が歌われるなど葬場祭とともに重要な儀式としての位置付けにある。 
 また、一年祭が終わっても、死者との縁が切れるというわけではなく、その後は、恒例・
臨時の祭りをもって「祖霊」として遺された者との交流が続けられる。 
 
4、神葬祭に関する神社神道の立場 
 
 戦前において、神官は葬祭に関与することができず、僅かに府県社以下の神職のみ葬祭
を取り扱うことができたということが常識であった。「国家の神祇に奉仕する者は、清浄で
なければならない、ケガレに触れてはならない、という前提があった」90が、この点をど
のように克服したのであろうか。神社本庁調査部編『神葬祭栞』91（昭和四十五年）には
次のように書かれている。 
  
祖霊祭祀は、元来神道信仰の根本要素である。又この信仰なくしては日本人の精
神生活が成り立たないといってよい。一方、仏教は無神論であり、万法空を説く
のであるから、なくなった人々の魂をお祀りしなければならないというようなこ
とは、釈尊の教義のうちにはない。それが、日本へ入ってからの仏教は、我が国
の固有の習俗である祖先並の祖霊を祭る信仰を無視しては、これを弘布、普及せ
しめることはできないので、即ち祖先の霊を仏として供養することによって、仏
教の生命を今日に伝えてきたのである。 
  
そこで神道者としては、祖先のお祀りは神道の祖霊祭祀につながる重大な領域なのであ
るから、当然自分たちのつとめであるという自覚に立って、神葬祭は今よりももっと盛に
する必要がある。この自覚は、早く中世以降の神道のうちから起こった唯一神道的自覚か
らも来ている。特に江戸時代中期以降の復古神道てき自覚、更にそれが展開して、明治初
年の神仏分離の実現、その結果が、神国に神裔として生まれたのは、当然神の国の祭法に
従うべきであるという自覚がこれである。 
 生まれるときに安産祈願、生まれて初詣で、更に七五三、結婚式、厄年祓から敬老の祭
といった人生儀礼に関する祭まで行うのが、神社の使命の一つであると考えるなら、その
                                                   
90 茂木貞純、2010、「神葬祭」『戦後の神社・神道―歴史と課題―』P. 325 
91 神社本庁調査部、1970、『神葬祭の栞』P. 1-3 
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死を迎えて祖神の元に還る最後を飾る祭、即ち神葬祭に力を入れるべきは当然である。今
までは、神社は吉祭を行う所で、凶祭はしない、従って、死に関することは不浄であり、
ケガレであるから神職はこれに近づくべきではないとしたのは、此の際反省しなければな
らない。神道は明るく生きることが大切だという主張は、充分意義のあることであり、尊
重してよい。人が死ぬ、その死を送る神葬祭は確かに人生の悲しみであり不幸であること
に間違いはない。然し、神道では、悲しみや不幸を禊祓・まつりによって、これを正善に
向けかえていくことも大切であることを忘れてはならない。こう考えるなら、死者の不浄
を祓い清めて、その不幸・悲しみを神葬祭更に霊祭によって浄化、吉化することも、神道
者の大切なつとめであり、それが祖神の御意志であるといえる。なぜなら、なくなった方
も、やがては浄化、吉化されて祖神の列に入られ、鄭重な祖霊祭を受けて、その子孫を守
護される方になれるからである。即ち神葬祭は、人間の祖霊化の一階梯として、どうして
も通らなければならない関門だとしなくてはならない。生も神意、死も神意である。神葬
祭、祖霊祭を行う意義と根拠は、ここにある。 
 上記のような立場で、現代の神葬祭が成立しているのである。神社本庁では、神葬祭の普
及を図るために、昭和二十五年に『諸祭式要綱』、同三十五年に『改訂諸祭式要綱』を示し、
同四十五年に『神葬祭の栞』を作成して神式葬儀の標準を定めた92。 
 
5、神葬祭の現状 
 
 近年になって、仏式葬儀が九割以上占める中で、神葬祭が話題になり、神葬祭を行う例
が増えている。神社本庁による『神葬祭の栞』の前書きには、「これは神職各位の啓蒙運動
にもよる所と言えようが、やはり国民の間に神道に対する本来の自覚が生じ、そのことと
相俟って神葬祭が普及して来たものと見ることができる。」と書かれている。  
 筆者は、神葬祭の実態を把握するために、アンケート調査を実施した。なお、この調査
は東北大学大学院文学研究科教授鈴木岩弓の「現代日本における神葬祭の実態把握調査」
の一環として実施している。 
 
 
 
                                                   
92 茂木、「神葬祭」『戦後の神社・神道―歴史と課題―』P. 326 
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A.調査概要 
 
① 調査対象 平成 26 年 11 月～27 年 5 月、全国都道府県神社庁、47 か所 
② 調査方法 平成 26 年 11 月 12 日にアンケート調査用紙を郵送し、5 月末までに返送す
るように依頼した。 
 
B.調査項目 
 
① 基礎項目：神社庁名、記入者名、職名 
② 都道府県における神葬祭関連 
都道府県で行われる神葬祭の動向とその理由、都道府県の中で特に神葬祭が多く
行われている地域とそこに集中して行われる理由、都道府県の神職の中で神葬祭
に関して詳しい方の紹介依頼、都道府県の神葬祭に関する研究会や講習会開催の
有無、都道府県の神葬祭実施に向けた手引書などの刊行の有無 
 
C.回収 
 
平成 27 年 5 月 31 日までの返却分を有効回答として分析した。回収数は 34、回収率は
72％である93。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
93 アンケートを返却していなかったのは、宮城県、山梨県、長野県、静岡県、愛知県、滋賀県、京都府、
兵庫県、和歌山県、福岡県、佐賀県、熊本県、大分県で計 13 か所であった。 
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５－１、調査結果及び考察 
 
５－１－１、回答者の属性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               図 11．記入者の役職 
記入者の役職は、主事が 13 名と最も多く、次いで参事が 5 名、事務局長が 3 名、宮司
と主事補がそれぞれ 2 名、そして学芸員、録事、教化医院会教学部会長、協会員会研修部
長、事務研修員、事務担当副庁長、講師がそれぞれ 1 名であった。 
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5－1－2、神葬祭の現状 
図 12．各県に行われる神葬祭の概数（年間） 
 
各県に行われる神葬祭の概数（年間）において、群馬県が 3000 件と最も多く、次いで
高知県が 1000 件と他県と比べるとかなり高い数字を示している。そして、山形県が 540
件、高知県と島根県がそれぞれ 450 件となっている。また、神奈川県が 400 件、山口県が
300 件であった。愛媛県が 200 件、埼玉県が 160 件、長崎県が 150 件、鳥取県と広島県が
それぞれ 100 件であった。石川県が 20 件、沖縄は 10 件と非常に少ない。最も少なかった
のは福井県の 5 件であった。 
 
5－1－3、近年、各県で行われる神葬祭の動向 
 
 戦後、神道指令により国民は誰でもが神葬祭を自由に行うことができるようになったが、
各県での神道式による葬儀は増えているのだろうか。アンケート調査結果は下記の通りで
ある。 
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（１）増加 
No 県名 理由 
1 山形県 式に比べて経費が少額で済む（戒名料の不要など）。 
②故人の経歴等が祝詞の中に盛り込まれ、参列者にも分かりやすい
点。 
③親戚等の葬儀に参列し、神葬祭を体験した人が共感し、希望する例
もある。 
2 福島県 営墓地による増加。 
②改宗による増加。 
③東日本大震災による増加。 
3 埼玉県 仏式の葬式代よりも費用が安いなどの理由を聞いた。 
4 島根県 江地方。地方の過疎化が進み、神葬祭の多い地区（隠岐等）からの移
住に伴い。 
②仏式は費用が高額になることから、神葬祭を執り行う。 
③出雲大社教。最近、定年後・老後の「終のすみ処」がマスコミなど
で探りあげられる事が多く、他宗教から改宗・復祭してくる人々が増
えている。 
5 香川県 廉価である為らしい。 
6 宮崎県 式が高額である（神式の 2－3 倍） 
②一般へ知られるようになったから。 
（２）減少 
No 県名 理由 
１ 神奈川県 宗教的葬儀を行わない（直葬）等が原因と聞いている。 
２ 鹿児島県 人口流出に於ける減少と思われる。 
 
（３）変化なし 
No 県名 理由 
1 山口県神社庁 神道家の数は分家（二男・三男などの家）が神道家に
なるので増えている。山口県は高齢化率が高い県なの
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で葬儀の数もそれなりにあるが、人口が減少している
為全体の割合としては変化がない。（参）神道家数は昭
和 58 年には 4355 戸。平成 21 年には 4686 戸。 
2 茨城県神社庁 近年は過疎化による氏子の減少と、お寺への寄進が高
額である等の理由から神道への改宗があり、増加もあ
ると聞いている。 
3 石川県神社庁 不明 
4 福井県神社庁 不明 
5 奈良県神社庁 不明 
6 広島県神社庁 不明 
7 北海道神社庁 不明 
8 愛媛県神社庁 不明 
9 長崎県神社庁 不明 
10 富山県神社庁 不明 
11 群馬県神社庁事務局 不明 
12 鳥取県神社庁 不明 
13 高知県神社庁 不明 
14 沖縄県神社庁 不明 
 
（４）動向が不明 
 動向が不明なのは、青森県、岩手県、秋田県、栃木県、千葉県、東京都、新潟県、岐阜
県、三重県、大阪府、岡山県、徳島県であった。 
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5－1－4、神葬祭実施に向けた手引書の刊行 
 
 
 
 
 
 
 
図 13．神葬祭実施に向けた手引書などの刊行 
 
神葬祭の手引書などの刊行において、「はい」と回答したのは１７県、「いいえ」と回答
したのは１６県であった。回答が不明なのは１県、アンケート未回答は１３県であった。
刊行されていない理由は、「支部単位で発刊されている。」（鳥取県）、「神社庁は発行されて
いないが、神道青年会が発刊した。」（愛媛県）からである。ちなみに、使用されている手
引書は、神社本庁発行の『神葬祭の栞』と神社新報社発行の『諸祭儀要綱』という回答が
ほとんどであった。 
 
5－1－5、神葬祭に関する研究会や講習会の開催 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 14．神葬祭に関する研究会や講習会の開催 
 
神葬祭に関する研究会や講習会の開催について、「はい」と回答したのは２６県、「いい
え」と回答したのは６県であり、そのうち２県（鳥取県と宮崎県）は「支部単位でしてい
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る。」と回答した。 
 
5－1－6、神葬祭における修祓の問題 
 
修祓とは祭祀執行に当たり、一層の清浄を期するために神饌、玉串、奉仕者、参列者な
どの罪穢を祓い除く行事のことである。あらゆる祭典の直前に修祓が行われる94。 
神道は現世の具体的な問題にのみ関与し、死後の生活や個人救済には無関係な宗教と思わ
れがちである。しかし、「生の問題ばかり重視して死の問題を無視してよいはずはなく、人
が死にそれを送る神道葬祭儀礼は人生の悲しみであり、ケガレに関わる行為であるが、こ
の悲しみ不幸を禊や祓によって取り除き、清らかな御霊にかえして行く儀礼にも神道の一
面がある。」95ということは否定できない。 
『諸祭式要綱』では、最初通夜祭、葬場祭などに修祓を行っていたが、昭和三十五年の
改訂以降これがなくなった96。『神葬祭の栞』（昭和四十五年）ももちろん修祓はないが、
現実には多くの場合に行われている97。その証拠としては次の表９と図１０とにまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
94 茂木、1994『神道事典』P.237 
95 加藤隆久、1991「神道葬祭儀礼於ける修祓の問題」P. 28 
96 茂木、「神葬祭」『戦後の神社・神道―歴史と課題―』P. 327 
97 各県神社庁の神葬祭の手引書を参照 
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祭名 修祓の有無 備考 
帰幽奉告の儀     
納棺の儀 × 遺骸あり 
墓所地鎮祭 ○ 遺骸なし 
墓所祓除 ○ 遺骸なし 
通夜祭 × 遺骸あり 
遷霊祭 × 遺骸あり 
発柩祭の儀 × 遺骸あり 
発柩後祓除の儀 ○ 遺骸なし 
葬場祭の儀 × 遺骸あり 
埋葬祭 × 遺骸あり 
火葬祭 × 遺骸あり 
帰家祭 ○ 遺骸なし 
清祓の儀 ○ 遺骸なし 
表 10．神社本庁による『神葬祭の栞』における式別修祓の有無 
 
 図 6 においては、「○」は修祓が「有り」、「×」は修祓が「無し」ということを表してい
る。これをみると、式次第から修祓が除かれている祭儀がある。修祓を行わない理由とし
ては、「死者の存在はケガレの最も重い状況で、柩のある場合は、これを行わず、葬儀の後
に行うべきものである」とする。これに対して、「幾重にも修祓を繰り返すことにより、“な
きがら”を清め、邪霊を祓い退けて葬ることができるとして、その必要性を主張する立場
もある。」98、ケガレに対する認識の違いが、祭式の違いとなって現れている。 
 
                                                   
98 茂木、「神葬祭」『戦後の神社・神道―歴史と課題―』P.327 
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県名 神社本庁 広島県 兵庫県 埼玉県 山口県愛媛県 秋田県 岡山県 茨城県 鹿児島県 長崎県 神奈川県 富山県 沖縄県 大阪府
祭名 1970 1993 1993 1995 1998 2001 2002 2005 2006 2011 2012 2013 2015 不明 不明
帰幽奉告の儀 － － － － ○ － － － － 不明 － － － － －
納棺の儀 × － － － － － － － × 不明 － － － － －
墓所地鎮祭 ○ － － － － － － － － － － － － － －
墓所祓除 ○ － － － － － － － － － － － － － －
通夜祭 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
遷霊祭 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発柩祭の儀 × － － － ○ － ○ ○ － ○ － － ○ ○ －
発柩後祓除の儀 ○ － － － － － － － － ○ － － － － －
葬場祭の儀 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
火葬祭 × － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○
埋葬祭 × － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○ ○（納骨祭） －
帰家祭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
清祓の儀 ○ － － － － － － － － － － － － － －  
表 11．県別神葬祭の各儀式における修祓実施の有無 
 
 図 7 においては、殆どのところでは神葬祭の諸儀式において修祓を行われている。各県
神社庁の神葬祭手引書を見ると、神葬祭において修祓はどうするかについては、「意見が二
分された」という記述が多い。例えば、広島県では、全員の方が各祭に修祓を行っている。
それについては、「この神葬祭においては、神社祭式の作法によるものを取り入れており、
習慣化していると言っても良い。」99と説明されている。 
 
6、考察 
 
アンケート結果から、県神社庁は必ずしも担当する地域における神葬祭の実態を把握し
ているとは限らないということが分かった。数県神社庁はそれに関する質問項目を空白に
しており、「不明」などと記入していることからそれがわかる。また、アンケートを返送し
てこなかったことから、県神社庁は神葬祭の現在の情況を把握していないとも考えられる。
これについては、神社本庁がこのことを深刻な問題として捉えて、、県神社庁への呼びかけ
などが必要になると考える。なぜなら、実態調査をすることによって、神葬祭の重要さが
一般の人に知られるようになるからである。 
各県における神葬祭の１年間の件数は、多数地域もあれば、少数のところもありまちま
ちである。このような差異が生じる原因として歴史的背景が考えられる。周知のように、
神仏分離の際に、それまで仏式で葬儀を行なってきた地域は神式に切り換えたのである。
しかし、当初こそは神式に切り換えたが、後に仏式に戻った地域もある。現在神式で葬儀
を行っている家は、もともと神道家か、本家が神葬祭だから、分家も神葬祭を行う等の家
に限られる。最初から神葬祭を行う事例はほとんどない、ということである。 
                                                   
99 広島神社庁教学委員会編、2008『神葬祭』P. 12 
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仏式から神葬祭に切り換えた理由で多いのは、料金が安いというものである。つまり、
仏式は値段が高いということである。葬式は、信仰ではなく、値段で決めるとも考えられ
る。 
神葬祭の執行において、神社本庁の『神葬祭の栞』には各祭儀に修祓がないと記載され
ているにもかかわらず、全国的には修祓が行われている。神葬祭において修祓の可否は現
在でも議論されている。しかし、周知のように、修祓は神事の始まりである。つまり、修
祓なしでは神事が成り立たないのである。神葬祭においては修祓が行われるのは当然のこ
とである。神社本庁に、修祓を「禁じられる」ことなく、現場の神職に一任されるからで
ある。 
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第七章 神葬祭にみるケガレ －竹駒神社を事例に－ 
 
1、竹駒神社の神葬祭の概要 
 
  竹駒神社が発行した「神葬祭」要旨には、神葬祭について次のように書かれている。 
 
神葬祭は、神道式の葬式のことで日本民族国有のものでる。生まれるときに安産
祈願、生まれて初宮詣でを、更に七五三、結婚式、厄年祓から敬老の祭までする
のが、神社の使命であると考えるなら、その死を迎えて祖神の元に還す最後を飾
る祭、即ち神葬祭に力を入れるべきは当然である。  
省略 
神葬祭は、人間の祖霊化の一階梯として、どうしても通らねばならぬ関門だと 
言える。生きも神意であれば、死も又神意であると解釈することが肝要である。 
  
竹駒神社ではいつから神葬祭が行われているかは不明であるが、他の地域の神社と同様、
明治になってからだと言われている。下記は、2016 年 5 月に行った竹駒神社の神職 A への
インタビューの結果まとめたものである。 
奈良時代以降、葬祭は仏僧の手に委ねられ、いつしか葬儀といえば仏式というように半
ば常識と考えられるようになった。江戸時代に入り、幕府の宗教統制が強化されると、神
職といえども檀那寺に組み入れられることになる。神職の家系で神葬祭が許されたのは、
室町時代後期から神道の家柄である吉田家と、皇室に奉仕をする京都の白川家のみだった
のである。 
神葬祭が一般に認められるようになるのは明治維新からのことである。すなわち、明治
元年三月には神仏分離令が発せられる。同年四月十九日神道事務局は諸国の神職に対して、
これまで神職およびその嫡子だけしか認められなかった神葬祭を家族全員に改めるよう通
達を出している。そして明治三年から四年にかけて神葬祭を一般に至るまで自由に行いた
いとの願い出が諸藩に受理されて、全国的に広まっていくことになる。このようにして、
神社は仏教寺院にかわる祖霊社の建設を許され、神官は神葬祭を氏子に対して自由に営む
ことができるようになったのである。神仏分離令が出されてから、廃仏毀釈があったとき
に、さほど仏教に帰依していなかった一般の人たちが神葬祭の方に流れて、そこから始ま
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ったという。 
現在、葬祭はほとんど仏式によって行われているが、仏式は戒名の値段が高すぎるため、
神道の葬式に切り換えるという人が出てきているものの、岩沼市に鎮座している竹駒神社
への依頼件数はそれほど多くないという。その理由の一つは、竹駒神社は墓地を持ってい
ないことにあるということである。現在、竹駒神社の氏子戸数は 2500 戸（年間の参詣者は
1,600,000 人）あるが、ここ 10 年間で、神葬祭の依頼は一年で二件程度（既に墓を所有し
ている家のみ）である。竹駒神社は、神葬祭を行う希望者が集まれば、神社として墓地を
設けることは可能であるが、現在は考えていないという。 
神葬祭の希望者の数が増えないもう一つの理由は、「竹駒神社には遺骨を預かる場所が
ない。境内は神聖な場所であるため、敷地内に建築することはできない。別な場所に建築
するためにはそれなりの費用がかかるし、建築後、希望者が少なければ維持できなくなる」
とのことである。 
竹駒神社の神職が神葬祭を行う場所はほとんどの場合葬祭会館である。昔は、家が広く、
隣近所の助けもあったため、結婚式と葬式を家で行うのが普通であったが、今はそれほど
の広さの家がほとんどないので不可能である。また、家で行う場合は、準備、料理や接客
等で人手が必要であるが、現在では隣近所があっても、みんな仕事を持っているため手伝
うことは難しい。そのため、現在では、葬式の九割は葬祭会館で行われるということであ
る。 
竹駒神社には祖霊舎があり、社務所の中に設置されている。祖霊舎は神社の職員、総代、
或は神社に深く関係を持った方々の神霊を祀る場所である。しかし、祖霊舎に祀っている
神霊の全てが神葬祭を行ったわけではない。特に、総代はすべて仏教の葬式を行っており、
魂だけが神様として祖霊殿に祀られているという。祖霊舎には霊璽は置いていないが、ノ
ートには「だれだれの命」という名前が記載されている。 
  
2、神葬祭の式次第 
 
竹駒神社では神葬祭を「外祭」として行なっている。外祭とは、個人や企業の要望によ
り、神職が現地に出張して行う祭りである。神葬祭は「神社祭祀」ではないため、希望者
の連絡があり次第行われるのである。竹駒神社では、神葬祭は次の流れで行われる。 
「身内がなくなったら、喪主が神社に連絡を寄越す。その日の内に帰幽祭を奉仕
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しながら、その後の流れについて打合せをする。例えば、通夜祭や葬場祭の際、
祭詞を書くため、個人の功績、履歴などが必要である。葬式の場所を問わず、こ
の時点で葬儀屋の人が来ている。その時に細かな準備、日にちなどを決める。帰
幽祭は神社ではなく、自宅で行われる（理由は、遺体が自宅に運ばれるから）。」
（竹駒神社の神職 A、2016） 
 
神葬祭の手順は、神社本庁が昭和二十四年に発行した『諸祭式要綱』を参考にしながら、
現在当地で行われている作法を配慮して、竹駒神社は 1995 年に「神社神道の『神葬祭』要
旨」を編集した。（竹駒神社の「神葬祭」要旨、1995）。神葬祭の式次第は、基本的に一般
の祭事とは変わらない。修祓→一拝→献饌→祭詞奏上→玉串拝礼→撤饌→一拝→終了。な
お、拝礼の作法は、他の祭りと同様に二拝二拍手一拝であるが、神葬祭における柏手は音
がしないように打つ「忍手」である。また、葬式の場合は、「霊璽があり、そこに亡くなっ
た人の名前を…命という神様の名前を付ける。即ち、霊璽に遷した時点で神様になったた
め、その神様に向かって玉串を捧げるのである。」という。 
神葬祭は、概ね前儀、本儀、後儀の三つに分かれるが、神職は三つの内、普通は本義（葬
儀）から奉仕する。竹駒神社の神葬祭の要旨には葬儀は次のように行われている。 
 
図 15．竹駒神社の式次第 
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図 15 を見て分かるように、竹駒神社の神葬祭の式次第では、「遷霊祭→発柩祭→火葬祭
→通夜祭→葬場祭→埋葬祭→帰家祭」という順番で行われる。これは他県の地域と異なる。
日本の多くの地域では、神葬祭は「通夜祭→遷霊祭→発柩祭→葬場祭→火葬祭→埋葬祭→
帰家祭」の順番で行われる（各県神社庁にアンケート調査結果より、2015）。これについて、
竹駒神社の神職 A は、明確な理由は不明だが、「東北の特に猟師町の場合は、身内が亡くな
っても、多くの親族の知人は船で漁に出ており、陸に残った近親者たちのみで先に火葬し、
船が戻ってきたらみんな揃ってから葬儀を行うということで、火葬祭に葬儀という習慣が
できた。」と述べている。 
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2－1、遷霊祭 
 
 故人のミタマを霊璽（仏教では位牌という）といわれる白木の「みしるし」に遷し、そ
のミタマは今後その家の守護神となって、子孫の繁栄を見守ってくれるよう行う儀式であ
る。 
 《次第》 
  奉仕神職、喪主、遺族の方々が柩の前に着座 
1 修祓 
2 斎主一拝 
3 
遷霊の儀 
・室内の灯火を消して諸員は平伏 
・斎主が霊璽の覆いを取り、表を柩前に向ける 
・次に斎主が遷霊詞を白す（祭員、警蹕の発声） 
・霊璽の向きを元に復し覆う 
4 献饌 
5 祭詞奏上 
6 
玉串奉奠拝礼 
① 斎主 
② 喪主 
③ 遺族、親族 
④ 参列者 
7 撤饌 
8 斎主一拝 
表 12．竹駒神社の遷霊祭の次第 
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2－2、発柩祭 
 
 出棺祭ともいう。発柩に際して、その由を柩前に告げ奉る儀である。葬送の儀は古くか
ら夜間行うのが本義であるが、近年は多く日中に行われる。 
《次第》 
  喪主、遺族参列者が着席。斎主、祭員の参進 
1 修祓 
2 斎主一拝 
3 献饌 
4 祭詞奏上 
5 
玉串奉奠拝礼 
① 斎主 
② 喪主 
③ 遺族、親族 
④ 参列者 
6 撤饌 
7 斎主一拝 
8 退出 
表 13． 竹駒神社の発柩祭の次第 
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2－3、火葬祭 
 
  この祭儀は、遺体を火葬に付すまえに、火葬場で行う儀式である。 
《次第》 
   
祭員及び関係者火葬場を弁備する。霊柩を竈の
前 
に安置、喪主、遺族着席。（葬儀社の方で進め
る） 
1 修祓（神饌は米、塩、水、生花一対） 
2 斎主一拝 
3 献饌 
4 祭詞奏上 
5 玉串奉奠拝礼 
6 撤饌 
7 斎主一拝 
8 退出 
表 14． 竹駒神社の火葬祭の次第 
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2－4、通夜祭 
 
通夜祭は往古の殯斂の遺風であって、葬儀を行うまでの間、遺体のある所において近親
者が集まり、生前親しかった人々の参列のもとに、生前を偲ぶ儀である。 
《次第》 
  参列員関係者が着席 
1 修祓 
2 斎主一拝 
3 献饌 
4 祭詞奏上 
5 誄歌奏上 
6 
玉串奉奠拝礼 
① 斎主 
② 喪主 
③ 遺族代表 
④ 親戚代表 
⑤ 参列者代表 
7 撤饌 
8 斎主一拝 
9 喪主挨拶 
10 退出 
表 15．竹駒神社の通夜祭の次第 
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2－5、葬場祭 
 
 一般的には「告別式」といわれるものにあたり、故人に対して最後のお別れを告げる儀
式である。 
《次第》 
1 
参列者が着席。喪主、遺族が神職の先導により 
参進着席。 
2 修祓 
3 斎主一拝 
4 献饌 
5 祭詞奏上 
6 弔辞奉呈 
7 弔電奉読 
8 
玉串奉奠拝礼 
① 斎主 
② 喪主 
③ 遺族 
④ 親族 
9 喪主挨拶 
10 参列者拝礼（榊、菊花、お洗米など） 
11 撤饌 
12 斎主一拝 
13 退出 
表 16．  竹駒神社の葬場祭の次第 
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2－6、埋葬祭 
 
 この祭儀は、葬儀が終了し遺骨を奥津城（墓所）に埋葬するに際して行う儀式である。 
 《次第》 
  関係者が着席 
1 修祓 
2 斎主一拝 
3 献饌 
4 祭詞奏上 
5 
玉串奉奠拝礼 
① 斎主 
② 喪主 
③ 遺族、親族 
④ 親族代表 
⑤ 参列者代表 
6 撤饌 
7 斎主一拝 
8 退出 
表 17．  竹駒神社の埋葬祭の次第 
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2－7、帰家祭 
 
 埋葬祭の儀が終わって、喪主以下帰家清祓の後、霊前に葬儀が滞りなく終了したことを
奉告する祭儀である。竹駒神社の鎮座している地域では、「十日祭」を併せて奉仕されてい
る。 
《次第》 
  関係者が着席 
1 修祓 
2 斎主一拝 
3 献饌 
4 祭詞奏上 
5 
玉串奉奠拝礼 
① 斎主 
② 喪主 
③ 遺族、親族 
④ 親族代表 
⑤ 参列者代表 
6 撤饌 
7 斎主一拝 
8 退出 
表 18． 竹駒神社の帰家祭の次第 
 
3、神葬祭における修祓 
 
 修祓は祭祀執行に当たり、一層の清浄を期するために神饌、玉串、奉仕者、参列者など
の罪穢れを祓い除く行事である（茂木貞純、『神道事典』1994:237）。 
神社本庁の『神葬祭の栞』においては、修祓が式次第から除かれている祭儀がある。しか
し、全国的には、ほぼすべての地域では各祭に修祓を行っている（2015、筆者が行ったア
ンケート調査より）。 
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 竹駒神社の「神葬祭」要旨を見ると、神職が奉仕する全ての祭儀（遷霊祭、発柩祭、火
葬祭、通夜祭、葬場祭、埋葬祭、帰家祭）においては修祓が行われる。竹駒神社の神職 A
は、「神社本庁の『神葬祭の栞』の中には修祓の儀はないが、竹駒神社祭事研究会は遷霊祭
から、霊魂は『人知を超越した聖なるもの』として祀られるものと自覚しており、この祭
儀より修祓の儀は行われるのが良いと考え次第の中に入れた」と述べている。 
修祓を行う際に使用する道具は祓具という。大きく分けると、祓具には大麻と塩湯、ま
たそれに似たものとして清め塩がある。大麻は祓え串と榊などの常緑樹の枝を用いる大麻
とがある。どちらも大麻と総称する。竹駒神社の神職は修祓を行う際に、祓具として使用
しているのは榊である。葬式使ったものは、めでたい祭事に使わず、全部処分する。例え
ば、火葬祭に使うものは全部火葬に燃やし、通夜祭に使うものは、二つに折って使えない
ようにするという。 
神職は、祭儀が始まる前に前もって「自祓い」を行う。自祓いとは、自分で自分を祓う
ことをいう。葬儀が会館で行われる場合は、会館の中で行うが、自宅で行われる場合は、
自宅に入る前か、儀式を行う部屋の廊下などで行う。「祓い給え、清め給え」三回唱えて、
大幣を体に左、右、左と三回祓って、一礼するという。 
神葬祭における修祓は祓詞を唱えてから行われる。その対象となるのは以下の通りであ
る。 
 
儀式の名 修祓の対象 
遷霊祭 参列者、祭具、神饌、霊璽、柩、仮霊舎 
発柩祭 参列者、祭具、神饌、霊璽、柩、 
火葬祭 参列者、祭具、神饌、柩、竈、霊璽 
通夜祭 参列者、祭具、神饌、柩、霊璽 
葬場祭 参列者、祭具、神饌、柩、霊璽 
埋葬祭 参列者、祭具、神饌、墓、遺骨、霊璽 
帰家祭 参列者、祭具、神饌、霊璽、遺骨 
表 19． 竹駒神社の神職が奉仕する神葬祭における修祓の対象 
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4、考察 
 
以上、竹駒神社における「外祭」として行われる神葬祭を考察した。驚くべきことに、
竹駒神社は氏子戸数は 2500 戸あり、年間１６０万人の参詣者が訪れるが、神葬祭神の依頼
は年間１－２件のみである。これは、全国的に神葬祭の要望が最近増えているという報告
に反している。しかし、経済的な理由で神葬祭を選択することを考えると、当然な結果で
あると理解できる。つまり、経済的な問題がない家は葬式を仏式で行うということである。
そこで、この結果からは神葬祭が好まれない問題点は神社側にあると考える。まずは、神
社は、墓地を所有していない。さらに、神道は吉祭を行う場所で、凶祭をしないという古
くからの考え方が根付いているため、葬式を神道に委ねても良いのか戸惑っている人も少
なくないと思われる。 
神葬祭の手順では、竹駒神社の式次第と神社本庁のそれとは異なるところがある。例え
ば、竹駒神社の神職が奉仕している地域では、通夜祭は火葬祭の後に行われる。一方他の
地域では、通夜祭は火葬祭の前に行われる。本来は、通夜祭というのは、その御霊を呼び
戻すために行われるものである。夜を通して、御霊がもとの体に戻ってほしい、生き返っ
てほしい、という願いをこめて祈る祭りである。どうしても望みがかなえられなくて、し
かたなしに御霊を霊璽に遷す、という手順であるという（北川正保、1985 : 17）。この式
の順番が異なることによって葬場祭のときに安置されるのが遺体なのか、それともお骨な
のかも異なるのである（鈴木岩弓、2013 : 251）。このようことは単なる地域性の違いだけ
で良いであるが、鈴木が述べているように、「死をケガレと見、死者そのもの、つまり遺体
自体をケガレた存在として忌避する死穢観念が広まっている」から次第を他の地域とは異
なると考えられる。 
 竹駒神社の「神葬祭」要旨には、各祭儀に修祓が行われると書かれている。これも神社
本庁が発行した『神葬祭の栞』とは異なるのである。第六章にも述べたように、神社本庁
の『神葬祭の栞』には、遺骸がないとき（墓所地鎮祭、墓所祓除、発柩後祓除の儀、帰家
祭、清祓の儀）は修祓が行われるが、遺骸があるとき（納棺の儀、通夜祭、遷霊祭、発柩
際、葬場祭、埋葬祭、火葬祭）は修祓が行われない。しかし、『神葬祭の栞』のまえがきに
も書かれているように、「省略、ここに示すものは、飽くまでも規準としてのもので、これ
を各地の実情、習慣などに応じて活躍して頂ければ幸いである。」神社本庁は、最終的に各
地方の神社の神職に任せている。その理由としては、神社本庁は『諸祭式要綱』をまとめ
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る際に、宮中の祭式を取り入れているからである。宮中では、普通の祭りにも、修祓は別
になっているため、式次第には書かれていないのである（高澤信一郎、1985:11）。 
 竹駒神社の神職が奉仕する神葬祭の各式の手順をみると、神社で行われる祭儀の手順と
同じである。つまり、神社祭祀の祭儀は修祓から始まり、斎主一拝→献饌→祝詞奏上→玉
串拝礼（斎主、参拝者）→撤饌→斎主一拝→退出で終わる。一方、神葬祭は神社祭祀では
ないにも関わらず、各祭儀の式次第はこれと全く同じである。しかし、そもそも両者の目
的は異なるということは言うまでもない。前者は神徳を得るために行われるが、後者は死
者の不浄を祓い清めるために行われるのである。したがって、両者は次元が異なると考え
られる。 
神葬祭には次の特徴がみられる。 
① 諡名が贈られる。戒名料などはかからない。 
② 大体の場合は、男は「大人命」（うしのみこと）、女は「刀自命」（とじのみこと）が贈
られ、「〇〇〇大人命、〇〇〇刀自命」というふうに、氏名の後に付けられる。 
③ 仏教でいう位牌は霊璽又は御霊代と呼ばれ、直墨書きされ、位牌のように装飾して作
成することはない。 
④ 神道の墓は「奥津城」（おくつき）という。「〇〇〇家奥津城」と刻されるのが一般的
である。 
⑤ 祖霊舎は仏教の仏壇に当たるもので、通常神棚の下に祭るか奥の間の奥に御扉を付け
て作る。 
⑥ 奥津城も祖霊舎も含め、神葬祭においては線香は使わない。拝礼は、玉串（榊）、花な
どで行う。 
⑦ 経費が安い。通常２０～３０万円程度。それに神職が一人増すごとに５万円増程度で
ある。戒名料や特段の位牌作製などもかからない。 
⑧ 忍び手。神葬祭においても玉串を捧げる際に二拝二拍手一拝で拝礼するが、葬儀は吉
祭ではないため、拍手の際に音を立てないようにして両手を打つ。 
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終章 
 
 本論文では、神社神道におけるケガレの宗教学的な考察を行った上で、神社の中で行わ
れる参拝者と神職の清め、さらに神社の外で行われる神葬祭の事例を取り上げ、両者が行
われるときのケガレの扱いについて分析した。ここでは、本研究を振り返り、明らかにな
ったことについて考察し、さらに今後の研究に向けた可能性と課題を探っていきたい。 
 
1、本研究の振り返り 
 
本研究のテーマは神社神道におけるケガレの宗教学的考察である。神道では、ケガレを
取り上げる際にはどうしても外せない場面がある。それは、古事記に記されているイザナ
ギが亡くなったイザナミを追いかけて黄泉の国まで行った場面である。黄泉の国から戻っ
て来たイザナギは「わたしは、とても汚く穢れた醜い国へ行ってしまったので、禊ぎをし
なければならない」と言って、九州の日向の「橘の小門の阿波岐原」に入って、禊ぎを行
ったとのことである。 
この出来事がきっかけで、神道の神様は不浄を嫌うようになったのである。参拝者が、
拝殿で参拝する前に手水舎で身を清めなければならないのはこのためである。さらに、喪
中のときはケガレていると考えられているため神社での参拝が許されない場合もある。そ
れは、身内を亡くした人たちであり、忌明けまで参拝をできないのである。 
本研究は、先行研究を読んでケガレとは何かを理解することから始めた。次に、ケガレ
をより深く理解するために竹駒神社で現地調査も行った。竹駒神社を選んだ理由は二つあ
る。一つは、竹駒神社の規模が大きいからである。竹駒神社は氏子戸数が２５００戸あり、
年間百六十万人が参拝のために訪れる。年間５０以上の祭儀が行われている。もう一つは、
立地である。仙台から場所的に近いので調査研究が行いやすいのである。前述したように、
竹駒神社で調査を行う目的は、ケガレについてより深く理解するためにある。具体的には、
竹駒神社に訪れた参拝者はケガレを祓うためにどのようなことを行うのか。同様に、竹駒
神社の神職は神様に奉仕をする際に、ケガレに対してどのようなことを行っているかにつ
いて観察した。現地調査には、参与観察とインタビューの二つの手法を用いた。観察は、
神社の中で行われる祭儀にできるだけ参列することによって行い、インタビューは、調査
対象となる祭儀をより深く理解するために奉仕を担当する神職に直接話を訊くかたちで行
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った。インタビューを行うのは、祭儀の前後である。祭儀の前に行うのは基礎知識を得る
ためであり、祭儀の後のそれは観察したことをより深く理解するためである。観察は必ず
竹駒神社の祭儀部長の許可を得てから行なった。祭儀は竹駒神社が発行した「一年の祭事
表」から選ばれる。基本的には、全祭事を観察することは可能であるが、非公開の宮司だ
けで行う祭事は観察することはできない。観察した祭事は表１６．のとおりである。竹駒
神社の一年祭事表の他には、神社に訪れて来た参拝者が境内の手水舎で身を清め、或は祈
祷に参列する前に拝殿の入り口の手水舎で参拝者が身を清める方法、さらに神職による禊
ぎも観察した。禊ぎは、観察だけではなく神職と一緒に参加した。最後に、竹駒神社の神
職と職員が毎朝仕事を始める前に必ず行う朝拝にも参列した。これまでにインタビュー調
査を行ったのは竹駒神社の神職の５名である。５名のうち、１名は女性の神職である。そ
れぞれの役割は異なる。他にも、竹駒神社に奉仕している竹駒神社敬神婦人講と、初午大
祭の神輿渡御の先頭に歩く竹駒奴の会長にもインタビュー調査を行った。神職へのインタ
ビューは主に神社の社務所で行い、竹駒神社敬神婦人講の会長と竹駒奴の会長へのインタ
ビューは神社の境内で行った。敬神婦人講は月一回神社の境内の掃除の奉仕をしている。
竹駒奴は初午大祭の本番に向けて月一回境内や神社の駐車場を利用して練習を行っている。
最後に、夏越大祓に参列した崇敬者や初午大祭の神輿渡御に参列した崇敬者数人にもイン
タビュー調査を行った。 
 
2、本研究で明らかになったこと 
 
竹駒神社と全国アンケート調査を行った結果、日本人の民間信仰では原因によって「ケ
ガレ」が二種類存在することが明らかになった。それは、普遍的な「ケガレ」と特殊な「ケ
ガレ」である。両者については以下に詳しく述べていく。 
 
2－1、普遍的な「ケガレ」 
 
ここでいう普遍的な「ケガレ」とは、日常的なもので、年齢、性別、職業を問わず、誰
にでも自然に身に付くものである。人から人、或は人から物へは移らず、いつでも祓うこ
とができるという特徴を持っている。しかし、いつでも祓えるからといって、一度祓った
らもう終わりという意味ではない。この種のケガレは、再び身に付く。言い換えれば、消
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えに永遠に存在するのである。 
神社における祓い清めの行為を見ると、筆者は次のように考える。神社神道の視点では、
人は生まれてからケガレでいて、常にケガレでいる。これは、ケガレは人間の運命である、
とも言える。日常生活では、自分はケガレでいると思う人はだれ一人もいないはずである。
しかし、神社を訪れると、誰もが自分はケガレでいると思うようになる。ゆえに、参拝者
は参拝する前に身を清める。とすると、この種のケガレの原因は「神」にあるといえる。
しかし、「神」がケガレであるという意味ではなく、その逆である。「神は」聖なるもの、
人間の頼りになるもので、力（神徳）を持っている存在である。神のこのような存在を保
つために、神社神道では、参拝者と神職には身を清めることを義務付けられているのであ
る。すなわち、これが神社神道の教義の一つといえるだろう。 
 
2－2、特殊なケガレ 
 
ここでいう特殊な「ケガレ」とは、特定の人、期間、空間に発生するもので、原因が明
らかなものである。例えば、死の「ケガレ」である。この種の「ケガレ」も、人から人、
人から物へは移らないが、人が死の「ケガレ」の場に来ると、かかってしまう、という特
徴を持っている。例えば、葬式に参列した人は、死の「ケガレ」に移られたといわれ、帰
宅した際に家に入る前に全身に塩を撒いて身を清めるのはこのためである。また、葬式に
使用した祓具（榊）は、死の「ケガレ」に移られるといわれて、使用後処分するのも同じ
である。しかし、両者には異なる部分がある。人に移った「ケガレ」は祓うことができる
が、祓具に移った「ケガレ」は祓うことができないことになっている。この時点で、神は
いかに「ケガレ」が忌み嫌うであるかが明らかである。祓具は神事に関わるものであるか
ら葬式に使用した祭具は神社祭儀に使用することは禁止であるといえる。 
死の「ケガレ」の影響は人によって異なる。「ケガレ」は見えないものであるが、測る
ことができる。測り方は亡くなった人とどのような関係を持つかによる。つまり、他人の
場合は、移られた死の「ケガレ」はすぐ祓えるが、家族の場合は、すぐには祓えず忌期間
が終了した後自然に祓われるのである。 
死の「ケガレ」の発生時期は、家族の場合は、身内の人の死亡が確認できた時点で「ケ
ガレ」が移られる。これは、神社本庁の『神葬祭の栞』に書かれている注意事項から分か
るのである。 
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① 命おわりたる後は、まず神棚及び祖霊舎に帰幽の由を奉告すると共に、その全面に白
紙を貼ること。 
② 病気平癒などを祈願した神社があれば、代参を派し、或は遥拝して祈願を解くこと。 
 つまり、家族の場合は、血縁関係を持っているから自然に「ケガレ」が移られるといえ
る。 
一方、他人の場合は、死の「ケガレ」が移られたのは葬儀場に行った時点である。彼らは、
亡くなった人との関係、或は接触によるのではなく、葬儀を行う「場」に行ったからであ
るといえる。 
 
2－3、「ケガレ」の性質 
 
（a） ケガレは見るものではなく、感じるものであること。 
 
ケガレは見ることはできないが、感じることができるものである。しかし、感じること
ができるのはそのケガレの存在を信じている人たちのみである。ケガレは神社で行われる
儀礼からみて明らかに存在していることが理解できた。例えば、手水である。誰もが神社
に訪れて来た際に、参拝する前に手水舎で身を清めなければならない。もし身を清めずに
神様に参拝した場合には、神様からの神徳を得ることができないとのことである。つまり、
参拝者が参拝する前に手水をするのは、彼らがケガレの存在を信じているからに他ならな
い。 
 
（b） ケガレは行為ではなく、状態であること。 
 
 神社に訪れた際に、誰もが身を清めるのは、ケガレの存在を信じているからといえるだ
ろう。しかし、例え神社に行く前に身を清めても、参拝する前に改めて身を清めなければ
ならない。ここで重要なのは「身を清める」という行為ではなく、神様に参拝する前の「清
められた状態」である。 
 
（c） ケガレは祓われるものであること。 
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参拝者が参拝する前に行う手水、儀礼において祓い主による修祓、神職が行う禊ぎは全
てケガレを祓うためのものである。神道では祓えないケガレは存在しない。この考え方を
基にして、江戸時代までは「死はケガレ」であると考えられていたため神葬祭を行うこと
は許されなかったが、現在では当たり前に行われている。現在でも神社神道は、「死はケガ
レ」であることは変わらないが、神葬祭を行うことは不可能なことではない。死のケガレ
さえも祓えるからである。 
 
（d） ケガレは、聖なるものとは接触することはないこと。 
 
参拝者であれ、神職であれ、誰もが神社に来て参拝する、或は奉仕する前に身を清めな
ければならない。さらに、境内の手水舎で身を清める参拝者は、祈祷に参列する際に、拝
殿に入る前に再び身を清めなければならない。神職は、神社に来て神様に奉仕をする前に
潔斎によって身を清めなければならない。さらに、奉仕する際には拝殿に入る前に自祓を
しなければならない。同様に、神輿渡御の際には、先頭に歩く人は塩を撒いて後に来る神
輿に乗っている神様の道を祓う。これらのことからは、ケガレは聖なるものとは接触する
ことはできない、ということがいえるであろう。 
 
3、今後の課題 
 
本論の序章で触れたように、日本人が神社で参拝する前に手水舎で口を漱いだり、手を
洗ったりすることは、ムスリム（イスラーム教徒）が礼拝をする前に行う行為と似ている。
ムスリムも礼拝する前に身を清める必要がある。清める対象は少し異なるが、その目的は
同じである。それは、身に付く不浄と思われるものを清めるためである。礼拝は一日少な
くとも 5 回あるため、清めも 5 回しなければいけなくなる。なぜこれほどまでに似ている
のだろうか。今後はこれをテーマにして比較研究を行いたい。 
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